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【本報告の目的】 

本委員会は小樽市病院事業管理者の委嘱を受け、総務省「新公立病院改革ガ

イドライン」（平成 27 年 3 月 31 日付総務省自治財政局長通知）に沿って策定さ

れた「新小樽市立病院改革プラン」（平成 29 年 3 月）について、同ガイドライン

の「第４ 新改革プランの実施状況の点検・評価・公表」「１ 地方公共団体にお

ける点検・評価・公表」に従って、第三者の視点から計画期間における各年度の

取組等の進捗状況における外部評価を行い、また、委員各々の知識と経験から具

体的提言を行い、これらを小樽市病院事業管理者に報告することを以て、小樽市

病院事業の経営の健全化に資することを目的とする。 

 

 

【本委員会の評価の方法】 

令和２年度第１回委員会において、今回の評価対象年度である令和元年度の

評価に先立ち、「平成３０年度評価報告書に係る院内取組状況」（第１回委員会資

料④）及び「令和元年度改定版 新小樽市立病院改革プランに係るアクションプ

ラン」（第１回委員会資料⑤）により、前年度評価を受けての院内取組状況や令

和元年度の取組を開始するに当たり改定した取組事項やＫＰＩなどが提示され

た。 

次に、「令和元年度の取組状況」（第１回委員会資料⑥）（アクションプランに

掲げたＫＰＩ達成状況及び主な取組状況を示したもの）、「令和元年度の収支状

況」（新改革プラン収支計画と決算見込との比較などを示したもの）及び「経営

指標等に係る数値目標の令和元年度達成状況」（第１回委員会資料⑦・⑧）が資

料として提示された。 

各委員は、これらの報告を受けて、令和元年度の取組状況や収支状況などに

対して質問や意見を述べ、病院職員が回答するといった形をとった。 

また、第２回委員会開催に向けて、各委員がこれらの資料を基に令和元年度

における「取組状況」及び「経営指標に係る数値目標」について大項目ごとに５

段階での評価を行うとともに、経営改善に向けたコメントと併せて事務局に提

出し、事務局は各委員の評価及びコメントを集約した「改革プラン評価集計表

（令和元年度分）」（第２回委員会資料①）と各委員から寄せられた質疑事項及び

その回答をまとめた「改革プラン評価集計表 質疑応答（令和元年度分）」（第２

回委員会資料②）を作成し、第１回委員会にて委員から要望があった追加資料と

ともに第２回委員会前に各委員へ事前配付した。 

第２回委員会では、事前配付資料を用いて、委員長が各委員の意見を集約し

ながら、令和元年度における「取組状況」及び「経営指標に係る数値目標」の委

員会としての評価を取りまとめた。 

 

 

 

 

 

 

評価の区分 

Ａ ： 目標を十分達成した 

Ｂ ： 目標はおおむね達成した 

Ｃ ： 目標に向け取り組んでいるが、目標は達成できていない 

Ｄ ： 目標達成と大きく乖離している 

Ｅ ： 取組がなされていない           
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【項目別評価】 

 

Ⅰ．令和元年度の取組状況 

 

１．民間的経営手法の導入：総合評価【Ｂ】 

 

「民間病院の経営手法の研究」 

 医療材料等の共同購入について、理事会にて視察報告のほか、２つの共同購

入組織の事業内容等を比較した資料を基に協議し、経費削減効果額が高い

「一般社団法人日本ホスピタルアライアンス（ＮＨＡ）」への加盟が決定し、

コスト削減を目指し効果が得られた。具体的には令和元年 9 月にＮＨＡ加盟

後、各分野（経営層分野、汎用医療材料分野、手術室関連分野、ＭＥ・透析

関連分野、臨床検査分野、整形外科分野、事務管理分野）に責任者を配置し、

ＮＨＡから提供される検討品リストを基に、削減効果が大きな物品から切り

替えに着手したことは評価する。 

 

「ＤＰＣ分析結果の積極的な活用」 

・ 診療科別のＤＰＣ勉強会が各種開催され、ＤＰＣ入院期間Ⅱを考慮したパ

ス改定(日数短縮)について、パスの総数１９４種類のうち、見直し候補で

ある４１種類中１１種類のパスについて入院期間の短縮が図られている。 

 

 診療科別パス分析については、症例数が多いＤＰＣ上位３０種類を基に取

り組んでいる。さらに、診療科ごとの検討会では、入院日数の見直しや対

出来高請求における増収及び減収症例の確認等を通じて、減収の原因とな

り得る過剰な検査や薬剤の削減に向けて医師と検討している。その結果と

して、令和元年度においては、脳神経外科、心臓血管外科、形成外科、耳

鼻咽喉科及び皮膚科の計３０種類のパスについては、入院中の不要な画像

検査及び注射などの薬剤を削減した点は評価する。 

 

 ＤＰＣ包括請求対出来高請求比較では、令和元年度のＤＰＣ増収率は3.8％

となり前年度より1.2ポイント上昇した。また、令和２年度のＤＰＣ機能評

価係数Ⅱのうち、係数向上対策を実施している効率性係数、救急医療係数

及び地域医療係数については、全ての係数が前年度より上昇した。 

 

 ＤＰＣ１日当たり平均単価は前年度より２千円程度増加したが、ＤＰＣ入

院期間Ⅱの退院割合は0.3ポイント減少した。 

 

 全職員向けＤＰＣ勉強会は、新型コロナウイルスの影響により、全管理職

が対象の経営運営会議にて開催して勉強会の代替とした。（勉強会資料は

院内グループウェアに掲載） 
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「診療科ごとの収支分析の検討」 

 平成３０年度分の原価計算については、診療科の特性を踏まえた分析を加

え、局長による診療科別ヒアリングにおいて各診療科長へ提示し、改善可

能な事項を協議した。 

 

 「落ち穂拾い作戦」では、既に取り組んでいる８項目（入院栄養食事指導

料、リンパ浮腫指導管理料、肺血栓塞栓症予防管理料、退院時リハビリテ

ーション指導料、診療情報提供料資料添付加算、リハビリテーション総合

計画評価料、退院支援加算、薬剤総合評価調整加算・管理料）について、

運用フローを見直しながら目標値を高めて取組を継続した。 

 

 

２．経費削減・抑制対策：総合評価【Ｂ】 

 

「委託契約の点検・見直し」 

 委託料を患者の食事数で契約している患者給食業務や医療機器保守料につ

いては、前年度に比べて減額となったが、施設管理の点検項目の増や検査委

託件数の増による増額のほか、新たな夜間看護助手の派遣料や令和元年１０

月からの消費税増税により増額となった。 

 

 令和元年度に締結した放射線機器一括保守契約による委託料の削減額は、年

間 10,794 千円であった。 

 

「採用医薬品数削減の取組」 

 医薬品「採用数１増１減の原則」を徹底し、「患者限定薬品」を推奨した取

組を継続中である。 

 

「後発医薬品割合の向上」 

 後発医薬品については、バイオシミラーの活用について拡大を検討し、令和

元年度に新規で２品目を採用した。 

 

 後発医薬品割合は、後発医薬品の新規採用を毎月数品目ずつ増やしているほ

か、病棟薬剤師が入院患者への処方内容を確認し、先発医薬品が指示された

場合には可能な限り後発医薬品への変更を依頼しており、92.3%(目標値87%)

となった。なお、カットオフ値は目標値と偶々同値であった。 

 

「材料調達方法の改善」 

 (新)ＳＰＤの導入については、平成３１年４月から開始し、新たな物品管理

システムへの切替や委託業者間の引継ぎなどを円滑に行うことができたが、

今後、ベンチマークの活用や材料の統一化を促進願いたい。 
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 委員指摘のＳＰＤ導入後における効率的な購買管理、在庫管理について、コ

ストカットに繋がる適切でかつ早急な実施を期待されていたが、未だにベン

チマークシステムの活用が実現できていない点は残念である。実現後は、物

品の見直しや統一によるコストカット、過剰使用や誤開封に対する抑制策な

どの視点からＳＰＤデータを管理・分析し、各部署へフィードバックするこ

とによりロスを抑制願いたい。 

 

 ベンチマークの活用については、1 物品ずつのベンチマークでは帳票として

出力されるが、一斉見積合せの資料としては難しいものがあるため、価格交

渉に使用する帳票の出力についてＳＰＤ業者との調整を行っており、令和２

年度の診療報酬改定による価格変更等を行った上で、令和２年度中旬を目標

に一部交渉を実施する予定であり、現時点では未活用である。 

 

 材料の統一化については、ＳＰＤマスタにおける小分類などの整備を進めて

おり、この完成をもって既存診療材料等の使用実績を集計してモニタリング

を実施することができるようになるため、現時点では未実施である。 

 

 共同購入による令和元年度下半期における半年間の経済効果額は、ＮＨＡか

らの還元額 5,564 千円から諸経費を除いた 3,371 千円となった。これは、加

盟前の試算に比べて＋280％の成果であった。 

 

 

３．収入増加・確保対策：総合評価【Ｃ】 

 

「救急患者の増加」 

・ 昨年度から休床した一般病床は、平成３１年１月から３月末まで２１床、今

年度は当初の計画どおりに平成３１年４月から７月まで７床を休床とした

が、その後は看護師が確保されたため、令和元年８月から休床を復元した。 

 

・ 救急車の応需率は低い状態で推移しており、ベッドの満床時に断ったケース

がかなりあった。断るとベッドが空いても直ぐには戻らない現象が起きるこ

とが原因の一つと考えられるため、断った症例の中から１件ずつでも何らか

の形で内容を精査して問題点を解決することにより、市内の救急搬送状況に

もよるが、応需率の向上に繋げることを期待する。 

 

・ 令和元年度も「小樽・後志救急事例検討会」と題し、各地区の消防関係者や

他医療関係者との症例検討会を開催した。 
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「紹介患者の増加」 

 紹介及び逆紹介についての院内方針を、毎月の経営運営会議等で周知。 

▶ 原則として全ての紹介患者を受け入れること 

▶ 急性期治療終了後の紹介患者は、紹介元医療機関へ戻すこと 

▶ 紹介患者を優遇した診療を行うこと 

以上の方針の表明により紹介患者の拡充を図った。 

 

 平成３０年度より、地域医療連携対策委員会内に入退院支援部会を設置し、

「①入院前情報収集」及び「②かかりつけ医への逆紹介の推進」を２本柱と

した検討を推進し、今後の入退院支援センター機能について充実を図ってお

り、紹介患者の拡大が期待できる。 

 

「①入院前情報収集」：従来、各病棟で行っていた入院患者の情報収集につ

いて、入院前の外来で情報収集を開始。令和元年度より体制を 1 名か

ら 3 名に強化。（面談実施状況 H30 年度：240 件、R1 年度：2,210 件） 

 

「②かかりつけ医への逆紹介の推進」：新たに連携コンシェルジュを配置し、

一部の診療科において逆紹介に同意した患者に対して主治医に代わり

逆紹介に関する説明や案内を開始。令和元年度より対象診療科を拡大。

（面談実施状況 H30 年度：34 件、R1 年度：45 件） 

 

※ 令和２年度より、患者支援部門をセンター化し、紹介予約と入退院支援だけ

ではなく、がん相談支援などを含めた総合的な患者支援ができるよう体制の

強化を図る。（「地域医療連携室」から「患者支援センター」に組織変更） 

 

「手術件数の増加」 

 令和元年度の手術件数が前年度と比べて減少（△499 件）した主な要因は、

眼科医師が 2 名から 1 名になったことにより眼科の手術件数が半減（△423

件）したためと考えるとのことだが、全身麻酔の件数も 114 件減少しており、

今後は全身麻酔件数についても注視すること。 

 

 手術室運用システムについては、手術室運用状況全般・物品請求管理・キッ

ト化等により、収益改善や看護師の業務削減等が見込まれることから平成２

９年１２月に導入となった。しかし、実際は高額なキット製品の売り込みば

かりで運用に関する提案がなく、こちらが要求する分析資料が長期間に渡り

提出されないなど高額な委託料に見合わない成果であることから、令和元年

度をもって本契約を終了した。 

 

 今後もこのキットを購入することは可能なため、他社製のキットやＳＰＤに

よるセットなどと比較検証し効果的に活用することや、手術開始時間や手術

枠のさらなる見直し等により、手術件数を増やすための効率的な手術室運用

を期待する。 
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「平均在院日数の短縮」 

 ＤＰＣ入院期間Ⅱを超えた入院患者のうち、看護必要度、退院調整介入及び

退院予定のいずれも該当しない患者をモニタリングし、引き続き取組の深耕

を期待する。 

 

 病床利用率向上策（土日祝の入退院を推奨）及び病院収益向上策（入院中の

ＣＴ・ＭＲＩ検査の外来シフトを推奨）を実施しており、さらなる成果を期

待する。 

 

「クリニカルパスの活用」 

 ＤＰＣに対応したパスの作成・導入・評価について、診療科ごとにＤＰＣ分

析資料を作成し、退院の多いＤＰＣを中心に各科医師と協議して、既存パス

のうち３０種類を改定し、化学療法パス３件を含めた２７件のパスを新たに

作成。今後も拡充を期待する。 

 

「高度な診療報酬加算の取得」 

 ７対１看護基準の必要看護師数については、令和元年度の新規採用看護師等

を配置することにより、令和元年度上半期は基準値を満たしていたが、今後

の退職動向等を考慮すると、安定的に基準値を維持するまでの確保には至っ

ていない。 

 

 平成３０年１２月より急性期一般入院基本料を１から２（１０対１看護基準）

に引き下げたことにより、急性期看護補助体制加算を同時に 1 ランク引き上

げることが可能となるとともに、さらに令和元年１２月より「夜間１００対

１急性期看護補助体制加算」及び「夜間看護体制加算」の算定が可能となっ

た。１０対１看護基準となったことは残念であるが、今後の看護師の確保に

より復活を期待したい。 

 

「有料個室料の取組方法整理」 

 「原則、有料個室は料金を徴収する」という病院の方針に沿って、患者への

説明を標準化するため、マニュアル｢有料個室の取り扱いについて｣を作成し

施行。なお、有料個室料を徴収していない理由の多くは、昨年度と同様に一

般病室が満床のためであったが、有料個室を有効活用する意識の向上及びベ

ッドコントロールが円滑に進んだことにより、有料個室料の取得率は昨年度

の月平均に対して 2.6 ポイントの増加となり、これまでの最高値となった点

は評価できる。 

 

「健診業務の最適化の研究」 

 健診数は、広報などで周知を図ったことなどの取組により平成３０年度より

増加して収益も上回った。引き続き、収益増に向けた課題への取組について

検討願い、さらなる増収を期待する。 
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４．その他：総合評価【Ｂ】 

 

「職員の意識改革・人材育成（人事評価）」 

 既に市長部局が策定した人事評価制度を導入済みであり、院内において見直

しの必要性が議論しにくい土壌がある。医療系の職員については、現行制度

を刷新して新たな制度の構築を後年度に引き続き検討願いたい。 

 

「職員の意識改革・人材育成（人材育成）」 

 平成２９年度改訂版「小樽市人材育成基本方針」を院内周知し、今後はこの

基本方針に基づき人材育成を進めるが、病院の専門性・特殊性を鑑み、小樽

市の人材育成の枠組みとは別視点の検討を考慮したいとしており、この流れ

で成果を期待する。 

 

 資格取得等のサポート体制は、対応が難しい課題であることから現状の取扱

いを把握するとともに引き続き検討とのこと、成果を期待する。 
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Ⅱ．令和元年度の経営指標 

 

１．収支改善に係るもの：総合評価【Ｃ】 

 

「経常収支比率」 

令和元年度は、経常収益が計画より 200 百万円増収したものの、経常費用が

計画より 717 百万円増加となったことから、経常収支は計画より 516 百万円

下回った▲830 百万円となり、これにより経常収支比率は、計画より 4.2 ポイ

ント下回った 93.0％となった。 

 

「医業収支比率」 

令和元年度は、見込の税抜額では計画より 2.8 ポイント下回り、税込額では

3.8 ポイント下回った。 

 

「地方財政法上の資金不足比率」 

令和元年度は、計画より不良債務が 226 百万円増加したことから資金不足額

が 268 百万円となり、計画よりも 2.2 ポイント下回った 2.6％となった。 

 

 委員からは、現下の診療報酬制度では、どこの医療機関も厳しい状況であり、

特に今回は新型コロナウイルス感染拡大の影響が少なからずはあったため

に、収支状況が悪化したものと推察するとのコメントがあった。収支改善に

更なる努力を期待するとの意見が寄せられた。 

 

 

２．経費削減に係るもの：総合評価【Ｃ】 

 

「職員給与費比率」 

令和元年度は、職員給与費が医師の増加などにより例月給与等が増加したた

め、計画よりも 336 百万円増となった。また、医業収益が計画より 202 百万

円増収となったが、比率は計画より 2.2 ポイント下回った 55.0％となった。 

 

 委員からは、計画の 52.8％がそもそも低すぎであり、現在の「働き方改革」

の制度対応から医療の質を考慮すると、55％は妥当との指摘があった。また、

職員の質とモチベーションを壊さず比率を下げる知恵と工夫に期待すると

の意見もあった。 

 

「材料費比率」 

令和元年度は、医業収益が計画より 202 百万円増加したものの、材料費が計

画より 313 百万円増加し、材料費比率は計画より 2.6 ポイント高い 26.2％と

なった。 
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 委員からは、収益を増やすことにより材料費比率を下げるしか方法はなく、

また医薬品の高額化による影響はあるとは思うが、ベンチマーク分析や診療

科別分析などにより原因の所在を明確にし、改善に向け取組んで頂きたいと

の意見があった。また、昨年度より比率が増えており、さらなる節減を願う

との指摘もあった。 

 

「委託費比率」 

令和元年度は、計画と同じ 11.2％となった。 

 

 目標を達成。今後も維持を期待する。 

 

 

３．収支確保に係るもの 総合評価【Ｂ】 

 

「1 日当たり入院患者数」 

令和元年度は、計画より 19 人少ない 332 人となった。 

 

「1 日当たり外来患者数」 

令和元年度は、計画より 36 人少ない 901 人となった。 

 

「１日当たり入院患者単価」 

令和元年度は、計画より 3,310 円増加し、56,962 円となった。 

 

「１日当たり外来患者単価」 

令和元年度は、計画より 1,389 円増加し、12,452 円となった。 

 

「病床利用率」 

令和元年度は、計画より 4.8 ポイント下回った 85.7％となった。 

 

「平均在院日数」 

令和元年度は、計画より 0.3 ポイント短縮し、13.6 日となった。 
 

 今回は、休床期間があったので、稼働率が落ちたのはやむを得ないと考える。

入院、外来ともに単価が増えているので、実際は十分に健闘されていて、平

均在院日数も十分に短縮されている。さらに一般病床については、概ねＫＰ

Ｉ設定値の水準にあるものと評価する。委員の指摘を総括すると、収入確保

としての計画は、ひとまずは達成してると評価する。また、精神科の入院患

者数を維持することは難しい点も委員から指摘された。より一層の努力を期

待する。 
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４．経営の安定性に係るもの 総合評価【Ｃ】 

 

「企業債残高」 

令和元年度は、計画より 58 百万円増加した 11,333 百万円となった。 

 

 委員からは、「許容できる範囲と考える。」「さらなる努力を求める。」などの

意見があった。 
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【 今後実現すべき課題 】 

 

１．「地域医療支援病院」 

 

１）紹介率及び逆紹介率は、平成３０年度は紹介率 33.6％、逆紹介率 32.4％、

令和元年度は紹介率 36.1％、逆紹介率 39.9％と努力を重ねており、今後も

段階的に高め、紹介率 50％及び逆紹介率 70％を実現すること。 

 

２）紹介率を高めるために、今年度は実現していないが、近隣や地域の医療機関

とのコミュニケーションを強化し、症例検討会や意見交換会の充実を、今後、

図ること。 

また、院内で提示されている紹介患者についての方針（①原則として全ての

紹介患者を受け入れること、②急性期治療終了後の紹介患者は紹介元医療機

関へ戻すこと、③紹介患者に配慮した診療を心掛けること）の周知、実現を

期待する。 

 

３）入退院支援業務に関しては、平成３０年度に入院前支援を行う看護部所属の

看護師 1 名を配置し、令和元年度からは 3 名に増員して業務に当たってい

る。また、令和元年度からは、外来や各病棟にリンクナースを配置して退院

支援を強化する取組を行っており、退院支援に関する勉強会も開催してい

る。組織的にも令和２年４月には地域医療連携室を患者支援センターに組織

変更して、入院前支援担当と前方・後方支援担当、がん相談支援担当を同じ

組織内に置き、連携して総合的な患者支援を行っており、人員的にも内容的

にも充実してきているので、数値も達成を期待する。 

 

２．「総合入院体制加算」 

 

１）急性期一般入院基本料１（旧７対１）看護要員配置基準人員数の復活のた

め、なお一層の努力を期待したい。 

 

３.「経営の効率化」 

 

１）ＫＰＩ項目や目標値の設定などの拡大や深化を図り、具体的取組項目である

アクションプランの９指標を新たに変更し、より客観的、効果的な指標に変

更し進捗管理を測定できる形に変更している。今後も各年度の目標設定や、

診療科ごとの詳細な分析による各種課題の解決を図ってもらいたい。 

 

２）新たなＳＰＤは導入されたが、ベンチマークの活用については価格交渉に使

用する帳票の出力についてＳＰＤ業者との調整中で未活用である点を早期

に取り組み、活用を期待する。同時に材料の統一化については、現在、ＳＰ

Ｄマスタにおける小分類などの整備中で未実施である点は残念である。 
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３）共同購入による令和元年度下半期における半年間の経済効果額は、ＮＨＡか

らの還元額 5,564 千円から諸経費 2,193 千円を除いた差額 3,371 千円であ

る。ＮＨＡの経費を差し引くとそれほど高い削減効果があったとは言えない

ので、より一層の努力を期待する。対象品目も単価の低いものが多く、より

経費削減に繋がる品目を検討願いたい。また、ＳＰＤの対象品目でのコスト

削減も合わせて期待する。 

 

 

以 上 
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【 委員会資料 】 
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新小樽市立病院改革プラン評価委員会 

【令和２年度 第１回】 

 

日時：令和２年７月１３日（月）１８：３０ 

会場：小樽市立病院 講堂 

 

 

次  第 

 

 

・ 開会 

・ 小樽市病院事業管理者あいさつ 

・ 病院職員紹介 

 

【 議 事 】 

１ 委員会開催スケジュール（案）について 

２ 平成３０年度評価報告書に係る院内取組状況等について 

３ 令和元年度の取組状況について 

４ 令和元年度の収支状況について 

５ その他 

６ 閉会 

 

 

 

＜ 資 料 ＞ 

① 新小樽市立病院改革プラン評価委員会 委員名簿 

② 小樽市立病院職員名簿（新改革プラン評価委員会出席職員） 

③ 令和２年度新小樽市立病院改革プラン評価委員会 開催スケジュール（案） 

④ 平成３０年度評価報告書に係る院内取組状況 

⑤ 令和元年度改定版 新小樽市立病院改革プランに係るアクションプラン 

⑥ 令和元年度の取組状況 

⑦ 令和元年度の収支状況 

⑧ 経営指標等に係る数値目標の令和元年度達成状況 
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R2.7.13　第１回　資料①

令和2年7月13日現在 

職　　　名　　　等 氏　　名

国立大学法人 小樽商科大学 商学部　教授 伊
　イ

　藤
 トウ

　　　一
ハジメ

中村記念病院 理事長・病院長 中
 ナカ

　村
 ムラ

　博
 ヒロ

　彦
 ヒコ

札幌医科大学附属病院　病院長・教授 土
 ツチ

　橋
 ハシ

　和
 カズ

　文
 フミ

公認会計士高野事務所 公認会計士・税理士 高
 タカ

　野
　ノ

　拓
 タク

　也
　ヤ

小樽市医師会　理事 夏
ナツ

　井
　イ

　清
キヨ

　人
　ト

小樽商工会議所　専務理事 山
ヤマ

　﨑
 ザキ

　範
 ノリ

　夫
  オ

新小樽市立病院改革プラン評価委員会 委員名簿
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R2.7.13　第１回　資料②

小樽市立病院　職員名簿（新改革プラン評価委員会出席職員）

令和2年7月13日現在

役職等

病院事業管理者・病院局長 並 木 昭 義

病院長 信 野 祐一郎

統括理事 馬 渕 正 二

特任理事 櫻 木 範 明

理事・副院長 田 宮 幸 彦

理事・副院長 髙 丸 勇 司

理事・副院長 越前谷 勇 人

理事・副院長 有 村 佳 昭

理事・副院長 金 内 優 典

理事・副院長 新 谷 好 正

理事・看護部長 萩 原 正 子

医局長 矢 花 崇

医局　主任医療部長 深 田 穣 治

医局　主任医療部長 中 林 賢 一

医局　主任医療部長 渡 邉 義 人

医局　主任医療部長 髙 川 芳 勅

医局　医療部長・院長補佐 市 村 亘

医局　医療部長・院長補佐 汐 谷 心

医局　医療部長・院長補佐 佃 幸 憲

薬剤部長 白 井 博

看護部　副看護部長 佐 藤 淳 子

医療技術部　放射線室長 阿 部 俊 男

医療技術部　検査室長 小山田 重 徳

医療技術部　リハビリテーション科　主幹 佐 藤 耕 司

医療技術部　栄養管理科　主幹 渡 辺 恵 子

医療技術部　臨床工学科　主幹 平 田 和 也

患者支援センター 次長 生 瀬 裕 司

事務部長 佐々木 真 一

事務部　次長 橋 本 幸 一

事務部　主幹 澤 里 仁

事務部　事務課長 野 呂 武 志

事務部　経営企画課長 佐 藤 暢 起

事務部　医事課長 三 田 学

事務部　診療情報管理課長 堀 合 謙 一

計34名

氏名
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R2.7.13 第 1 回 資料③ 

令和２年度 新小樽市立病院改革プラン評価委員会 

開催スケジュール（案） 
 
 

 

 第１回委員会（７月１３日） 

・平成３０年度評価報告書に係る取組状況等の説明 

・令和元年度の取組状況及び収支状況の説明 

・令和元年度の経営指標等に係る達成状況等の説明 

・令和元年度の取組状況及び収支状況等に係る質疑及び意見 

 

 

 第２回委員会（８月頃） 

・令和元年度の取組状況及び収支状況並びに経営指標等に係る達成状況等に

対する意見及び評価 

・改革プラン推進に関し必要な事項についての意見 

・評価報告書作成に向けた意見のとりまとめ 

 

 

 第３回委員会（９月頃） 

・評価報告書案の審議【評価報告書の内容決定】 

 

 

 

 

 

 委員長から病院事業管理者へ報告書を手交（１０月頃） 

 

 

 

 

 

 

       以上 
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を
管

理
・
分

析
し

、
各

部
署

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

に
よ

り
ロ

ス
を

抑
制

し
ま

す
。

(2
)D

P
C

分
析

結
果

の
積

極
的

な
活

用
2

パ
ス

の
使

用
率

だ
け

で
な

く
、

コ
ス

ト
面

か
ら

の
チ

ェ
ッ

ク
と

し
て

、
各

診
療

科
の

パ
ス

使
用

率
上

位
の

項
目

に
係

る
原

価
計

算
分

析
の

実
施

に
よ

る
具

体
的

成
果

が
期

待
さ

れ
る

。

3
パ

ス
と

D
P
C

と
の

関
連

を
分

析
し

、
不

要
な

検
査

や
無

駄
な

高
額

薬
剤

の
使

用
を

減
ら

す
努

力
を

期
待

す
る

。

4
診

療
科

別
勉

強
会

で
非

開
催

の
診

療
科

が
あ

っ
た

も
の

の
、

そ
の

後
、

改
善

が
見

ら
れ

今
後

の
成

果
を

確
認

し
た

い
。

２
．

経
費

削
減

・
抑

制
対

策

(1
)後

発
医

薬
品

割
合

の
向

上
5

昨
年

度
指

摘
の

バ
イ

オ
シ

ミ
ラ

ー
に

つ
い

て
は

現
在

2
品

目
を

採
用

し
、

今
後

の
導

入
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

検
討

し
た

い
と

し
て

お
り

、
期

待
さ

れ
る

。

バ
イ

オ
シ

ミ
ラ

ー
に

つ
い

て
は

、
令

和
元

年
度

に
新

規
で

2
品

目
の

採
用

を
し

て
い

ま
す

。
少

し
ず

つ
で

は
あ

り
ま

す
が

採
用

品
目

数
を

増
や

し
な

が
ら

、
後

発
医

薬
品

の
さ

ら
な

る
使

用
率

向
上

に
努

め
ま

す
。

(2
)材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
S
P
D

）
6

S
P
D

の
運

用
方

法
に

関
し

て
、

院
内

在
庫

の
所

有
権

に
つ

い
て

は
院

内
納

品
時

に
病

院
の

資
産

に
計

上
す

る
の

か
、

置
き

在
庫

と
し

て
使

用
時

に
病

院
の

資
産

に
計

上
す

る
か

の
違

い
で

、
納

入
業

者
の

置
き

在
庫

管
理

に
対

す
る

取
組

へ
の

熱
意

が
異

な
る

の
で

、
今

後
契

約
時

に
検

討
を

す
る

よ
う

に
。

当
院

の
院

内
在

庫
の

所
有

権
に

つ
い

て
は

、
納

品
時

に
病

院
の

資
産

と
し

て
い

ま
す

。
院

内
S
P
D

倉
庫

及
び

部
署

定
数

配
置

で
は

、
消

耗
品

は
3
日

間
の

使
用

数
量

分
を

在
庫

保
管

し
て

お
り

、
現

状
、

期
限

切
れ

減
耗

等
は

生
じ

る
こ

と
な

く
運

用
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
置

き
在

庫
方

式
に

つ
い

て
、

他
社

の
診

療
材

料
の

管
理

を
S
P
D

受
託

業
者

が
行

う
こ

と
に

よ
る

委
託

料
の

増
額

が
な

い
形

で
契

約
可

能
か

ど
う

か
検

討
い

た
し

ま
す

。

項
目

①
 D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
を

鑑
み

た
パ

ス
改

定
(日

数
短

縮
)に

つ
い

て
パ

ス
の

総
数

1
9
4
種

類
の

う
ち

、
見

直
し

候
補

で
あ

る
4
1
種

類
中

1
1
種

類
の

パ
ス

に
つ

い
て

入
院

期
間

を
短

縮
し

て
い

ま
す

。
②

 診
療

科
別

パ
ス

の
原

価
計

算
分

析
診

療
科

別
パ

ス
分

析
に

つ
い

て
は

、
症

例
数

が
多

い
D

P
C

上
位

3
0
種

類
を

基
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
診

療
科

ご
と

の
検

討
会

で
は

、
入

院
日

数
の

見
直

し
や

対
出

来
高

請
求

に
お

け
る

増
収

及
び

減
収

症
例

の
確

認
等

を
通

じ
て

、
減

収
の

原
因

と
な

り
得

る
過

剰
な

検
査

や
薬

剤
の

削
減

に
向

け
て

医
師

と
検

討
し

て
い

ま
す

。
そ

の
結

果
、

令
和

元
年

度
に

お
い

て
は

、
脳

神
経

外
科

・
心

臓
血

管
外

科
・
形

成
外

科
・
耳

鼻
咽

喉
科

・
皮

膚
科

の
計

3
0
種

類
の

パ
ス

に
つ

い
て

、
入

院
中

に
不

要
な

画
像

検
査

及
び

注
射

な
ど

の
薬

剤
を

削
減

い
た

し
ま

し
た

。
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N
o
.

評
価

報
告

書
指

摘
事

項
等

検
討

・
報

告
内

容
３

．
収

入
増

加
・
確

保
対

策

(1
)救

急
患

者
の

増
加

7
看

護
師

不
足

で
病

床
を

開
け

る
こ

と
が

で
き

ず
、

救
急

車
の

受
け

入
れ

を
断

ら
ざ

る
を

得
な

く
な

っ
た

点
は

残
念

で
あ

る
。

ま
た

さ
ら

に
看

護
領

域
の

専
門

性
を

よ
り

生
か

す
こ

と
の

で
き

る
職

場
環

境
づ

く
り

(雑
務

の
負

担
軽

減
な

ど
)や

、
看

護
師

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

た
サ

ポ
ー

ト
(育

児
支

援
な

ど
)な

ど
に

よ
る

定
着

率
の

向
上

に
資

す
る

取
組

を
期

待
す

る
。

救
急

患
者

の
増

加
に

歯
止

め
を

か
け

る
こ

と
に

な
っ

た
要

因
と

言
わ

れ
る

看
護

師
不

足
に

対
し

て
、

直
接

的
な

改
善

策
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

看
護

師
業

務
に

専
念

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
で

看
護

師
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

ア
ッ

プ
に

働
き

か
け

る
こ

と
が

離
職

防
止

に
繋

が
る

と
考

え
、

そ
の

対
策

と
し

て
派

遣
に

よ
る

看
護

助
手

を
導

入
い

た
し

ま
し

た
。

背
景

に
は

、
嘱

託
職

員
で

あ
る

看
護

助
手

の
不

足
も

恒
常

的
に

起
き

て
お

り
、

看
護

助
手

業
務

を
看

護
師

が
補

完
す

る
と

い
う

構
図

と
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
病

棟
看

護
助

手
業

務
の

う
ち

、
病

室
の

シ
ー

ツ
交

換
及

び
環

境
整

備
を

新
た

に
派

遣
看

護
助

手
で

補
っ

た
と

こ
ろ

、
看

護
要

員
の

業
務

軽
減

に
繋

が
り

ま
し

た
。

ま
た

、
新

た
な

S
P
D

に
よ

る
物

品
の

定
数

配
置

が
始

ま
っ

た
こ

と
で

、
使

用
し

た
物

品
の

請
求

・
補

充
業

務
も

看
護

助
手

業
務

か
ら

離
す

こ
と

に
繋

が
り

ま
し

た
。

さ
ら

に
、

急
性

期
病

棟
に

限
り

、
夜

間
2
2
時

ま
で

派
遣

看
護

助
手

を
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
時

間
外

に
手

術
が

終
了

し
た

際
の

手
術

室
へ

の
迎

え
の

対
応

や
、

夕
食

の
配

膳
及

び
イ

ブ
ニ

ン
グ

ケ
ア

な
ど

の
介

入
が

可
能

と
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

看
護

師
の

育
児

・
介

護
支

援
に

お
い

て
は

、
現

在
も

個
別

に
希

望
を

取
り

入
れ

な
が

ら
で

き
る

限
り

の
対

応
を

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
引

き
続

き
取

組
を

し
て

い
き

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

、
看

護
師

が
行

っ
て

い
た

雑
務

の
負

担
軽

減
策

な
ど

に
よ

り
、

看
護

師
本

来
の

業
務

に
専

念
で

き
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
定

着
率

向
上

の
一

助
と

な
る

と
考

え
ま

す
。

(2
)手

術
件

数
の

増
加

8
業

務
効

率
化

に
お

い
て

手
術

キ
ッ

ト
の

活
用

は
有

益
で

あ
る

と
考

え
る

が
、

単
価

が
高

い
と

い
う

こ
と

で
あ

れ
ば

、
受

託
業

者
以

外
の

企
業

で
よ

り
安

価
な

手
術

キ
ッ

ト
を

提
供

す
る

卸
売

業
者

等
が

あ
り

、
代

替
案

と
し

て
の

検
討

も
一

考
で

あ
る

。

手
術

キ
ッ

ト
導

入
に

よ
り

材
料

準
備

時
間

が
短

縮
さ

れ
る

こ
と

は
、

業
務

の
効

率
化

に
繋

が
る

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

手
術

キ
ッ

ト
は

高
額

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

ま
ず

、
費

用
対

効
果

を
検

証
し

、
十

分
に

効
果

が
得

ら
れ

る
と

判
断

さ
れ

た
と

き
に

は
、

診
療

科
や

術
式

に
適

し
た

キ
ッ

ト
を

複
数

業
者

の
中

か
ら

見
つ

け
て

導
入

す
る

こ
と

や
、

S
P
D

受
託

業
者

に
よ

る
材

料
の

術
式

セ
ッ

ト
組

委
託

な
ど

、
広

く
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

ま
す

。

(3
)平

均
在

院
日

数
の

短
縮

9
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

は
評

価
で

き
る

が
、

病
床

稼
働

率
を

下
げ

な
い

配
慮

も
必

要
で

あ
る

。
休

日
の

病
床

稼
働

率
は

、
週

末
に

退
院

す
る

患
者

が
多

く
平

日
と

比
べ

て
低

く
な

る
こ

と
か

ら
、

病
床

利
用

率
を

維
持

す
る

よ
う

土
日

の
入

退
院

を
推

奨
す

べ
く

医
師

に
働

き
か

け
て

い
ま

す
。

(4
)高

度
な

診
療

報
酬

加
算

の
取

得
1
0

他
の

部
門

で
も

加
算

を
取

得
す

る
よ

う
、

今
後

も
一

層
の

努
力

を
期

待
す

る
。

新
た

な
診

療
報

酬
加

算
の

取
得

と
し

て
、

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
の

う
ち

、
「
夜

間
1
0
0
対

1
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

｣及
び

｢夜
間

看
護

体
制

加
算

｣を
令

和
元

年
1
2
月

か
ら

算
定

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
こ

れ
に

よ
り

年
間

7
,2

0
0
万

円
程

度
の

収
入

増
を

見
込

ん
で

い
ま

す
。

項
目
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Ⅱ
．

経
営

指
標

に
つ

い
て

（
N

o
.1

1
～

N
o
.1

4
）

N
o
.

評
価

報
告

書
指

摘
事

項
等

検
討

・
報

告
内

容
基

本
と

な
る

経
常

収
支

比
率

は
未

達
成

と
な

っ
て

お
り

、
次

の
よ

う
な

是
正

策
を

期
待

す
る

。
①

 収
益

確
保

・
救

急
医

療
や

紹
介

患
者

の
受

入
れ

強
化

に
よ

り
新

規
入

院
患

者
及

び
新

規
外

来
患

者
を

確
保

す
る

こ
と

。
・
入

院
収

益
に

つ
い

て
は

、
平

均
在

院
日

数
を

短
縮

し
な

が
ら

も
患

者
数

を
確

保
し

、
病

床
利

用
率

は
約

9
0
％

を
維

持
し

つ
つ

、
１

日
当

た
り

の
患

者
単

価
を

引
き

上
げ

る
こ

と
。

救
急

患
者

の
受

入
れ

に
つ

い
て

は
、

応
需

率
が

低
迷

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
、

あ
ら

た
め

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
周

知
徹

底
の

ほ
か

、
救

急
患

者
受

入
強

化
の

た
め

の
具

体
策

を
検

討
し

て
い

る
段

階
で

あ
り

ま
す

が
、

そ
れ

ら
が

一
定

程
度

ま
と

ま
っ

た
段

階
で

ル
ー

ル
化

を
図

る
予

定
で

す
。

紹
介

患
者

に
つ

い
て

は
、

三
つ

の
院

内
方

針
（
①

原
則

と
し

て
全

て
の

紹
介

患
者

を
受

け
入

れ
る

こ
と

、
②

急
性

期
治

療
終

了
後

の
紹

介
患

者
は

紹
介

元
医

療
機

関
へ

戻
す

こ
と

、
③

紹
介

患
者

に
配

慮
し

た
診

療
を

心
掛

け
る

こ
と

）
の

実
現

に
向

け
、

各
種

会
議

等
に

お
い

て
、

さ
ら

に
周

知
を

行
い

ま
す

。
入

院
収

益
に

つ
い

て
は

、
病

床
稼

働
率

を
維

持
す

る
た

め
に

土
日

の
入

退
院

を
推

奨
す

る
ほ

か
、

入
院

収
益

に
反

映
さ

れ
な

い
検

査
を

可
能

な
限

り
外

来
へ

シ
フ

ト
す

る
取

組
に

つ
い

て
も

医
師

に
働

き
か

け
て

い
ま

す
。

②
 経

費
削

減
・
抑

制
・
委

託
に

つ
い

て
は

、
個

々
の

業
務

の
特

性
や

経
済

性
な

ど
を

点
検

し
見

直
し

を
続

け
る

こ
と

。
・
材

料
費

の
抑

制
に

つ
い

て
は

、
S
P
D

導
入

効
果

を
最

大
限

生
か

す
取

組
や

診
療

材
料

に
係

る
共

同
購

入
の

導
入

な
ど

の
実

現
。

委
託

に
つ

い
て

は
、

医
事

業
務

委
託

費
を

削
減

す
る

た
め

に
受

託
者

側
と

仕
様

書
の

見
直

し
な

ど
を

定
期

的
に

協
議

す
る

な
ど

、
個

々
の

業
務

の
特

性
や

経
済

性
等

に
注

視
し

な
が

ら
見

直
し

を
続

け
ま

す
。

ま
た

、
材

料
費

の
抑

制
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
1
年

度
よ

り
S
P
D

委
託

業
務

の
見

直
し

を
行

い
、

「
院

内
部

署
定

数
管

理
」
を

開
始

し
た

こ
と

に
よ

り
、

不
動

在
庫

に
よ

る
期

限
切

れ
廃

棄
の

削
減

に
繋

げ
て

い
ま

す
。

な
お

、
令

和
元

年
9
月

よ
り

共
同

購
入

組
織

に
も

加
盟

し
、

よ
り

安
価

な
材

料
を

購
入

す
る

取
組

を
行

っ
て

い
ま

す
。

(2
)医

業
収

支
比

率
1
2

今
後

は
、

消
費

税
増

税
分

の
影

響
額

の
反

映
も

組
み

入
れ

た
数

値
の

設
定

が
必

須
で

あ
る

。
新

改
革

プ
ラ

ン
の

収
支

計
画

に
つ

い
て

、
費

用
は

令
和

元
年

1
0
月

の
増

税
を

前
提

に
各

数
値

を
積

算
し

て
反

映
し

て
い

ま
す

が
、

収
益

は
増

税
に

係
る

診
療

報
酬

改
定

や
、

平
成

3
0
年

度
及

び
令

和
2
年

度
の

診
療

報
酬

改
定

の
内

容
が

明
ら

か
で

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

各
数

値
を

反
映

し
て

い
ま

せ
ん

。
今

後
、

令
和

2
年

度
の

診
療

報
酬

改
定

内
容

が
明

ら
か

に
な

り
ま

し
た

の
で

、
当

院
の

収
益

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

診
療

実
績

を
踏

ま
え

な
が

ら
分

析
を

行
っ

た
上

で
、

収
益

部
分

の
数

値
設

定
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

２
．

経
費

削
減

に
係

る
も

の

(1
)材

料
費

比
率

1
3

薬
剤

と
診

療
材

料
に

つ
い

て
は

経
費

削
減

の
余

地
が

あ
る

。
状

況
精

査
を

し
っ

か
り

行
い

、
目

標
数

値
設

定
の

根
拠

を
よ

り
明

確
に

し
た

対
応

を
希

望
す

る
。

ま
た

、
削

減
効

果
の

出
や

す
い

と
こ

ろ
で

あ
る

と
考

え
、

後
年

度
も

同
水

準
の

維
持

ま
た

は
向

上
を

図
ら

れ
た

い
。

薬
品

費
に

つ
い

て
は

、
抗

が
ん

剤
な

ど
の

高
額

医
薬

品
の

使
用

量
増

加
に

伴
い

ま
し

て
、

購
入

金
額

も
年

々
増

加
し

て
い

ま
す

が
、

全
国

の
自

治
体

病
院

の
平

均
値

引
き

率
を

参
考

と
し

な
が

ら
、

そ
れ

を
下

回
る

価
格

で
購

入
す

る
よ

う
努

め
て

い
ま

す
。

ま
た

、
薬

品
の

適
正

在
庫

に
努

め
る

こ
と

及
び

減
耗

損
を

防
ぐ

こ
と

に
よ

る
経

費
削

減
に

も
傾

注
い

た
し

ま
す

。
診

療
材

料
費

に
つ

い
て

は
、

(新
)S

P
D

業
務

に
よ

る
在

庫
の

適
正

管
理

や
共

同
購

入
組

織
の

加
盟

に
よ

り
、

今
後

さ
ら

な
る

材
料

費
削

減
が

図
ら

れ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

現
時

点
で

は
、

新
S
P
D

や
共

同
購

入
の

導
入

効
果

が
明

確
に

な
っ

て
い

な
い

た
め

、
目

標
値

の
変

更
は

考
え

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

現
目

標
を

上
回

る
結

果
と

な
る

よ
う

努
め

ま
す

。

項
目

１
．

収
支

改
善

に
係

る
も

の

(1
)経

常
収

支
比

率
1
1
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N
o
.

評
価

報
告

書
指

摘
事

項
等

検
討

・
報

告
内

容
４

．
経

営
の

安
定

性
に

係
る

も
の

(1
)企

業
債

残
高

1
4

計
画

か
ら

2
0
0
万

円
増

加
し

た
た

め
未

達
成

で
は

あ
る

が
、

医
療

機
器

に
お

い
て

は
診

療
・
治

療
に

支
障

が
生

じ
な

い
対

応
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

原
則

は
壊

れ
る

前
に

更
新

す
る

よ
う

な
計

画
を

作
っ

て
お

い
た

方
が

良
い

。

旧
病

院
か

ら
移

設
し

た
医

療
機

器
等

は
、

耐
用

年
数

を
超

え
て

い
る

も
の

も
多

数
あ

り
、

い
ず

れ
も

運
用

が
停

止
し

た
場

合
、

診
療

や
治

療
に

重
大

な
支

障
を

来
す

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

高
額

医
療

機
器

等
の

更
新

計
画

を
策

定
し

、
そ

の
財

源
等

に
つ

い
て

市
関

係
部

局
と

協
議

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
機

器
や

設
備

の
投

資
に

当
た

っ
て

は
、

必
要

性
や

合
理

性
の

観
点

か
ら

必
要

な
範

囲
と

な
る

よ
う

事
業

費
を

精
査

し
、

企
業

債
残

高
が

年
度

に
よ

っ
て

突
出

し
な

い
よ

う
、

で
き

る
限

り
の

平
準

化
を

図
る

よ
う

努
め

ま
す

。

項
目
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Ⅲ
．

今
後

実
現

す
べ

き
課

題
に

つ
い

て
（
N

o
.1

5
～

N
o
.2

7
）

N
o
.

評
価

報
告

書
指

摘
事

項
等

検
討

・
報

告
内

容
1
5

紹
介

率
、

逆
紹

介
率

の
向

上
を

目
指

す
施

策
の

策
定

と
実

施
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
検

討
願

い
た

い
。

当
初

の
両

指
標

に
お

い
て

、
平

成
3
0
年

度
の

目
標

値
で

あ
る

4
0
％

に
近

づ
き

つ
つ

も
、

最
終

目
標

の
6
0
％

ま
で

は
達

し
て

お
ら

ず
、

な
お

一
層

の
努

力
を

期
待

す
る

。

地
域

医
療

支
援

病
院

の
指

定
を

目
指

し
、

多
く

の
紹

介
患

者
を

獲
得

す
る

た
め

に
は

、
ま

ず
逆

紹
介

に
重

点
を

置
く

べ
き

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

現
在

は
紹

介
率

5
0
％

以
上

、
逆

紹
介

率
7
0
％

以
上

を
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

紹
介

率
、

逆
紹

介
率

の
向

上
を

目
指

す
た

め
の

新
た

な
取

組
と

し
て

は
、

平
成

3
1
年

度
か

ら
院

長
及

び
地

域
医

療
連

携
室

長
が

各
診

療
科

長
と

面
談

を
実

施
し

、
各

診
療

科
に

紹
介

・
逆

紹
介

の
重

要
性

を
再

認
識

し
て

も
ら

う
取

組
を

実
施

し
て

い
る

ほ
か

、
紹

介
患

者
の

ス
ム

ー
ズ

な
受

入
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

紹
介

患
者

予
約

枠
の

設
定

に
つ

い
て

、
各

診
療

科
に

協
力

を
求

め
て

い
ま

す
。

こ
の

面
談

は
、

今
後

も
定

期
的

に
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
次

回
は

外
来

患
者

の
診

療
単

価
の

構
成

割
合

と
収

益
の

構
成

割
合

を
診

療
科

ご
と

に
比

較
検

討
を

行
い

、
症

状
の

落
ち

着
い

た
患

者
の

逆
紹

介
を

推
進

す
る

た
め

の
面

談
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

こ
の

他
に

も
、

小
樽

・
後

志
地

区
に

お
け

る
中

核
病

院
と

し
て

、
地

域
の

医
療

機
関

と
良

好
な

関
係

を
構

築
し

、
顔

の
見

え
る

関
係

を
築

い
て

い
く

た
め

に
、

新
任

医
師

の
挨

拶
回

り
や

各
種

広
報

活
動

を
行

う
な

ど
医

療
機

関
訪

問
に

も
力

を
注

い
で

い
ま

す
。

な
お

、
令

和
元

年
度

は
紹

介
率

3
6
％

（
対

前
年

度
比

2
ポ

イ
ン

ト
増

）
、

逆
紹

介
率

4
0
％

（
同

8
ポ

イ
ン

ト
増

）
と

い
う

結
果

と
な

り
ま

し
た

。

1
6

組
織

的
に

は
、

入
退

院
支

援
セ

ン
タ

ー
の

創
設

に
向

け
て

「
入

退
院

支
援

部
門

」
を

設
置

し
、

前
方

・
後

方
支

援
の

刷
新

と
強

化
を

行
う

べ
く

努
力

を
重

ね
て

い
る

。
紹

介
応

需
機

能
に

特
化

し
た

部
門

（
入

院
支

援
セ

ン
タ

ー
、

紹
介

予
約

セ
ン

タ
ー

）
で

は
、

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト
ロ

ー
ラ

ー
と

連
携

し
、

空
床

の
有

効
活

用
に

向
け

た
働

き
か

け
を

行
い

、
ま

た
退

院
調

整
機

能
を

強
化

し
た

部
門

と
合

わ
せ

て
「
病

床
調

整
機

能
」
を

担
う

部
門

組
織

の
展

開
が

期
待

さ
れ

る
。

入
退

院
支

援
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
に

入
院

前
支

援
を

行
う

看
護

部
所

属
の

看
護

師
1
名

を
配

置
し

、
令

和
元

年
度

か
ら

は
看

護
師

を
3
名

に
増

員
し

て
業

務
に

当
た

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
元

年
度

か
ら

は
、

外
来

や
各

病
棟

に
リ
ン

ク
ナ

ー
ス

を
配

置
し

て
退

院
支

援
を

強
化

す
る

取
組

を
行

っ
て

お
り

、
退

院
支

援
に

関
す

る
勉

強
会

も
開

催
し

て
い

る
状

況
で

す
。

前
方

業
務

に
関

し
て

は
、

紹
介

患
者

の
ス

ム
ー

ズ
な

受
入

が
可

能
と

な
る

よ
う

、
院

長
及

び
地

域
医

療
連

携
室

長
が

各
診

療
科

長
と

面
談

を
行

い
、

紹
介

患
者

予
約

枠
設

定
の

協
力

を
求

め
て

い
ま

す
。

今
後

も
各

診
療

科
を

は
じ

め
、

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

を
担

当
す

る
看

護
部

な
ど

と
連

携
し

、
紹

介
患

者
の

受
入

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
お

、
令

和
2
年

4
月

に
は

地
域

医
療

連
携

室
を

患
者

支
援

セ
ン

タ
ー

に
組

織
変

更
し

て
、

入
院

前
支

援
担

当
と

前
方

・
後

方
支

援
担

当
、

が
ん

相
談

支
援

担
当

を
同

じ
組

織
内

に
置

き
、

連
携

し
て

総
合

的
な

患
者

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

1
7

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

１
（
7
：
1
看

護
基

準
）
看

護
要

員
配

置
基

準
人

員
数

の
維

持
が

で
き

な
か

っ
た

が
、

同
基

本
料

２
（
1
0
：
1
看

護
基

準
）

に
引

き
下

げ
つ

つ
も

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
を

同
時

に
１

ラ
ン

ク
引

き
上

げ
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

差
し

引
き

年
間

3
5
0
万

円
程

度
の

マ
イ

ナ
ス

で
収

ま
っ

た
。

今
後

も
離

職
者

対
策

を
有

効
に

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。

「
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
2
」
に

引
き

下
げ

る
こ

と
に

な
っ

た
要

因
で

あ
る

看
護

師
不

足
に

対
し

て
、

直
接

的
な

改
善

策
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

看
護

師
が

看
護

補
助

業
務

か
ら

解
放

さ
れ

、
本

来
の

看
護

師
業

務
に

専
念

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
で

、
看

護
師

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ッ

プ
に

働
き

か
け

る
こ

と
に

よ
り

離
職

防
止

に
繋

が
る

と
考

え
、

そ
の

対
策

と
し

て
派

遣
に

よ
る

看
護

助
手

を
導

入
し

て
い

ま
す

。

項
目

(1
)地

域
医

療
支

援
病

院

(2
)総

合
入

院
体

制
加

算
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N
o
.

評
価

報
告

書
指

摘
事

項
等

検
討

・
報

告
内

容
1
8

民
間

的
手

法
の

導
入

に
よ

る
K

P
I項

目
や

目
標

値
の

設
定

等
は

取
組

と
し

て
は

評
価

で
き

る
。

中
長

期
計

画
か

ら
の

各
年

度
の

目
標

設
定

や
、

診
療

科
ご

と
の

詳
細

な
分

析
な

ど
、

こ
れ

ら
手

法
の

拡
大

や
深

化
を

期
待

す
る

。

新
改

革
プ

ラ
ン

の
収

支
計

画
に

沿
っ

た
各

年
度

の
収

支
目

標
を

達
成

す
る

べ
く

、
引

き
続

き
診

療
科

ご
と

の
収

支
分

析
な

ど
を

進
め

ま
す

。

1
9

経
費

削
減

対
策

で
は

、
薬

剤
及

び
診

療
材

料
で

の
経

費
削

減
と

S
P
D

の
導

入
、

共
同

購
入

の
活

用
に

よ
る

経
費

削
減

が
早

期
に

望
ま

れ
る

。
共

同
購

入
に

つ
き

ま
し

て
は

、
N

H
A

（
一

般
社

団
法

人
日

本
ホ

ス
ピ

タ
ル

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

）
に

令
和

元
年

9
月

よ
り

加
盟

し
て

い
ま

す
。

N
H

A
の

資
料

に
よ

り
ま

す
と

、
診

療
材

料
費

の
削

減
効

果
額

の
試

算
は

、
初

年
度

は
年

度
途

中
の

加
盟

の
た

め
に

全
分

野
に

は
参

加
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

導
入

半
年

で
数

百
万

円
、

導
入

2
年

目
で

は
2
千

数
百

万
円

と
な

っ
て

い
ま

す
。

た
だ

し
、

削
減

効
果

を
継

続
的

に
得

る
た

め
に

は
、

積
極

的
に

N
H

A
の

選
定

品
に

切
り

替
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

た
め

、
院

内
全

体
で

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
特

に
医

師
の

理
解

や
協

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
な

お
、

薬
品

の
共

同
購

入
を

採
用

し
て

い
る

自
治

体
病

院
は

、
全

道
で

現
在

の
と

こ
ろ

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
共

同
購

入
を

斡
旋

す
る

業
者

も
お

り
ま

す
が

、
実

際
に

は
契

約
の

内
容

が
厳

し
い

た
め

、
当

院
規

模
の

病
院

に
は

馴
染

ま
な

い
と

考
え

ま
す

。

2
0

医
師

や
看

護
師

等
、

診
療

報
酬

に
規

定
さ

れ
る

人
員

の
確

保
と

人
件

費
率

の
低

減
は

、
昨

今
の

医
療

従
事

者
の

働
き

方
改

革
の

動
き

も
考

慮
し

、
適

正
な

数
値

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

診
療

報
酬

の
施

設
基

準
に

規
定

さ
れ

て
い

る
人

員
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

看
護

師
不

足
が

最
大

の
懸

案
事

項
で

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

他
に

つ
き

ま
し

て
も

引
き

続
き

注
視

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
増

員
す

る
こ

と
に

よ
り

上
位

の
報

酬
を

得
ら

れ
る

施
設

基
準

が
あ

れ
ば

、
費

用
対

効
果

を
含

め
て

検
討

い
た

し
ま

す
。

人
件

費
率

（
職

員
給

与
費

比
率

）
に

つ
い

て
も

、
新

改
革

プ
ラ

ン
の

収
支

計
画

に
て

目
標

を
設

定
し

て
お

り
ま

す
が

、
医

療
従

事
者

の
働

き
方

改
革

の
影

響
に

よ
り

、
新

た
な

対
応

が
必

要
と

な
っ

た
場

合
に

検
討

い
た

し
ま

す
。

2
1

収
入

増
加

・
確

保
対

策
で

は
、

休
床

に
よ

る
病

床
稼

働
の

悪
化

は
公

立
病

院
と

し
て

は
避

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事

象
で

あ
り

、
人

材
確

保
の

面
か

ら
の

喫
緊

の
対

応
策

が
必

要
で

あ
る

。

不
足

す
る

看
護

師
対

策
と

し
て

、
年

度
の

早
期

に
採

用
試

験
を

実
施

し
、

人
材

の
確

保
を

図
る

ほ
か

、
6
月

以
降

に
毎

月
採

用
試

験
を

行
い

、
定

数
確

保
に

努
め

て
い

ま
す

。
ま

た
、

採
用

年
齢

の
上

限
を

3
5
歳

か
ら

5
4
歳

へ
段

階
的

に
引

き
上

げ
、

幅
広

く
よ

り
多

く
の

看
護

師
の

採
用

に
努

め
て

お
り

、
今

後
も

看
護

師
確

保
に

向
け

て
の

取
組

を
継

続
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
看

護
師

が
看

護
補

助
業

務
か

ら
解

放
さ

れ
、

本
来

の
看

護
師

業
務

に
専

念
で

き
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

ア
ッ

プ
に

働
き

か
け

る
こ

と
に

よ
り

離
職

防
止

に
繋

が
る

と
考

え
、

そ
の

対
策

と
し

て
夜

間
も

含
め

た
派

遣
に

よ
る

看
護

助
手

を
導

入
し

て
い

ま
す

。

項
目

(3
)経

営
の

効
率

化
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N
o
.

評
価

報
告

書
指

摘
事

項
等

検
討

・
報

告
内

容
2
2

看
護

師
の

退
職

が
重

な
っ

た
こ

と
に

起
因

す
る

病
床

休
床

が
一

部
生

じ
た

が
、

看
護

師
人

材
の

充
足

の
た

め
の

対
策

等
を

検
討

願
い

た
い

。
働

き
や

す
い

職
場

環
境

と
し

て
い

く
た

め
の

取
組

と
し

て
、

看
護

職
員

か
ら

意
見

を
聴

取
し

た
と

こ
ろ

、
「
2
交

代
制

勤
務

」
の

要
望

が
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
て

実
現

に
向

け
た

検
討

を
行

い
な

が
ら

、
各

病
棟

単
位

で
希

望
を

募
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

看
護

師
確

保
対

策
と

し
て

は
、

前
年

度
に

引
き

続
き

看
護

学
校

訪
問

や
合

同
説

明
会

に
出

向
い

て
い

る
ほ

か
、

採
用

後
も

e-
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
導

入
等

、
自

己
研

鑽
が

可
能

な
環

境
を

整
え

て
看

護
学

生
に

選
ば

れ
る

職
場

づ
く

り
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
看

護
師

の
能

力
開

発
・
評

価
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

院
内

ラ
ダ

ー
の

検
討

を
行

い
、

職
員

個
々

の
キ

ャ
リ
ア

開
発

に
繋

げ
ら

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

も
構

築
中

で
す

。

2
3

病
院

局
で

設
置

し
て

い
る

看
護

学
校

の
学

生
の

受
入

れ
に

よ
る

充
足

は
も

と
よ

り
、

職
員

定
数

の
変

更
に

よ
り

職
員

数
の

増
加

に
対

応
す

る
な

ど
、

市
関

係
部

署
と

の
連

携
に

よ
る

人
材

確
保

策
を

検
討

願
い

た
い

。

先
ず

は
、

不
足

し
て

い
る

看
護

師
の

確
保

対
策

を
最

優
先

と
し

て
行

っ
て

い
く

も
の

と
し

、
職

員
定

数
の

変
更

に
つ

い
て

は
、

医
療

従
事

者
の

働
き

方
改

革
に

よ
る

取
組

や
そ

れ
に

伴
う

人
件

費
の

増
加

を
考

慮
し

た
収

支
状

況
等

も
勘

案
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

業
務

改
善

に
よ

る
効

率
化

等
を

図
っ

て
も

、
現

在
の

人
員

で
は

対
応

し
き

れ
な

い
と

判
断

し
た

場
合

に
は

、
市

関
係

部
局

と
協

議
を

進
め

て
い

き
た

い
。

2
4

最
も

恐
れ

る
こ

と
と

し
て

、
一

旦
休

床
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

組
織

の
緩

み
が

発
生

し
な

い
よ

う
に

管
理

職
の

適
切

な
指

導
及

び
対

応
が

必
要

と
な

る
。

病
院

局
長

よ
り

、
理

事
や

管
理

職
員

に
対

し
て

理
事

会
及

び
経

営
運

営
会

議
に

お
い

て
、

業
務

の
見

直
し

を
行

う
必

要
性

に
加

え
、

病
床

利
用

率
の

向
上

や
医

療
の

質
の

維
持

・
向

上
に

つ
い

て
、

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
特

に
令

和
元

年
度

は
、

各
診

療
科

ご
と

の
収

支
分

析
を

基
に

、
各

診
療

科
長

と
の

局
長

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

管
理

職
と

し
て

組
織

に
対

し
適

切
な

指
導

を
行

う
様

指
導

し
て

い
ま

す
。

2
5

医
療

業
界

全
体

と
し

て
医

材
に

係
る

コ
ス

ト
の

増
大

傾
向

が
み

ら
れ

、
多

く
の

医
療

機
関

に
お

い
て

医
材

の
削

減
は

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
お

り
、

市
立

病
院

も
そ

の
例

に
漏

れ
ず

費
用

支
出

が
拡

大
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
共

同
購

入
な

ど
仕

入
れ

単
価

を
低

く
す

る
努

力
を

促
進

願
い

た
い

。

令
和

元
年

9
月

よ
り

共
同

購
入

組
織

に
加

盟
し

、
一

定
の

効
果

額
は

見
込

め
る

状
況

と
な

り
ま

し
た

。
共

同
購

入
組

織
で

採
用

さ
れ

る
診

療
材

料
は

、
ト
ッ

プ
メ

ー
カ

ー
で

は
な

い
も

の
が

多
く

、
新

し
い

医
療

材
料

の
導

入
に

関
し

て
は

、
現

採
用

品
の

契
約

期
間

や
新

規
採

用
ま

で
に

時
間

が
か

か
る

な
ど

の
問

題
は

あ
り

ま
す

が
、

今
後

と
も

医
療

材
料

の
購

入
価

格
を

抑
え

る
取

組
を

継
続

し
て

い
き

た
い

。

2
6

S
P
D

導
入

に
よ

る
在

庫
管

理
と

納
入

業
者

と
の

契
約

の
際

、
院

内
物

品
の

預
託

品
の

管
理

委
託

に
お

い
て

、
病

院
自

体
の

負
担

が
少

な
く

な
る

よ
う

検
討

願
い

た
い

。

院
内

物
品

の
所

有
権

に
つ

い
て

は
、

院
内

納
品

時
に

病
院

の
資

産
と

な
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

の
で

、
預

託
品

の
管

理
に

つ
い

て
病

院
負

担
と

は
な

っ
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
置

き
在

庫
と

し
て

使
用

時
に

病
院

の
資

産
と

す
る

こ
と

の
検

討
に

お
い

て
は

、
契

約
額

が
増

額
し

な
い

形
で

可
能

か
ど

う
か

検
討

い
た

し
た

い
。

2
7

現
在

の
購

買
担

当
者

の
努

力
も

評
価

さ
れ

る
が

、
で

き
れ

ば
購

買
分

野
の

専
門

経
験

を
有

す
る

職
員

を
新

規
で

採
用

す
る

こ
と

を
提

案
し

た
い

。
そ

の
際

、
任

期
を

区
切

り
（
４

年
程

度
）
採

用
す

る
こ

と
が

適
切

で
あ

る
と

考
え

る
こ

と
か

ら
、

任
期

付
採

用
な

ど
を

検
討

願
い

た
い

。

購
買

分
野

の
専

門
職

員
を

採
用

す
る

こ
と

は
、

そ
の

知
識

や
経

験
を

生
か

し
、

能
力

を
発

揮
す

る
こ

と
に

加
え

、
後

継
者

を
育

て
て

ノ
ウ

ハ
ウ

を
病

院
の

財
産

と
し

て
蓄

積
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
わ

れ
る

た
め

、
導

入
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

、
市

関
係

部
署

と
協

議
を

進
め

た
い

思
い

ま
す

。
た

だ
し

、
任

期
付

き
採

用
と

す
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

は
、

採
用

期
間

の
更

新
が

行
え

な
い

こ
と

か
ら

、
経

験
豊

富
な

職
員

の
確

保
が

可
能

か
ど

う
か

検
討

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

(4
)病

床
休

床
に

つ
い

て

(5
)医

療
材

料
の

納
入

に
関

わ
る

コ
ス

ト
削

減

項
目
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【
令

和
元

年
度

改
定

版
】
新

小
樽

市
立

病
院

改
革

プ
ラ

ン
に

係
る

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
策

定
：
H

2
9
.3

.1
7

第
1
回

改
定

：
H

3
0
.6

.1
8
（
平

成
3
0
年

度
）

第
2
回

改
定

：
R
1
.6

.1
7
（
令

和
元

年
度

）

テ
ー

マ
K

P
I

実
施

部
門

左
の

委
員

会
事

務
局

備
考

 改
善

提
案

数
Ⅰ

民
間

病
院

等
訪

問
に

よ
る

ノ
ウ

ハ
ウ

取
得

事
務

部
改

善
数

Ⅱ
改

善
提

案
の

実
施

事
務

部
Ⅲ Ⅳ

勉
強

会
開

催
回

数
Ⅰ

D
P
C

デ
ー

タ
に

よ
る

経
営

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
D

P
C

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

Ⅱ
D

P
C

デ
ー

タ
分

析
の

勉
強

会
D

P
C

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

Ⅲ Ⅳ
検

討
、

計
算

の
有

無
Ⅰ

経
営

支
援

ｼ
ｽ
ﾃ

ﾑ
（
ﾒ
ﾃ

ﾞｨ
ｶ
ﾙ

ｺ
ｰ

ﾄﾞ
）
操

作
研

修
事

務
部

Ⅱ
分

析
の

活
用

方
法

・
目

的
の

検
討

事
務

部
Ⅲ

現
段

階
で

可
能

な
科

別
収

支
の

計
算

事
務

部
Ⅳ

診
療

報
酬

出
来

高
請

求
向

上
策

の
検

討
保

険
診

療
委

員
会

医
事

課
委

託
料

比
率

Ⅰ
(先

行
分

)委
託

契
約

に
関

す
る

現
状

分
析

経
営

企
画

課
最

適
な

Ｋ
Ｐ

Ｉを
引

き
続

き
検

討

Ⅱ
(先

行
分

)仕
様

・
契

約
方

法
の

改
善

経
営

企
画

課
事

務
課

・
医

事
課

Ⅲ
委

託
契

約
に

関
す

る
現

状
分

析
事

務
部

Ⅳ
仕

様
・
契

約
方

法
の

改
善

新
改

革
プ

ラ
ン

推
進

委
員

会
経

営
企

画
課

・
事

務
部

主
幹

採
用

医
薬

品
数

Ⅰ
採

用
医

薬
品

数
の

方
針

・
目

標
値

の
決

定
薬

事
委

員
会

薬
剤

部
Ⅱ

採
用

医
薬

品
数

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
薬

事
委

員
会

薬
剤

部
Ⅲ Ⅳ

後
発

医
薬

品
割

合
Ⅰ

後
発

医
薬

品
割

合
の

方
針

確
認

薬
事

委
員

会
薬

剤
部

カ
ッ

ト
オ

フ
値

Ⅱ
関

係
者

ヒ
ア

リ
ン

グ
薬

事
委

員
会

薬
剤

部
Ⅲ

後
発

医
薬

品
割

合
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
薬

事
委

員
会

薬
剤

部
Ⅳ

研
究

、
導

入
評

価
の

有
無

Ⅰ
Ｓ

Ｐ
Ｄ

拡
充

・
拡

大
の

研
究

医
療

材
料

検
討

委
員

会
事

務
課

診
療

材
料

費
削

減
Ⅱ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
拡

充
・
拡

大
の

導
入

評
価

医
療

材
料

検
討

委
員

会
事

務
課

Ⅲ
(新

)Ｓ
Ｐ

Ｄ
の

運
用

評
価

S
P
D

検
討

部
会

事
務

課
Ⅳ

検
討

、
実

施
の

有
無

Ⅰ
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

利
用

し
た

価
格

交
渉

の
検

討
医

療
材

料
検

討
委

員
会

事
務

課
診

療
材

料
費

削
減

Ⅱ
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

利
用

し
た

価
格

交
渉

の
実

施
医

療
材

料
検

討
委

員
会

事
務

課
Ⅲ
共
同
購
入
に
よ
る
診
療
材
料
費
削
減

Ⅳ
検

討
、

実
施

の
有

無
Ⅰ

既
存

診
療

材
料

統
一

の
方

針
確

認
医

療
材

料
検

討
委

員
会

事
務

課
診

療
材

料
費

削
減

Ⅱ
既

存
診

療
材

料
品

目
数

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
医

療
材

料
検

討
委

員
会

事
務

課
Ⅰ

新
規

採
用

品
を

精
査

す
る

手
順

書
の

作
成

医
療

材
料

検
討

委
員

会
事

務
課

Ⅱ
新

規
採

用
品

を
精

査
す

る
仕

組
の

導
入

医
療

材
料

検
討

委
員

会
事

務
課

救
急

車
受

入
件

数
Ⅰ

救
急

患
者

受
入

れ
方

針
の

整
理

救
急

医
療

対
策

委
員

会
事

務
部

Ⅱ
患

者
受

入
プ

ロ
セ

ス
の

改
善

救
急

医
療

対
策

委
員

会
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

事
務

部
診

療
情

報
管

理
課

受
け

入
れ

（
電

話
取

次
含

む
）
、

振
り

分
け

、
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
デ

ー
タ

収
集

等

Ⅱ
拒

否
件

数
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
体

制
の

構
築

救
急

医
療

対
策

委
員

会
事

務
部

対
象

：
救

急
隊

・
医

療
機

関
・
市

民

Ⅲ
院

外
営

業
活

動
の

強
化

救
急

医
療

対
策

委
員

会
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

事
務

部
地

域
医

療
連

携
室

D
 委

託
契

約
の

点
検

・
見

直
し

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン

A
 民

間
病

院
の

経
営

手
法

の
研

究

B
 Ｄ

Ｐ
Ｃ

分
析

結
果

の
積

極
的

な
活

用

C
 診

療
科

ご
と

の
収

支
分

析
の

検
討

E
 採

用
医

薬
品

数
削

減
の

取
組

採
用

医
薬

品
数

に
つ

い
て

当
院

の
方

針
を

確
認

し
、

関
係

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
採

用
医

薬
品

数
の

目
標

設
定

を
行

い
、

採
用

医
薬

品
数

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

。

F
 後

発
医

薬
品

割
合

の
向

上

後
発

医
薬

品
割

合
に

つ
い

て
当

院
の

方
針

を
確

認
し

、
関

係
者

に
ヒ

ア
リ
ン

グ
を

行
い

、
後

発
医

薬
品

割
合

の
目

標
設

定
を

行
い

、
後

発
医

薬
品

割
合

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

。

G
 材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
Ｓ
Ｐ

Ｄ
）

Ｓ
Ｐ

Ｄ
（
院

内
物

流
を

管
理

す
る

シ
ス

テ
ム

）
を

拡
充

・
拡

大
す

る
こ

と
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

を
利

用
し

た
価

格
交

渉
、

新
規

材
料

の
院

内
精

査
の

仕
組

み
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

研
究

・
検

討
を

行
い

、
実

施
に

つ
な

げ
て

い
く

。

H
 材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
）

I 
材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
材

料
の

統
一

化
）

J 
救

急
患

者
の

増
加
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テ
ー

マ
K

P
I

実
施

部
門

左
の

委
員

会
事

務
局

備
考

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン

紹
介

入
院

患
者

数
Ⅰ

患
者

受
入

プ
ロ

セ
ス

の
改

善
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

地
域

医
療

連
携

室
Ⅱ

逆
紹

介
の

推
進

地
域

医
療

連
携

対
策

委
員

会
地

域
医

療
連

携
室

Ⅲ
院

外
営

業
活

動
の

強
化

地
域

医
療

連
携

対
策

委
員

会
地

域
医

療
連

携
室

受
け

入
れ

、
振

り
分

け
、

外
来

予
約

、
デ

ー
タ

収
集

等
Ⅳ

対
象

：
医

療
機

関
・
市

民
手

術
件

数
(手

術
室

実
施

分
)

Ⅰ
手

術
関

連
デ

ー
タ

分
析

・
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
手

術
運

営
検

討
委

員
会

看
護

部
手

術
室

手
術

室
・
ス

タ
ッ

フ
の

稼
動

状
況

等
Ⅱ

各
診

療
科

と
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

手
術

運
営

検
討

委
員

会
看

護
部

手
術

室
Ⅲ

手
術

に
係

る
部

門
間

調
整

手
術

運
営

検
討

委
員

会
看

護
部

手
術

室

Ⅳ
院

外
営

業
活

動
の

強
化

救
急

医
療

対
策

委
員

会
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

事
務

部
地

域
医

療
連

携
室

対
象

：
救

急
隊

・
医

療
機

関
・
市

民

平
均

在
院

日
数

Ⅰ
各

診
療

科
の

D
P
C

デ
ー

タ
分

析
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

診
療

情
報

管
理

課
Ⅱ

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
策

定
・
見

直
し

（
新

規
・
既

存
）

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

O
-
Ⅱ

の
再

掲
Ⅲ

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

使
用

状
況

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

O
-
Ⅲ

の
再

掲
Ⅳ

（
再

掲
）

各
種

実
施

回
数

Ⅰ
逆

紹
介

の
推

進
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

地
域

医
療

連
携

室

Ⅱ
院

外
営

業
活

動
の

強
化

救
急

医
療

対
策

委
員

会
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

事
務

部
地

域
医

療
連

携
室

Ⅲ Ⅳ
パ

ス
使

用
率

Ⅰ
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
推

進
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

外
来

・
休

日
を

含
む

パ
ス

の
導

入
→

一
般

的
診

療
単

価
向

上
に

寄
与

Ⅱ
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
策

定
・
見

直
し

（
新

規
・
既

存
）

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

策
定

は
新

規
パ

ス
の

こ
と

Ⅲ
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

使
用

状
況

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

※
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

肉
付

け
は

診
療

情
報

管
理

課
と

協
議

す
る

Ⅳ
外

来
パ

ス
（
代

替
案

）
導

入
の

評
価

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

急
性

期
一

般
入

院
料

１
維

持
Ⅰ

急
性

期
一

般
入

院
料

１
（
７

：
１

看
護

基
準

）
の

堅
持

医
事

課
S
C

U
維

持
Ⅰ

Ｓ
Ｃ

Ｕ
加

算
の

堅
持

医
事

課
H

C
U

取
得

Ⅰ
Ｈ

Ｃ
Ｕ

加
算

取
得

医
事

課
総

合
入

院
体

制
加

算
３

取
得

検
討

Ⅰ
「
総

合
入

院
体

制
加

算
3
」
取

得
の

検
討

医
事

課
※

他
の

加
算

の
検

討
も

行
う

べ
き

（
医

事
課

検
討

資
料

あ
り

）

手
順

化
及

び
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
Ⅰ

有
料

個
室

料
の

考
え

方
を

整
理

病
棟

運
営

検
討

委
員

会
診

療
情

報
管

理
課

Ⅱ
関

係
者

に
周

知
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

診
療

情
報

管
理

課
Ⅲ

有
料

個
室

料
取

得
率

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

診
療

情
報

管
理

課
Ⅳ

方
向

性
の

検
討

Ⅰ
健

診
強

化
の

具
体

策
の

検
討

け
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
検

査
室

組
織

の
あ

り
方

の
議

論
が

必
要

収
益

増
加

Ⅱ
健

診
統

計
の

整
理

け
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
検

査
室

Ⅲ
メ

デ
ィ

カ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

検
討

事
務

部
Ⅳ

メ
デ

ィ
カ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

推
進

事
務

部
研

究
の

有
無

Ⅰ
新

制
度

の
研

究
事

務
課

病
院

に
あ

っ
た

形
の

人
事

評
価

が
必

要
Ⅱ Ⅲ Ⅳ

人
材

育
成

方
針

の
策

定
Ⅰ

人
材

育
成

方
針

の
策

定
教

育
・
人

材
育

成
委

員
会

事
務

課
病

院
支

援
取

得
者

に
つ

い
て

早
期

に
退

職
し

た
場

合
の

取
扱

の
検

討
必

要

Ⅱ
制

度
周

知
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
教

育
・
人

材
育

成
委

員
会

事
務

課
Ⅲ Ⅳ

※
全

体
の

進
行

管
理

は
新

改
革

プ
ラ

ン
推

進
委

員
会

が
行

う
。

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

各
タ

ス
ク

は
実

施
部

門
に

お
い

て
実

行
し

、
進

捗
を

把
握

す
る

。

O
 ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
活

用

K
 紹

介
患

者
の

増
加

L
 手

術
件

数
の

増
加

M
 平

均
在

院
日

数
の

短
縮

N
 地

域
医

療
連

携
活

動
の

強
化

P
 高

度
な

診
療

報
酬

加
算

の
取

得

Q
 有

料
個

室
料

の
取

組
方

法
整

理

R
 健

診
業

務
の

最
適

化
の

研
究

S
 職

員
の

意
識

改
革

・
人

材
育

成
（
人

事
評

価
）

T
 職

員
の

意
識

改
革

・
人

材
育

成
（
人

材
育

成
）
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現
状

テ
ー
マ

A 
⺠
間
病
院
の
経
営
⼿
法
の
研
究

平
成
28
年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

0

平
成
28
年
度

下
期

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

Ⅰ
⺠
間
病
院
等
訪
問
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
取
得

1.
公
表
デ
ー
タ
等
に
よ
る
訪
問
先
病
院
の
選
定

訪
問
先
病
院
選
定

事
務
部

2.
病
院
訪
問
に
よ
る
情
報
収
集

訪
問
実
施

事
務
部

3.
収
集
し
た
情
報
の
分
析

報
告
書

事
務
部

Ⅱ
改
善
提
案
の
実
施

1.
改
善
提
案
の
検
討

提
案
書

事
務
部

2.
理
事
会
へ
の
提
案

理
事
会
承
認

事
務
部

（
以
下
、
理
事
会
承
認
の
場
合
）

※
提
案
は
１
２
⽉
の
翌
年
度
予
算
作
成
作
業
の
前
を
目
途
と
す
る
。

3
.実
施
依
頼

依
頼
書

事
務
部

4
.実
施
確
認
、
改
善
検
討

確
認
書

事
務
部

令
和
3年

度
以
降

改
善
数

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
29

年
度

No
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

タ
ス
ク

各
タ
ス
ク

成
果
物

実
施
部
門

1
件
以
上

1
件
以
上

平
成
30

年
度

令
和
元
年
度

令
和
2年

度

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元
年
度

令
和
2年

度
令
和
3年

度
以
降

KP
I項

目
改
善
提
案
数

1件
以
上

1件
以
上

○
病

院
訪

問
の

目
的

は
、

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
沿

っ
た

も
の

と
な

る
。

想
定

例
と

し
て

は
、

Ｓ

Ｐ
Ｄ

、
院

外
営

業
強

化
、

手
術

室
運

用
、

有
料

個
室

運
用

、
外

来
パ

ス
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

○
訪

問
先

と
し

て
は

、
例

え
ば

東
徳

洲
会

病
院

、
勤

医
協

中
央

病
院

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
る

。
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現
状

テ
ー

マ
B 

DP
C分

析
結

果
の

積
極

的
な

活
用

平
成

28
年

度
通

年
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q

-
全

体
1回

科
別

2回

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

D
PC

デ
ー

タ
に

よ
る

経
営

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1.
経

営
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

具
体

的
な

⽅
法

を
議

論
⽅

法
策

定
DP

C委
員

会
2.

対
出

来
高

分
析

（
DP

C効
果

額
、

外
来

検
査

シ
フ

ト
等

）
 

※
分

析
資

料
DP

C委
員

会
継

続
3.

DP
C 別

平
均

在
院

日
数
機
能
評
価
係
数
Ⅱ

分
析
及
び
改
善
検
討

 
※

分
析
及
び
改
善
検
討

資
料

DP
C委

員
会

継
続

4.
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
分

析
（

※
を

対
象

と
す

る
。

）
分

析
資

料
DP

C委
員

会
継

続
5.

改
善

計
画

策
定

及
び

目
標

値
設

定
計

画
書

DP
C委

員
会

継
続

Ⅱ
DP

Cデ
ー

タ
分

析
の

勉
強

会
1.

全
職

員
向

け
の

勉
強

会
開

催
（

全
体

、
総

論
）

勉
強

会
実

施
DP

C委
員

会
継

続
2.

診
療

科
ご

と
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

及
び

改
善

検
討

（
科

別
、

各
論

）
改

善
案

DP
C委

員
会

継
続

＜
想

定
 

DP
Cデ

ー
タ

分
析

項
目

＞
・

対
出

来
高

分
析

（
DP

C効
果

額
）

・
DP

C別
平

均
在

院
日

数
分

析
・

来
院

経
路

別
分

析
（

紹
介

、
救

急
等

）

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目

勉
強

会
開

催
回

数
全

体
1回

科
別

1回
科

別
1回

全
体

1回
科

別
1回

科
別

1回

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

科
別

1回
全

体
1回

科
別

1回
科

別
1回

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度

全
体

1回
科

別
1回

○
平

成
2

9
年

度
上

半
期

に
、

事
務

職
向

け
に

、
D

P
C
デ

ー
タ

分
析

ソ
フ

ト
（

E
V

E
※

）
の

操
作

研
修

を
行

う
。

（
講

師
は

ベ
ン

ダ
ー

）

※
E

V
E
は

、
出

来
高

請
求

と
D

P
C
請

求
の

差
額

分
析

、
患

者
数

・
在

院
日

数
・
医

療
資

源
な

ど
の

各
種

指
標

を
疾

患
別

・
症

例
別

に
分

析
す

る
シ

ス
テ

ム
。

他
院

と
の

比
較

が
で

き
る

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

機
能

で
、

自
院

の
強

み
と

弱
み

を
把

握
し

た
上

で
の

診
療

及
び

経
営

方
針

の
立

案
が

可
能

。
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現
状

テ
ー

マ
C 

診
療

科
ご

と
の

収
⽀

分
析

の
検

討
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

-
実

施

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

経
営

⽀
援

ｼｽ
ﾃﾑ

（
ﾒﾃ

ﾞｨ
ｶﾙ

ｺｰ
ﾄﾞ

）
操

作
研

修
1.

ベ
ン

ダ
ー

を
講

師
と

し
て

職
員

向
け

に
操

作
研

修
 

※
研

修
会

実
施

事
務

部

Ⅱ
分

析
の

活
用

⽅
法

・
目

的
の

検
討

1.
分

析
の

活
用

⽅
法

・
目

的
の

検
討

研
修

会
実

施
事

務
部

Ⅲ
現

段
階

で
可

能
な

科
別

収
⽀

の
計

算
1.

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ー
ド

を
利

用
し

て
収

⽀
計

算
を

準
備

・
実

施
報

告
書

事
務

部
継

続

Ⅳ
診

療
報

酬
出

来
高

請
求

向
上

策
の

検
討

1.
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ー

ド
を

利
用

し
、

診
療

報
酬

出
来

高
報

告
書

保
険

診
療

委
員

会
継

続
請

求
に

お
い

て
請

求
額

の
向

上
策

を
検

討
・

実
施

※
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ー

ド
操

作
研

修
中

も
可

能
な

限
り

診
療

報
酬

出
来

高
請

求
向

上
策

を
実

施
（

当
院

版
「

落
ち

穂
拾

い
」

）
2.

目
標

値
の

再
設

定
継

続

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

平
成

29
年

度
各

タ
ス

ク
成

果
物

実
施

部
門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

KP
I項

目
令

和
元

年
度

令
和

2年
度

（
投

資
の

重
点

化
、

処
遇

、
強

味
を

伸
ば

す
、

弱
み

を
ど

う
す

る
か

、
繰

⼊
⾦

の
精

緻
化

、
本

庁
な

ど
対

外
的

な
説

明
強

化
 

な
ど

）

令
和

3年
度

以
降

検
討

実
施 実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
平

成
30

年
度

検
討

、
計

算
の

有
無

実
施

実
施

令
和

元
年

度

実
施

令
和

2年
度

※
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ー

ド
は

、
D

P
C
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

入
院

外
来

E
F
や

電
子

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
な

ど
の

標
準

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

病
院

内
に

埋
も

れ
た

経
営

課
題

を
浮

き
彫

り
に

し
、

コ
ス

ト
と

効
果

の
最

適
化

を
支

援
す

る
、

病
院

向
け

経
営

支
援

シ
ス

テ
ム

。
主

な
機

能
と

し
て

、
原

価
計

算
、

算
定

率
向

上
な

ど
が

あ
る

。
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現
状

テ
ー

マ
D

 
委

託
契

約
の

点
検

・
⾒

直
し

平
成

28
年

度
通

年
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
12

.4
%

以
下

10
.7

％
以

下

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

(先
⾏

分
)委

託
契

約
に

関
す

る
現

状
分

析
1.

現
状

の
委

託
の

課
題

を
中

心
に

高
額

委
託

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
報

告
経

営
企

画
課

Ⅱ
(先

⾏
分

)仕
様

・
契

約
⽅

法
の

改
善

1.
仕

様
の

⾒
直

し
提

案
提

案
経

営
企

画
課

2.
⻑

期
契

約
・

よ
り

競
争

性
の

高
い

契
約

の
実

施
契

約
書

事
務

課
・

医
事

課
継

続

Ⅲ
委

託
契

約
に

関
す

る
現

状
分

析
1.

関
係

部
門

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

ヒ
ア

リ
ン

グ
記

録
事

務
部

継
続

2.
改

善
の

目
標

値
を

設
定

目
標

値
事

務
部

継
続

Ⅳ
仕

様
・

契
約

⽅
法

の
改

善
1.

委
託

業
者

と
契

約
内

容
の

交
渉

契
約

締
結

新
改

革
プ

ラ
ン

推
進

委
員

会
継

続
2.

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
（

仕
様

削
減

試
⾏

）
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

績
新

改
革

プ
ラ

ン
推

進
委

員
会

継
続

3.
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

評
価

報
告

書
新

改
革

プ
ラ

ン
推

進
委

員
会

継
続

4.
診

療
報

酬
改

定
の

影
響

を
検

討
仕

様
書

の
変

更
案

新
改

革
プ

ラ
ン

推
進

委
員

会
継

続
5.

仕
様

・
契

約
の

⾒
直

し
報

告
書

新
改

革
プ

ラ
ン

推
進

委
員

会
継

続

※
委

託
料

の
額

な
ど

、
最

適
な

Ｋ
Ｐ

Ｉ
を

引
き

続
き

検
討

す
る

。

※
Ｋ

Ｐ
Ｉ

は
新

改
革

プ
ラ

ン
（

素
案

）
ベ

ー
ス

で
記

載
し

た
。

※
本

書
の

委
託

料
⽐

率
は

税
抜

換
算

ベ
ー

ス
で

あ
る

。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

KP
I項

目
令

和
元

年
度

令
和

2年
度

委
託

料
⽐

率
11

.5
%

以
下

11
.4

％
以

下

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
平

成
29

年
度

平
成

30
年

度
令

和
3年

度
以

降

11
.2

％
以

下

令
和

元
年

度

10
.8

％
以

下

令
和

2年
度
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現
状

テ
ー

マ
E 

採
用

医
薬

品
数

削
減

の
取

組
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

-
15

00
品

目
以

下

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

採
用

医
薬

品
数

の
⽅

針
・

目
標

値
の

決
定

1.
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
実

施
実

施
記

録
薬

事
委

員
会

2.
問

題
点

の
抽

出
実

施
記

録
薬

事
委

員
会

3.
採

用
医

薬
品

数
の

基
準

、
目

標
数

の
設

定
計

画
書

薬
事

委
員

会
4.

限
定

医
薬

品
取

扱
い

の
再

周
知

実
施

記
録

薬
事

委
員

会
5.

新
規

採
用

ル
ー

ル
の

⾒
直

し
実

施
記

録
薬

事
委

員
会

Ⅱ
採

用
医

薬
品

数
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1.
採

用
医

薬
品

リ
ス

ト
の

作
成

（
毎

月
）

医
薬

品
リ

ス
ト

薬
事

委
員

会
継

続
2.

院
内

周
知

周
知

薬
事

委
員

会
継

続

令
和

元
年

度

令
和

2年
度

令
和

2年
度

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

15
00

品
目

以
下

15
00

品
目

以
下

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

KP
I項

目
令

和
元

年
度

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

採
用

医
薬

品
数

15
75

品
目

以
下

15
50

品
目

以
下

15
25

品
目

以
下

15
00

品
目

以
下

※
効

果
と

し
て

余
剰

在
庫

の
削

減
、

廃
棄

薬
の

削
減

及
び

同
等

安
価

品
へ

の
統

一
な

ど
を

盛
り

込
め

る
か

検
討

※
機

能
評

価
の

考
え

方
な

ど
を

確
認

し
、

K
P

Iの
設

定
を

検
討

す
る

。

（
参

考
）

「
採

用
医

薬
品

を
管

理
す

る
こ

と
は

、
病

院
収

支
の

費
用

削
減

効
果

に
優

れ
た

も
の

を
採

用
す

る
こ

と
と

、
不

良
在

庫
を

減
ら

す
こ

と
で

病
院

経
営

に
貢

献
で

き
る

。
」

（
出

典
「
医

療
機

関
に

お
け

る
採

用
医

薬
品

集
作

成
と

医
薬

品
採

否
に

関
す

る
実

態
調

査
－

過
去

１
０

年
間

の
変

遷
を

踏
ま

え
て

」
（
草

間
真

紀
子

ほ
か

、
臨

床
薬

理

Jp
n

 J
 C

li
n

 P
h

a
rm

a
co

l 
T

h
e

r 
4

3
(1

)J
a

n
 2

0
1

2
）
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.j
st

a
g

e
.j

st
.g

o
.j

p
/a

rt
ic

le
/j

sc
p

t/
4

3
/1

/4
3

_
1

_
4

3
/_

p
d

f
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現
状

テ
ー

マ
F 

後
発

医
薬

品
割

合
の

向
上

平
成

28
年

度
通

年
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
80

％
以

上
87

％
以

上
55

％
以

上

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

後
発

医
薬

品
割

合
の

⽅
針

確
認

1.
後

発
医

薬
品

数
の

基
準

、
目

標
数

の
設

定
計

画
書

薬
事

委
員

会

Ⅱ
関

係
者

ヒ
ア

リ
ン

グ
1.

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

実
施

実
施

記
録

薬
事

委
員

会
2.

問
題

点
の

抽
出

実
施

記
録

薬
事

委
員

会

Ⅲ
後

発
医

薬
品

割
合

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1.

診
療

情
報

管
理

課
か

ら
後

発
医

薬
品

数
量

シ
ェ

ア
率

を
⼊

⼿
(毎

月
)

調
査

資
料

薬
事

委
員

会
・

H
30

年
度

診
療

報
酬

改
定

に
て

数
量

シ
ェ

ア
上

限
80

％
予

定
 

（
DP

C係
数

対
象

期
間

︓
10

月
〜

翌
年

9月
ま

で
の

1年
間

）
２

.医
事

課
か

ら
⼊

外
の

後
発

医
薬

品
数

量
ｼｪ

ｱ率
･ｶ

ｯﾄ
ｵﾌ

値
を

⼊
⼿

(毎
月

)
継

続

3.
院

内
周

知
周

知
薬

事
委

員
会

継
続

87
％

以
上

87
％

以
上

87
％

以
上

カ
ッ

ト
オ

フ
値

55
%

以
上

55
%

以
上

55
%

以
上

後
発

医
薬

品
割

合
83

%
以

上

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
No

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

タ
ス

ク
各

タ
ス

ク
成

果
物

実
施

部
門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目

※
K
P
Iに
つ
い
て
は
、
後
発
医
薬
品
割
合
目
標
値
を
8
0
％
と
し
た
場
合
に
下
振
れ
に
よ
る
8
0
％
割
れ
の
リ
ス
ク
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
将
来
の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
注
視
が
必
要
。

※
H
2
9
年
度
ま
で
は
、
K
P
Iを
D
P
C
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
の
「
後
発
医
薬
品
係
数
」
の
上
限
で
あ
る
8
0
％
（
入
院
に
限
る
）
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
係
数
が
廃
止
と
な
る
。

※
H
3
0
年
度
よ
り
、
こ
れ
に
替
わ
り
「
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
」
に
D
P
C
対
象
病
棟
入
院
患
者
が
対
象
に
追
加
さ
れ
た
（
D
P
C
機
能
評
価
係
数
Ⅰ
で
評
価
）
。

最
上
位
の
「
同
加
算
１
」
の
主
な
要
件
は
次
の
と
お
り
。

①
後
発
医
薬
品
使
用
割
合
（
入
外
合
計
）
：
8
5
％
以
上
［
式
：
後
発
医
薬
品
／
後
発
の
あ
る
先
発
医
薬
品
(準
先
発
除
く
)＋
後
発
医
薬
品
］

②
カ
ッ
ト
オ
フ
値
割
合
（
入
外
合
計
）
：
5
0
％
以
上
［
式
：
後
発
の
あ
る
先
発
医
薬
品
(準
先
発
除
く
)＋
後
発
医
薬
品
／
院
内
で
調
剤
し
た
全
医
薬
品
］

（
届
出
に
は
①
②
と
も
直
近
3
か
月
平
均
値
を
用
い
る
）
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現
状

テ
ー

マ
G 

材
料

調
達

⽅
法

の
改

善
（

SP
D

)
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

継
続

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
拡

充
・

拡
大

の
研

究
1.

関
係

部
門

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

仕
様

書
案

医
療

材
料

検
討

委
員

会

2.
SP

D業
者

の
⾒

積
も

り
⾒

積
も

り
医

療
材

料
検

討
委

員
会

3.
直

近
で

SP
Dを

導
⼊

し
た

病
院

の
⾒

学
報

告
書

医
療

材
料

検
討

委
員

会

4.
視

察
計

画
の

策
定

計
画

書
SP

D検
討

部
会

5.
視

察
計

画
の

遂
⾏

・
報

告
報

告
書

SP
D検

討
部

会

Ⅱ
Ｓ

Ｐ
Ｄ

拡
充

・
拡

大
の

導
⼊

評
価

1.
関

係
部

門
に

よ
る

検
討

⽅
針

の
決

定
医

療
材

料
検

討
委

員
会

 
＊

(新
)S

PD
導

⼊
打

合
せ

2.
理

事
会

へ
の

提
案

提
案

書
医

療
材

料
検

討
委

員
会

（
以

下
、

導
⼊

決
定

の
場

合
）

3.
(新

)S
PD

導
⼊

の
⼿

続
き

準
備

契
約

締
結

医
療

材
料

検
討

委
員

会

・
(新

)S
PD

業
務

委
託

仕
様

書
の

作
成

・
(新

)S
PD

業
務

委
託

業
者

選
定

及
び

契
約

 
＊

業
者

選
定

は
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
⽅

式
を

想
定

4.
(新

)S
PD

運
用

の
体

制
構

築
協

議
資

料
SP

D検
討

部
会

 
＊

関
係

部
署

と
の

調
整

 
＊

(新
)S

PD
の

職
員

周
知

（
説

明
会

な
ど

）

Ⅲ
(新

)Ｓ
Ｐ

Ｄ
の

運
用

評
価

1.
(新

)S
PD

効
果

検
証

報
告

書
SP

D検
討

部
会

2.
(新

)S
PD

業
務

委
託

の
次

期
追

加
内

容
を

検
討

検
討

資
料

SP
D検

討
部

会

研
究

、
導

⼊
評

価
の

有
無

導
⼊

評
価

(新
)S

PD
導

⼊
(新

)S
PD

評
価

(新
)S
P
D
評
価

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

診
療
材
料
費
削
減

診
療
材
料
費
削
減

診
療
材
料
費
削
減

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目

S
P

D
拡

充
・
拡

大
の

研
究

を
よ

り
推

進
す

る
た

め
、

H
3

0
年

度
よ

り
「
医

療
材

料
検

討
委

員
会

」
の

下
部

組

＜
S
P

D
と

し
て

想
定

さ
れ

る
業

務
＞

1
.必

須
事

項

(1
)S

P
D

シ
ス

テ
ム

更
新

（
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
機

能
含

む
）

(2
)流

通
（
部

署
配

置
・
定

数
管

理
）

(3
)院

内
在

庫
管

理
（
カ

ー
ド

方
式

）

2
.今

後
の

検
討

事
項

(1
)手

術
室

管
理

業
務

(2
)コ

ス
ト

計
算

業
務

（
診

療
科

別
、

手
術

症
例

別
、

患
者

別
等

）

(3
)滅

菌
業

務

(4
)院

外
倉

庫
業

務

(5
)他

院
と

の
医

療
材

料
の

連
携

状
況

に
よ

り
実

施

状
況

に
よ

り
実

施

R2.7.13 第１回 資料⑤
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現
状

テ
ー

マ
H

 
材

料
調

達
⽅

法
の

改
善

（
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
）

平
成

28
年

度
通

年
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
実

施

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

を
利

用
し

た
価

格
交

渉
の

検
討

1.
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

利
用

し
た

価
格

交
渉

の
検

討
報

告
書

医
療

材
料

検
討

委
員

会

2.
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
機

能
確

認
（

操
作

研
修

の
実

施
）

研
修

資
料

医
療

材
料

検
討

委
員

会

3.
関

係
部

署
に

よ
る

運
用

の
検

討
⽅

針
決

定
医

療
材

料
検

討
委

員
会

4.
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
導

⼊
契

約
書

医
療

材
料

検
討

委
員

会

 
＊

(新
)S

PD
シ

ス
テ

ム
の

付
属

機
能

を
想

定

Ⅱ
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

利
用

し
た

価
格

交
渉

の
実

施
1.

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

を
利

用
し

た
価

格
交

渉
の

実
施

報
告

書
医

療
材

料
検

討
委

員
会

継
続

2.
既

存
診

療
材

料
の

⼀
⻫

⾒
積

合
せ

報
告

書
医

療
材

料
検

討
委

員
会

検
討

、
実

施
の

有
無

検
討

実
施

準
備

実
施

実
施

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

診
療
材
料
費
削
減

診
療
材
料
費
削
減

診
療
材
料
費
削
減

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目

※
最

新
の

物
品

管
理

シ
ス

テ
ム

に
は

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

が

装
備

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、

(新
)S

P
D

シ
ス

テ
ム

導
入

時
期

が

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

導
入

時

期
と

な
る

た
め

、
平

成
3

1
年

度
か

ら
の

運
用

を
想

定
す

る
。
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現
状

テ
ー

マ
I 

材
料

調
達

⽅
法

の
改

善
（

材
料

の
統

⼀
化

）
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

継
続

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

既
存

診
療

材
料

統
⼀

の
⽅

針
確

認
1.

関
係

部
門

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

ヒ
ア

リ
ン

グ
記

録
医

療
材

料
検

討
委

員
会

2.
改

善
目

標
値

を
設

定
目

標
値

医
療

材
料

検
討

委
員

会

Ⅱ
既

存
診

療
材

料
品

目
数

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

1.
関

係
部

門
へ

の
周

知
徹

底
周

知
活

動
の

実
績

医
療

材
料

検
討

委
員

会

2.
衛

⽣
材

料
（

非
償

還
）

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

績
医

療
材

料
検

討
委

員
会

継
続

3.
償

還
材

料
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
績

医
療

材
料

検
討

委
員

会
継

続

Ⅰ
新

規
採

用
品

を
精

査
す

る
⼿

順
書

の
作

成
1.

関
係

部
門

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

ヒ
ア

リ
ン

グ
記

録
医

療
材

料
検

討
委

員
会

2.
新

規
材

料
を

精
査

す
る

⼿
順

書
の

作
成

⼿
順

書
医

療
材

料
検

討
委

員
会

Ⅱ
新

規
採

用
品

を
精

査
す

る
仕

組
の

導
⼊

1.
関

係
部

門
へ

の
周

知
徹

底
周

知
活

動
の

実
績

医
療

材
料

検
討

委
員

会

2.
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

（
ト

ラ
イ

ア
ル

で
半

年
間

）
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

績
医

療
材

料
検

討
委

員
会

3.
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

評
価

報
告

書
医

療
材

料
検

討
委

員
会

4.
本

格
的

導
⼊

報
告

書
医

療
材

料
検

討
委

員
会

継
続

Ⅲ
共
同
購
入
に
よ
る
診
療
材
料
費
削
減

1
.共
同
購
入
組
織
の
選
定
、
加
盟
に
つ
い
て
理
事
会
説
明

説
明
資
料

医
療
材
料
検
討
委
員
会

（
以
下
、
加
盟
決
定
の
場
合
）

2
.院
内
関
係
者
と
の
協
議
、
加
盟
申
込

加
盟
申
込
書

医
療
材
料
検
討
委
員
会

3
.共
同
購
入
の
開
始
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

報
告
書

医
療
材
料
検
討
委
員
会

4
.共
同
購
入
の
効
果
検
証

検
討
資
料

医
療
材
料
検
討
委
員
会

令
和

3年
度

以
降

検
討

、
実

施
の

有
無

検
討

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度

診
療
材
料
費
削
減

診
療
材
料
費
削
減

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

診
療
材
料
費
削
減

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目

状
況

に
よ

り
実

施
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現
状

テ
ー

マ
J 

救
急

患
者

の
増

加
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1,
60

0件
以

上
2,

50
0件

以
上

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

救
急

患
者

受
⼊

れ
⽅

針
の

整
理

1.
救

急
患

者
受

⼊
れ

⽅
針

の
取

扱
い

の
整

理
⽅

針
の

決
定

救
急

医
療

対
策

委
員

会

2.
救

急
患

者
受

⼊
れ

⽅
針

の
周

知
周

知
活

動
の

実
績

救
急

医
療

対
策

委
員

会

Ⅱ
患

者
受

⼊
プ

ロ
セ

ス
の

改
善

1.
電

話
取

次
か

ら
⼊

院
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
診

療
科

ご
と

に
整

理
⼿

順
書

救
急

医
療

対
策

委
員

会

2.
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

に
係

る
関

係
部

門
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
ヒ

ア
リ

ン
グ

記
録

病
棟

運
営

検
討

委
員

会

3.
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
課

題
解

決
に

向
け

た
部

門
間

調
整

ル
ー

ル
化

病
棟

運
営

検
討

委
員

会

Ⅱ
拒

否
件

数
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
体

制
の

構
築

1.
日

中
救

急
拒

否
件

数
の

デ
ー

タ
を

取
る

た
め

の
課

題
整

理
課

題
整

理
救

急
医

療
対

策
委

員
会

2.
課

題
解

決
の

た
め

の
関

係
部

門
で

協
議

⽅
針

の
決

定
救

急
医

療
対

策
委

員
会

3.
デ

ー
タ

取
得

体
制

を
確

⽴
デ

ー
タ

取
得

救
急

医
療

対
策

委
員

会

4.
応

需
率

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

救
急

外
来

･集
中

治
療

室
運

営
部

会
継

続

（
他

テ
ー

マ
と

の
共

通
タ

ス
ク

）
Ⅲ

院
外

営
業

活
動

の
強

化
1.

救
急

隊
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

①
病

院
と

し
て

の
患

者
受

け
⼊

れ
⽅

針
を

伝
達

会
合

件
数

救
急

医
療

対
策

委
員

会

②
情

報
交

換
・

勉
強

会
の

実
施

開
催

件
数

救
急

外
来

･集
中

治
療

室
運

営
部

会
継

続
2.

医
療

機
関

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
①

訪
問

等
の

活
動

計
画

（
既

存
・

新
規

）
整

理
検

討
実

績
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

3.
市

⺠
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

①
市

⺠
啓

発
の

活
動

計
画

（
既

存
・

新
規

）
整

理
検

討
実

績
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

救
急

⾞
受

⼊
件

数
1,

70
0件

以
上

2,
20

0件
以

上
2,

30
0件

以
上

2,
40

0件
以

上

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目
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現
状

テ
ー

マ
K 

紹
介

患
者

の
増

加
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1,
17

0件
以

上
1,

52
0件

以
上

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

患
者

受
⼊

プ
ロ

セ
ス

の
改

善
1.

紹
介

患
者

拒
否

デ
ー

タ
の

収
集

拒
否

件
数

デ
ー

タ
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

2.
患

者
受

け
⼊

れ
⽅

針
の

院
内

周
知

周
知

活
動

の
実

績
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

3.
 患

者
受

け
⼊

れ
プ

ロ
セ

ス
（

⼊
院

及
び

外
来

）
の

課
題

整
理

整
理

資
料

地
域

医
療

連
携

対
策

委
員

会

Ⅱ
逆

紹
介

の
推

進
1.

逆
紹

介
（

主
に

外
来

）
に

係
る

課
題

整
理

整
理

資
料

地
域

医
療

連
携

対
策

委
員

会

Ⅲ
院

外
営

業
活

動
の

強
化

1.
地

域
連

携
に

係
る

先
進

的
な

活
動

を
し

て
い

る
病

院
を

訪
問

報
告

書
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

（
他

テ
ー

マ
と

の
共

通
タ

ス
ク

）
1.

医
療

機
関

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
①

訪
問

等
の

活
動

計
画

（
既

存
・

新
規

）
整

理
検

討
実

績
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

2.
市

⺠
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

①
市

⺠
啓

発
の

活
動

計
画

（
既

存
・

新
規

）
整

理
検

討
実

績
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

紹
介

⼊
院

患
者

数
1,

24
0件

以
上

1,
32

0件
以

上
1,

43
0件

以
上

1,
52

0件
以

上

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目

※
全

科
統

一
が

理
想

だ
が

、
合

理
的

な
科

別
の

差
が

あ
る

場
合

は
、

科
別

に
整

理
し

、
一

覧
表

を
作

成
す

る

こ
と

を
想

定
し

て
い

る
。
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現
状

テ
ー

マ
L 

⼿
術

件
数

の
増

加
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

4,
07

0件
以

上
4,

48
0件

以
上

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

⼿
術

関
連

デ
ー

タ
分

析
・

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
1.

 ⼿
術

関
連

デ
ー

タ
分

析
、

関
係

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

（
医

師
以

外
）

調
査

分
析

資
料

⼿
術

医
療

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会

2.
 ⼿

術
関

連
の

課
題

整
理

（
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
用

資
料

）
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
資

料
⼿

術
医

療
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

3.
 ⼿

術
件

数
、

⼿
術

室
稼

働
率

、
定

時
超

過
時

間
等

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

分
析

資
料

⼿
術

医
療

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
継

続
4.

 デ
ー

タ
分

析
と

課
題

整
理

（
⼿

術
室

シ
ス

テ
ム

の
活

用
な

ど
）

調
査

分
析

資
料

⼿
術

医
療

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
継

続
＊

実
態

に
則

し
た

⼿
術

器
具

・
材

料
・

⼈
員

の
拡

充
を

含
む

Ⅱ
各

診
療

科
と

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
1.

 課
題

解
決

に
向

け
た

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
実

施
記

録
⼿

術
医

療
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

2.
 改

善
計

画
・

目
標

値
を

策
定

計
画

書
⼿

術
医

療
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

＊
目

標
は

「
総

合
⼊

院
体

制
加

算
3」

に
基

づ
く

こ
と

を
想

定

Ⅲ
⼿

術
に

係
る

部
門

間
調

整
1.

 改
善

計
画

に
対

し
て

他
部

門
と

の
協

議
計

画
書

⼿
術

医
療

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会

2.
 改

善
計

画
を

周
知

・
実

⾏
活

動
実

績
⼿

術
医

療
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

（
他

テ
ー

マ
と

の
共

通
タ

ス
ク

）
Ⅳ

院
外

営
業

活
動

の
強

化
1.

救
急

隊
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

①
救

急
隊

と
診

療
科

ご
と

に
情

報
交

換
・

勉
強

会
の

実
施

開
催

件
数

救
急

外
来

･集
中

治
療

室
運

営
部

会

2.
医

療
機

関
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

①
訪

問
等

の
活

動
計

画
（

既
存

・
新

規
）

整
理

検
討

実
績

地
域

医
療

連
携

対
策

委
員

会

3.
市

⺠
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

①
市

⺠
啓

発
の

活
動

計
画

（
既

存
・

新
規

）
整

理
検

討
実

績
地

域
医

療
連

携
対

策
委

員
会

救
急

・
紹

介
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

で
協

働

救
急

・
紹

介
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

で
協

働

救
急

・
紹

介
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

で
協

働

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

⼿
術

件
数

（
⼿

術
室

実
施

分
）

4,
17

0件
以

上
4,

27
0件

以
上

4,
37

0件
以

上
4,

48
0件

以
上

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目
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現
状

テ
ー

マ
M

 
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

平
成

28
年

度
通

年
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
14

.6
日

以
内

13
.6

日
以

内

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

各
診

療
科

の
DP

Cデ
ー

タ
分

析
1.

DP
C期

間
Ⅱ

超
え

リ
ス

ト
の

配
布

配
布

病
棟

運
営

検
討

委
員

会
継

続
2.

DP
C期

間
Ⅱ

超
え

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

病
棟

運
営

検
討

委
員

会
継

続

O
－

Ⅱ
・

Ⅲ
の

再
掲

Ⅱ
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
策

定
・

⾒
直

し
（

新
規

・
既

存
）

1.
臨

床
デ

ー
タ

分
析

検
討

資
料

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
委

員
会

継
続

2.
DP

Cデ
ー

タ
分

析
検

討
資

料
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
継

続
3.

医
事

デ
ー

タ
分

析
検

討
資

料
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会

Ⅲ
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

使
用

状
況

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

1.
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

報
告

書
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
継

続

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
No

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

タ
ス

ク
各

タ
ス

ク
成

果
物

実
施

部
門

14
.2

日
以

内

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

KP
I項

目
令

和
2年

度

平
均

在
院

日
数

令
和

元
年

度

13
.9

日
以

内
13

.6
日

以
内

14
.4

日
以

内

※
平
均
在
院
日
数
に
は
、
地
方
公
営
企
業
決
算
状
況
調
査
（
総
務
省
）
、
入
院
基
本
料
の
算
定
に
用
い
る
も
の
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
も
の
の

３
つ
が
あ
り
、
本
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
各
月
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
使
用
し
や
す
い
よ
う
、
入
院
基
本
料
算
定
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で

の
平
均
在
院
日
数
は
、
「
一
般
」
分
を
指
す
。

平
均
在
院
日
数
＝
入
院
延
べ
人
数
÷
（
（
入
院
新
患
＋
退
院
＋
死
亡
）
÷
２
）

総
務
省
ベ
ー
ス

：
一
般
病
床
の
み
で
算
出
し
て
い
る
。
（
結
核
病
床
が
含
ま
な
い
。
）

入
院
基
本
料
算
定
ベ
ー
ス
：
結
核
病
床
を
含
む
。
ま
た
、
「
生
保
単
独
」
等
を
除
外
し
て
い
る
。

R2.7.13 第１回 資料⑤

1
5
 /

 2
1
 ペ

ー
ジ

41



現
状

テ
ー

マ
O

 
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

40
％

以
上

45
.5

%
以

上

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

推
進

1.
パ

ス
の

必
要

性
に

つ
い

て
の

勉
強

会
（

パ
ス

大
会

）
開

催
パ

ス
大

会
開

催
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
継

続

Ⅱ
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
策

定
・

⾒
直

し
（

新
規

・
既

存
）

1.
臨

床
デ

ー
タ

分
析

検
討

資
料

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
委

員
会

継
続

2.
DP

Cデ
ー

タ
分

析
検

討
資

料
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
継

続
3.

医
事

デ
ー

タ
分

析
検

討
資

料
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
継

続

Ⅲ
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

使
用

状
況

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

1.
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

報
告

書
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
継

続

Ⅳ
外

来
パ

ス
（

代
替

案
）

導
⼊

の
評

価
1.

外
来

セ
ッ

ト
オ

ー
ダ

ー
の

状
況

分
析

調
査

資
料

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
委

員
会

継
続

2.
必

要
に

応
じ

て
外

来
セ

ッ
ト

オ
ー

ダ
ー

の
追

加
・

改
変

報
告

書
外

来
運

営
検

討
委

員
会

継
続

（
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

委
員

会
と

協
働

）

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

パ
ス

使
用

率
45

%
以

上
45

.5
%

以
上

45
.5

%
以

上
45

.5
%

以
上

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目
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現
状

テ
ー

マ
P 

高
度

な
診

療
報

酬
加

算
の

取
得

平
成

28
年

度
通

年
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
維

持
維

持
維

持
維

持
取

得
維

持
検

討
検

討

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

急
性

期
⼀

般
⼊

院
料

１
（

７
︓

１
看

護
基

準
）

の
堅

持
1.

施
設

基
準

の
注

視
・

必
要

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

適
正

化
チ

ェ
ッ

ク
調

査
資

料
医

事
課

継
続

・
看

護
体

制
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
資

料
医

事
課

継
続

・
そ

の
他

項
目

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

資
料

医
事

課
継

続
Ⅰ

Ｓ
Ｃ

Ｕ
加

算
の

堅
持

1.
施

設
基

準
の

注
視

・
必

要
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
適

正
化

チ
ェ

ッ
ク

調
査

資
料

医
事

課
継

続
・

看
護

体
制

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

資
料

医
事

課
継

続
・

そ
の

他
項

目
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
資

料
医

事
課

継
続

Ⅰ
Ｈ

Ｃ
Ｕ

加
算

の
堅

持
1.

施
設

基
準

の
注

視
・

必
要

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

適
正

化
チ

ェ
ッ

ク
調

査
資

料
医

事
課

継
続

・
看

護
体

制
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
資

料
医

事
課

継
続

・
そ

の
他

項
目

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

資
料

医
事

課
継

続
Ⅰ

「
総

合
⼊

院
体

制
加

算
3」

取
得

の
検

討
1.

総
合

⼊
院

体
制

加
算

３
取

得
を

目
標

と
す

る
院

内
合

意
検

討
資

料
医

事
課

（
取

得
を

目
標

と
す

る
場

合
は

次
に

進
む

）
2.

施
設

基
準

の
状

況
調

査
調

査
資

料
（

推
移

）
医

事
課

継
続

・
全

⿇
⼿

術
 

80
0件

／
年

・
⼈

⼯
心

肺
⼿

術
 

40
件

／
年

、
悪

性
腫

瘍
⼿

術
 

40
0件

／
年

 
腹

腔
鏡

下
⼿

術
 

10
0件

／
年

、
体

外
照

射
 

40
00

件
／

年

 
化

学
療

法
 

10
00

件
／

年
 

の
う

ち
２

つ
以

上
・

そ
の

他
精

神
科

要
件

等
3.

診
療

科
別

目
標

値
の

検
討

検
討

資
料

医
事

課
継

続

維
持

維
持

維
持

検
討

維
持

検
討

維
持

維
持

維
持

検
討

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

急
性

期
⼀

般
⼊

院
料

１
維

持

総
合

⼊
院

体
制

加
算

３
取

得
検

討

SC
U維

持
HC

U取
得

・
維

持

令
和

元
年

度
令

和
2年

度

維
持

維
持

維
持

検
討

維
持

維
持

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
責

任
者

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

KP
I項

目
令

和
元

年
度

令
和

2年
度

※
他

の
新

規
診

療
報

酬
加

算
に

つ

い
て

も
随

時
検

討

※
平

成
2

9
年

度
ま

で
は

「7
：1

看
護

入
院

基
本

料
」

（
平

成
3

0
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

よ
る

名
称

変
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現
状

テ
ー

マ
Q

 
有

料
個

室
料

の
取

組
⽅

法
整

理
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

-
80

%
以

上

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

有
料

個
室

料
の

考
え

⽅
を

整
理

1.
現

状
の

運
用

調
査

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

（
病

棟
別

・
診

療
科

別
等

）
調

査
資

料
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

2.
問

題
点

調
査

・
分

析
調

査
資

料
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

3.
有

料
個

室
の

運
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

病
棟

運
営

検
討

委
員

会

Ⅱ
関

係
者

に
周

知
1.

医
師

・
看

護
部

等
関

係
者

へ
の

説
明

会
開

催
説

明
会

実
施

病
棟

運
営

検
討

委
員

会

Ⅲ
有

料
個

室
料

取
得

率
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1.
有

料
個

室
料

取
得

率
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
資

料
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

継
続

2.
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
⾒

直
し

（
個

室
料

⾦
も

含
む

）
検

討
資

料
病

棟
運

営
検

討
委

員
会

継
続

⼿
順

化
及

び
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

KP
I項

目
令

和
元

年
度

令
和

元
年

度

令
和

2年
度

令
和

2年
度

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

80
%

以
上

80
%

以
上

80
%

以
上

80
%

以
上

有
料

個
室

に
つ

い
て

は
１

０
０

％
料

金
を

頂
く

べ
き

も

の
で

あ
る

が
、

例
外

は
有

り
得

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

ル
ー

ル
及

び
手

順
を

設
定

し
、

院
内

の
取

扱
い

を
標

準
化

す
る

こ
と

が
必

要
。
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現
状

テ
ー

マ
R 

健
診

業
務

の
最

適
化

の
研

究
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

-

H
2
9
年
度
比
5
％
増

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

健
診

強
化

の
具

体
策

の
検

討
1.

現
状

調
査

調
査

資
料

け
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会

2.
体

制
強

化
・

⾒
直

し
の

検
討

（
組

織
の

あ
り

⽅
）

検
討

資
料

け
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会

 
→

 
検

討
内

容
に

よ
り

今
後

の
対

策
3.

健
診

収
益

増
に

向
け

た
課

題
整

理
検

討
資

料
け

ん
し

ん
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

・
院

内
組

織
の

あ
り

⽅
、

業
務

委
託

仕
様

書
の

⾒
直

し
 

（
院

外
営

業
・

希
望

者
を

断
ら

な
い

受
⼊

体
制

）
・

健
診

事
業

の
PR

活
動

・
プ

チ
健

診
受

診
者

数
増

加
対

策
4.

課
題

の
具

体
的

取
組

報
告

書
け

ん
し

ん
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

継
続

Ⅱ
健

診
統

計
の

整
理

1.
現

状
調

査
調

査
資

料
け

ん
し

ん
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

2.
健

診
統

計
の

整
理

（
業

務
委

託
仕

様
書

の
⾒

直
し

）
統

計
資

料
け

ん
し

ん
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

3.
健

診
件

数
及

び
収

⼊
額

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

統
計

資
料

け
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
継

続

Ⅲ
メ

デ
ィ

カ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

検
討

1.
基

本
⽅

針
の

確
認

確
認

資
料

事
務

部
2.

今
後

の
あ

り
⽅

に
つ

い
て

の
検

討
検

討
資

料
事

務
部

 
→

 
検

討
内

容
に

よ
り

今
後

の
対

策

Ⅳ
メ

デ
ィ

カ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

1.
メ

デ
ィ

カ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

研
究

研
究

会
開

催
事

務
部

2.
メ

デ
ィ

カ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

受
⼊

件
数

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

統
計

資
料

事
務

部
継

続

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目

収
益

増
加

H2
9年

度
⽐

5％
増

 前
年

度
収

益
維

持
H
2
9
年
度
比
5
％
増

 前
年

度
収

益
維

持
H
2
9
年
度
比
5
％
増

⽅
向

性
の

検
討

-
検

討

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門
令

和
3年

度
以

降

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度

体
制

の
強

化
・
業

務
拡

大
を

行
う

場
合

、
次

の
取

組
が

想
定

さ
れ

る
。

・
当

院
で

健
診

を
受

け
た

再
検

査
患

者
の

院
内

受
診

に
対

す
る

配
慮

・
院

外
営

業
の

開
始

・
画

像
診

断
機

器
等

の
稼

働
余

地
の

把
握

・
保

健
所

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

・
市

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

状
況

に
よ

り
実

施
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現
状

テ
ー

マ
S 

職
員

の
意

識
改

革
･⼈

材
育

成
（

⼈
事

評
価

）
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

-

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

新
制

度
の

研
究

1.
医

師
の

⼈
事

評
価

制
度

研
究

報
告

書
事

務
課

2.
医

師
以

外
の

⼈
事

評
価

制
度

研
究

報
告

書
事

務
課

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降

研
究

の
有

無
研

究
研

究
研
究

研
究

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

元
年

度
令

和
2年

度
令

和
3年

度
以

降
KP

I項
目
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現
状

テ
ー

マ
T 

職
員

の
意

識
改

革
･⼈

材
育

成
（

⼈
材

育
成

）
平

成
28

年
度

通
年

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q
4Q

-
周

知

平
成

28
年

度
下

期
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
1Q

2Q
3Q

4Q
Ⅰ

⼈
材

育
成

⽅
針

の
策

定
1.

⼈
材

育
成

⽅
針

・
サ

ポ
ー

ト
⽅

法
の

策
定

⼈
材

育
成

⽅
針

教
育

・
⼈

材
育

成
委

員
会

Ⅱ
制

度
周

知
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1.
制

度
周

知
周

知
実

施
教

育
・

⼈
材

育
成

委
員

会

2.
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

教
育

・
⼈

材
育

成
委

員
会

継
続

No
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
タ

ス
ク

各
タ

ス
ク

成
果

物
実

施
部

門

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
タ
ス
ク
シ
ー
ト

KP
I目

標
値

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

KP
I項

目
令

和
元

年
度

令
和

2年
度

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

⼈
材

育
成

⽅
針

の
策

定

平
成

29
年

度
平

成
30

年
度

令
和

3年
度

以
降

令
和

元
年

度
令

和
2年

度

策
定

周
知

周
知

周
知

※
現

在
の

病
院

の
扱

い
を

確
認

（
医

師
（
研

究
研

修
費

）
、

看
護

部
（
認

定
看

護
師

な
ど

）
、

各
部

門
）

※
病

院
が

資
格

取
得

を
支

援
し

た
職

員
が

早
期

に
退

職
し

た
場

合
の

取
扱

の
確

認
・
検

討

※
資

格
取

得
、

勉
強

会
等

の
出

席
、

症
例

経
験

な
ど

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

き
る

か
検

討

※
Ｋ

Ｐ
Ｉに

つ
い

て
人

材
育

成
方

針
・
サ

ポ
ー

ト
方

法
の

策
定

の
中

で
引

き
続

き
検

討

※
チ

ー
ム

医
療

に
資

す
る

内
容

と
す

る
こ

と
（

2
9

.3
.6

 理
事

会
）

（
参

考
人

事
評

価
に

お
け

る
病

院
局

組
織

目
標

）

５
職

員
等

の
教

育
・
育

成

職
員

研
修

の
充

実

資
格

取
得

へ
の

支
援

看
護

師
国

家
試

験
の

合
格

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
充

実

臨
床

研
修

制
度

の
充

実

新
専

門
医

制
度

へ
の

対
応
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令
和

元
年

度
の

取
組

状
況

項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価

(1
)民

間
病

院
の

経
営

手
法

の
研

究
改

善
数

1
件

以
上

1
件

達
成

▶
医

療
材

料
等

の
共

同
購

入
に

つ
い

て
、

当
院

に
お

け
る

最
良

の
共

同
購

入
組

織
を

選
定

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
訪

問
先

で
得

ら
れ

た
情

報
を

基
に

報
告

書
を

作
成

。
理

事
会

に
て

視
察

報
告

の
ほ

か
、

2
つ

の
共

同
購

入
組

織
の

事
業

内
容

等
を

比
較

し
た

資
料

を
基

に
協

議
し

、
経

費
削

減
効

果
額

が
高

い
「
一

般
社

団
法

人
日

本
ホ

ス
ピ

タ
ル

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

（
N

H
A

）
」
へ

の
加

盟
が

決
定

さ
れ

た
。

▶
R
1
.9

月
に

N
H

A
加

盟
後

、
各

分
野

（
経

営
層

分
野

、
汎

用
医

療
材

料
分

野
、

手
術

室
関

連
分

野
、

M
E
・
透

析
関

連
分

野
、

臨
床

検
査

分
野

、
整

形
外

科
分

野
、

事
務

管
理

分
野

）
に

責
任

者
を

配
置

し
、

N
H

A
か

ら
提

供
さ

れ
る

検
討

品
リ

ス
ト
を

基
に

、
削

減
効

果
が

大
き

な
物

品
か

ら
切

り
替

え
に

つ
い

て
の

審
議

が
開

始
さ

れ
た

こ
と

を
確

認
。

(2
)D

P
C

分
析

結
果

の
積

極
的

な
活

用
勉

強
会

開
催

回
数

全
体

1
回

以
上

/
年

科
別

1
回

以
上

/
半

年

開
催

達
成

▶
科

別
の

D
P
C

勉
強

会
の

主
な

内
容

は
以

下
の

と
お

り
。

(1
)出

来
高

比
較

結
果

を
用

い
た

検
討

（
#
1
 E

V
E
）

　
・
D

P
C

包
括

請
求

対
出

来
高

請
求

比
較

の
確

認
（
増

収
及

び
減

収
症

例
の

確
認

等
）

　
・
入

院
期

間
の

適
正

化
（
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
の

確
認

及
び

パ
ス

の
見

直
し

等
）

　
・
検

査
の

見
直

し
（
採

血
回

数
・
セ

ッ
ト
検

査
の

見
直

し
や

過
剰

オ
ー

ダ
の

抑
制

等
）

　
・
画

像
の

見
直

し
（
撮

影
回

数
や

種
類

の
見

直
し

等
）

(2
)原

価
計

算
結

果
を

用
い

た
検

討
（
#
2
 M

ed
ic

al
 C

o
d
e）

▶
D

P
C

包
括

請
求

対
出

来
高

請
求

比
較

で
は

、
R
1
年

度
の

D
P
C

増
収

率
は

3
.8

％
と

な
り

前
年

度
よ

り
1
.2

ポ
イ

ン
ト
上

昇
し

た
。

ま
た

、
R
2
年

度
の

D
P
C

機
能

評
価

係
数

Ⅱ
の

う
ち

、
向

上
対

策
を

実
施

し
て

い
る

効
率

性
係

数
、

救
急

医
療

係
数

及
び

地
域

医
療

係
数

に
つ

い
て

は
、

全
て

の
係

数
が

前
年

度
よ

り
上

昇
し

た
。

な
お

、
D

P
C

1
日

当
た

り
平

均
単

価
は

前
年

度
よ

り
2
千

円
程

度
増

加
し

た
が

、
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
の

退
院

割
合

は
0
.3

ポ
イ

ン
ト
減

少
し

た
。

▶
全

職
員

向
け

D
P
C

勉
強

会
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
全

管
理

職
が

対
象

の
経

営
運

営
会

議
に

て
開

催
し

、
勉

強
会

の
代

替
と

し
た

。
（
勉

強
会

資
料

は
院

内
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

に
掲

載
）

#
1
：
E
V

E
…

出
来

高
請

求
と

D
P
C

請
求

の
差

額
分

析
、

患
者

数
・
在

院
日

数
・
医

療
資

源
な

ど
の

各
種

指
標

を
D

P
C

別
・
疾

患
症

例
別

な
ど

に
分

析
す

る
シ

ス
テ

ム
。

他
院

と
の

比
較

が
で

き
る

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

機
能

を
有

す
る

。
#
2
：
M

ed
ic

al
 C

o
d
e…

医
業

収
益

及
び

医
業

費
用

デ
ー

タ
や

D
P
C

デ
ー

タ
な

ど
の

院
内

デ
ー

タ
を

活
用

す
る

病
院

向
け

経
営

支
援

シ
ス

テ
ム

。
主

な
機

能
と

し
て

、
原

価
計

算
や

算
定

率
向

上
な

ど
が

あ
る

。

取
組

項
目

Ｋ
Ｐ

Ｉ
主

な
取

組
状

況
(R

1
)

1
.民

間
的

経
営

手
法

の
導

入
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価
取

組
項

目
Ｋ

Ｐ
Ｉ

主
な

取
組

状
況

(R
1
)

1
.民

間
的

経
営

手
法

の
導

入
(3

)診
療

科
ご

と
の

収
支

分
析

の
検

討
検

討
、

計
算

の
有

無
検

討
・
実

施
H

3
0
年

度
分

実
施

達
成

▶
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ー

ド
に

て
H

3
0
年

度
分

の
原

価
計

算
を

完
了

し
て

理
事

会
に

提
出

。
さ

ら
に

原
価

計
算

デ
ー

タ
を

基
に

診
療

科
の

特
性

を
踏

ま
え

た
分

析
を

加
え

、
局

長
の

診
療

科
別

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

お
い

て
各

診
療

科
長

へ
提

示
し

、
改

善
可

能
な

事
項

を
協

議
し

た
。

▶
「
落

ち
穂

拾
い

作
戦

」
で

は
、

既
に

取
り

組
ん

で
い

る
8
項

目
（
入

院
栄

養
食

事
指

導
料

、
リ

ン
パ

浮
腫

指
導

管
理

料
、

肺
血

栓
塞

栓
症

予
防

管
理

料
、

退
院

時
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

料
、

診
療

情
報

提
供

料
資

料
添

付
加

算
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

総
合

計
画

評
価

料
、

退
院

支
援

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
・
管

理
料

）
に

つ
い

て
、

運
用

フ
ロ

ー
を

見
直

し
を

し
な

が
ら

目
標

値
を

高
め

て
取

組
を

継
続

。

▶
職

員
向

け
に

「
保

険
診

療
ニ

ュ
ー

ス
」
を

発
行

し
、

「
落

ち
穂

拾
い

作
戦

」
の

進
捗

状
況

を
周

知
し

て
更

な
る

連
携

・
協

力
を

推
進

す
る

ほ
か

、
8
項

目
以

外
の

加
算

等
に

係
る

運
用

方
法

等
を

周
知

。

(1
)委

託
契

約
の

点
検

・
見

直
し

委
託

料
比

率
1
1
.2

％
以

下
1
1
.2

%
達

成

▶
委

託
料

を
患

者
の

食
事

数
で

契
約

し
て

い
る

患
者

給
食

業
務

や
医

療
機

器
保

守
料

に
つ

い
て

は
、

前
年

度
に

比
べ

て
減

額
と

な
っ

た
が

、
施

設
管

理
の

点
検

項
目

の
増

や
検

査
委

託
件

数
の

増
に

よ
る

増
額

の
ほ

か
、

新
た

な
夜

間
看

護
助

手
の

派
遣

料
や

R
1
.1

0
月

か
ら

の
消

費
税

増
税

に
よ

り
増

額
と

な
っ

た
。

▶
施

設
管

理
業

務
、

患
者

給
食

業
務

及
び

施
設

設
備

管
理

業
務

の
委

託
契

約
に

つ
い

て
は

、
H

2
9
年

度
か

ら
H

3
0
年

度
ま

で
の

間
に

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
る

業
者

選
定

や
業

務
内

容
を

分
割

し
て

競
争

性
を

高
め

た
入

札
を

既
に

行
っ

て
い

る
。

▶
医

事
業

務
委

託
（
前

年
度

委
託

料
+
3
.8

%
/
月

額
）
（
3
部

署
の

仕
様

追
加

に
よ

る
も

の
）

▶
R
1
年

度
に

締
結

し
た

放
射

線
機

器
一

括
保

守
契

約
に

よ
る

委
託

料
の

削
減

額
は

、
年

間
1
0
,7

9
4
千

円
で

あ
っ

た
。

(2
)採

用
医

薬
品

数
削

減
の

取
組

採
用

医
薬

品
数

1
,5

0
0
品

目
以

下
1
,4

8
2
品

目
達

成

▶
医

薬
品

「
採

用
数

1
増

1
減

の
原

則
」
の

徹
底

、
「
患

者
限

定
薬

品
」
を

推
奨

。
（
取

組
継

続
）

後
発

医
薬

品
割

合
8
7
%
以

上
9
2
.3

%
達

成

カ
ッ

ト
オ

フ
値

5
5
%
以

上
5
5
.0

%
達

成

2
.経

費
削

減
・
抑

制
対

策

(3
)後

発
医

薬
品

割
合

の
向

上

▶
後

発
医

薬
品

の
新

規
採

用
を

毎
月

数
品

目
ず

つ
増

や
し

て
い

る
状

況
。

▶
病

棟
薬

剤
師

が
入

院
患

者
へ

の
処

方
内

容
を

確
認

し
、

先
発

医
薬

品
が

指
示

さ
れ

た
場

合
に

は
可

能
な

限
り

後
発

医
薬

品
へ

の
変

更
を

依
頼

。
（
取

組
継

続
）
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価
取

組
項

目
Ｋ

Ｐ
Ｉ

主
な

取
組

状
況

(R
1
)

(4
)材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
S
P
D

)

研
究

、
導

入
評

価
の

有
無

(新
)S

P
D

評
価

部
署

別
定

数
管

理
開

始
達

成

▶
H

3
1
.4

月
か

ら
開

始
し

た
(新

)S
P
D

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
物

品
管

理
シ

ス
テ

ム
へ

の
切

替
や

委
託

業
者

間
の

引
継

ぎ
な

ど
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

▶
新

た
な

「
診

療
材

料
の

部
署

定
数

配
置

」
業

務
は

、
各

部
署

か
ら

の
相

談
等

に
対

応
し

な
が

ら
順

次
稼

働
を

開
始

し
、

定
着

し
た

と
言

え
る

ま
で

に
な

っ
た

。

(5
)材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
）

検
討

、
実

施
の

有
無

実
施

準
備

中
継

続

▶
H

3
1
.4

月
よ

り
新

た
な

物
品

管
理

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

が
実

装
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
新

規
採

用
物

品
等

の
コ

ス
ト
比

較
を

行
う

際
に

は
使

用
で

き
る

環
境

と
な

っ
た

。
し

か
し

、
1
物

品
ず

つ
の

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

で
は

帳
票

と
し

て
出

力
さ

れ
る

が
、

一
斉

見
積

合
せ

の
資

料
と

し
て

は
難

し
い

も
の

が
あ

る
た

め
、

価
格

交
渉

に
使

用
す

る
帳

票
の

出
力

に
つ

い
て

S
P
D

業
者

と
の

調
整

を
行

っ
て

お
り

、
R
2
年

度
の

診
療

報
酬

改
定

に
よ

る
価

格
変

更
等

を
行

っ
た

上
で

、
R
2
年

度
中

旬
を

目
標

に
一

部
交

渉
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

な
お

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

の
問

題
に

よ
り

、
マ

ス
ク

な
ど

の
流

通
が

不
安

定
な

医
療

材
料

の
価

格
が

出
な

い
恐

れ
が

あ
り

、
デ

ィ
ー

ラ
ー

か
ら

の
情

報
収

集
に

努
め

、
適

正
な

価
格

が
出

せ
る

時
期

に
実

施
し

た
方

が
効

果
的

と
考

え
る

。

(6
)材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
材

料
の

統
一

化
）

検
討

、
実

施
の

有
無

実
施

新
規

医
材

の
み

実
施

継
続

▶
H

3
1
.4

月
よ

り
新

た
な

物
品

管
理

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

既
存

診
療

材
料

の
使

用
実

績
な

ど
か

ら
品

目
数

に
つ

い
て

は
あ

る
程

度
部

署
ご

と
に

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

っ
た

。
現

在
、

S
P
D

マ
ス

タ
に

お
け

る
小

分
類

な
ど

の
整

備
を

進
め

て
お

り
、

こ
の

完
成

を
も

っ
て

既
存

診
療

材
料

等
の

使
用

実
績

を
集

計
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
た

め
、

現
時

点
で

は
未

実
施

で
あ

る
。

▶
R
1
.9

月
よ

り
、

共
同

購
入

組
織

で
あ

る
「
一

般
社

団
法

人
日

本
ホ

ス
ピ

タ
ル

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

（
N

H
A

）
」
に

加
盟

し
、

既
存

採
用

品
の

う
ち

N
H

A
選

定
品

と
合

致
し

て
い

る
物

品
の

情
報

や
デ

ィ
ー

ラ
ー

と
の

関
係

を
整

理
。

1
0
月

に
入

り
、

N
H

A
が

主
導

し
て

院
内

関
係

者
と

の
物

品
変

更
に

係
る

協
議

を
開

始
。

▶
共

同
購

入
に

よ
る

R
1
年

度
下

半
期

に
お

け
る

半
年

間
の

経
済

効
果

額
は

、
N

H
A

か
ら

の
還

元
額

5
,5

6
4
千

円
か

ら
諸

経
費

を
除

い
た

3
,3

7
1
千

円
と

な
っ

た
。

こ
れ

は
、

加
盟

前
の

試
算

に
比

べ
て

+
2
8
0
％

の
成

果
で

あ
る

。

(4
)(
5
)(
6
)共

通
K

P
I

診
療

材
料

費
削

減
達

成

2
.経

費
削

減
・
抑

制
対

策

H
3
0
:1

,2
4
3
,0

1
0
千

円
R
0
1
：
1
,2

3
7
,6

2
4
千

円
（
△

5
,3

8
6
千

円
）
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価
取

組
項

目
Ｋ

Ｐ
Ｉ

主
な

取
組

状
況

(R
1
)

(1
)救

急
患

者
の

増
加

救
急

車
受

入
件

数
2
,3

0
0
件

以
上

2
,0

8
0
件

継
続

▶
昨

年
度

か
ら

休
床

し
た

一
般

病
床

は
、

H
3
1
.1

月
か

ら
3
月

末
ま

で
に

2
1
床

、
今

年
度

は
当

初
の

計
画

ど
お

り
に

H
3
1
.4

月
か

ら
7
月

ま
で

7
床

を
休

床
と

し
た

が
、

そ
の

後
は

看
護

師
が

確
保

さ
れ

た
た

め
、

R
1
.8

月
か

ら
休

床
を

復
元

。

▶
救

急
車

の
応

需
率

は
低

い
状

態
で

推
移

し
て

お
り

、
ベ

ッ
ド

の
満

床
時

に
断

っ
た

ケ
ー

ス
が

か
な

り
あ

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

断
る

と
ベ

ッ
ド

が
空

い
て

も
直

ぐ
に

は
戻

ら
な

い
現

象
が

起
き

る
こ

と
が

原
因

の
一

つ
と

考
え

る
。

断
っ

た
症

例
の

中
か

ら
1
件

ず
つ

で
も

何
ら

か
の

形
で

内
容

を
精

査
し

て
問

題
点

を
解

決
す

る
こ

と
に

よ
り

、
応

需
率

の
向

上
に

繋
げ

て
い

き
た

い
。

▶
R
1
年

度
も

「
小

樽
・
後

志
救

急
事

例
検

討
会

」
と

題
し

、
各

地
区

の
消

防
関

係
者

や
他

医
療

関
係

者
と

の
症

例
検

討
会

を
開

催
。

(2
)紹

介
患

者
の

増
加

紹
介

入
院

患
者

数
1
,4

3
0
件

以
上

1
,2

5
5
件

継
続

▶
紹

介
及

び
逆

紹
介

に
つ

い
て

の
院

内
方

針
周

知
を

、
毎

月
の

経
営

運
営

会
議

等
で

周
知

。
・
原

則
と

し
て

全
て

の
紹

介
患

者
を

受
け

入
れ

る
こ

と
・
急

性
期

治
療

終
了

後
の

紹
介

患
者

は
、

紹
介

元
医

療
機

関
へ

戻
す

こ
と

・
紹

介
患

者
を

優
遇

し
た

診
療

を
行

う
こ

と

▶
院

長
及

び
室

長
が

各
診

療
科

長
と

面
談

し
、

受
入

依
頼

の
一

報
を

受
け

た
際

の
予

約
日

時
の

返
答

時
間

を
短

縮
す

る
た

め
の

協
力

を
要

請
す

る
な

ど
、

紹
介

・
逆

紹
介

の
重

要
性

に
つ

い
て

理
解

を
求

め
た

。
※

R
2
年

度
よ

り
、

患
者

支
援

部
門

を
セ

ン
タ

ー
化

し
、

紹
介

予
約

と
入

退
院

支
援

だ
け

で
は

な
く

、
が

ん
相

談
支

援
な

ど
を

含
め

た
総

合
的

な
患

者
支

援
が

で
き

る
よ

う
体

制
の

強
化

を
図

る
。

（
「
地

域
医

療
連

携
室

」
か

ら
「
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
」
に

組
織

変
更

）

▶
H

3
0
年

度
よ

り
、

地
域

医
療

連
携

対
策

委
員

会
内

に
入

退
院

支
援

部
会

を
設

置
し

、
「
①

入
院

前
情

報
の

収
集

」
及

び
「
②

か
か

り
つ

け
医

へ
の

逆
紹

介
の

推
進

」
を

2
本

柱
と

し
た

検
討

を
推

進
。

・
「
①

入
院

前
情

報
収

集
」
：
従

来
、

各
病

棟
で

行
っ

て
い

た
入

院
患

者
の

情
報

収
集

に
つ

い
て

、
入

院
前

の
外

来
で

情
報

収
集

を
開

始
。

R
1
年

度
よ

り
体

制
を

1
名

か
ら

3
名

に
強

化
。

（
面

談
実

施
状

況
　

H
3
0
年

度
：
2
4
0
件

、
R
1
年

度
：
2
,2

1
0
件

）
・
「
②

か
か

り
つ

け
医

へ
の

逆
紹

介
の

推
進

」
：
新

た
に

連
携

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
を

配
置

し
、

一
部

の
診

療
科

に
お

い
て

逆
紹

介
に

同
意

し
た

患
者

に
対

し
て

主
治

医
に

代
わ

り
逆

紹
介

に
関

す
る

説
明

や
案

内
を

開
始

。
R
1
年

度
よ

り
対

象
診

療
科

を
拡

大
。

（
面

談
実

施
状

況
　

H
3
0
年

度
：
3
4
件

、
R
1
年

度
：
4
5
件

）

3
.収

入
増

加
・
確

保
対

策
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価
取

組
項

目
Ｋ

Ｐ
Ｉ

主
な

取
組

状
況

(R
1
)

(3
)手

術
件

数
の

増
加

手
術

件
数

(手
術

室
)

4
,3

7
0
件

以
上

3
,8

9
5
件

継
続

▶
R
1
年

度
の

手
術

件
数

が
前

年
度

と
比

べ
て

減
少

（
△

4
9
9
件

）
し

た
主

な
要

因
は

、
眼

科
医

師
が

2
名

か
ら

1
名

に
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
眼

科
の

手
術

件
数

が
半

減
（
△

4
2
3
件

）
し

た
た

め
と

考
え

る
。

な
お

、
手

術
室

稼
働

率
は

上
昇

し
て

お
り

、
1
7
時

以
降

の
手

術
時

間
も

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
手

術
室

の
運

用
自

体
に

つ
い

て
は

改
善

し
て

い
る

。

▶
手

術
室

運
用

シ
ス

テ
ム

（
オ

ペ
ラ

マ
ス

タ
ー

：
H

O
G

Y
社

）
に

つ
い

て
は

、
手

術
室

運
用

状
況

全
般

・
物

品
請

求
管

理
・
キ

ッ
ト
化

等
に

よ
り

、
収

益
改

善
や

看
護

師
の

業
務

削
減

等
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
H

2
9
.1

2
月

に
本

格
導

入
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

実
際

は
H

O
G

Y
社

製
の

高
額

な
キ

ッ
ト
製

品
の

売
り

込
み

ば
か

り
で

運
用

に
関

す
る

提
案

が
な

く
、

こ
ち

ら
が

要
求

す
る

分
析

資
料

が
長

期
間

に
渡

り
提

出
さ

れ
な

い
な

ど
、

高
額

な
委

託
料

に
見

合
わ

な
い

成
果

で
あ

る
こ

と
か

ら
R
1
年

度
を

も
っ

て
本

契
約

を
終

了
し

た
。

な
お

、
今

後
も

H
O

G
Y

社
製

の
キ

ッ
ト
を

購
入

す
る

こ
と

は
可

能
な

た
め

、
他

社
製

の
キ

ッ
ト
や

S
P
D

に
よ

る
セ

ッ
ト
な

ど
と

比
較

検
証

し
効

果
的

に
活

用
す

る
こ

と
や

、
手

術
開

始
時

間
や

手
術

枠
の

さ
ら

な
る

見
直

し
等

に
よ

り
、

手
術

件
数

等
を

増
や

す
た

め
の

効
率

的
な

手
術

室
運

用
を

目
指

す
。

(4
)平

均
在

院
日

数
の

短
縮

平
均

在
院

日
数

1
3
.9

日
以

内
1
3
.6

日
達

成

▶
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
を

超
え

た
入

院
患

者
の

う
ち

、
看

護
必

要
度

、
退

院
調

整
介

入
及

び
退

院
予

定
の

い
ず

れ
も

該
当

し
な

い
患

者
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

。
（
取

組
継

続
）

▶
病

床
利

用
率

向
上

策
（
土

日
祝

の
入

退
院

を
推

奨
）
及

び
病

院
収

益
向

上
策

（
入

院
中

の
C

T
・
M

R
I検

査
の

外
来

シ
フ

ト
を

推
奨

）
を

実
施

。

(5
)ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
パ

ス
使

用
率

4
5
.5

%
以

上
4
9
.3

%
達

成

▶
D

P
C

に
対

応
し

た
パ

ス
の

作
成

・
導

入
・
評

価
に

つ
い

て
、

診
療

科
ご

と
に

D
P
C

分
析

資
料

を
作

成
し

、
退

院
の

多
い

D
P
C

を
中

心
に

各
科

医
師

と
協

議
。

　
〈
主

な
検

討
内

容
〉

　
　

・
減

収
の

原
因

と
な

る
検

査
及

び
薬

剤
の

削
減

に
つ

い
て

　
　

・
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
を

鑑
み

た
入

院
日

数
の

短
縮

に
つ

い
て

　
　

・
原

価
計

算
デ

ー
タ

を
用

い
た

分
析

に
つ

い
て

　
〈
主

な
検

討
結

果
〉

　
　

・
抗

生
剤

投
与

日
数

の
削

減
及

び
後

発
医

薬
品

へ
の

切
り

替
え

　
　

・
血

液
検

査
項

目
の

見
直

し
及

び
検

査
回

数
の

削
減

　
　

・
画

像
検

査
回

数
の

削
減

こ
れ

に
よ

り
、

既
存

パ
ス

の
う

ち
3
0
種

類
を

改
定

し
、

化
学

療
法

パ
ス

3
件

を
含

め
た

2
7
件

の
パ

ス
を

新
た

に
作

成
。

3
.収

入
増

加
・
確

保
対

策
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価
取

組
項

目
Ｋ

Ｐ
Ｉ

主
な

取
組

状
況

(R
1
)

(6
)高

度
な

診
療

報
酬

加
算

の
取

得

7
：
1
維

持
S
C

U
維

持
H

C
U

維
持

総
合

入
院

体
制

加
算

3
取

得
検

討

維
持

維
持

維
持

検
討

維
持

不
能

維
持

維
持

検
討

継
続

（
1
項

目
）

達
成

(3
項

目
)

▶
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
1
（
７

：
１

看
護

基
準

）
、

S
C

U
及

び
H

C
U

加
算

の
施

設
基

準
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

毎
月

実
施

中
。

▶
７

：
１

看
護

基
準

の
必

要
看

護
師

数
に

つ
い

て
は

、
R
1
年

度
の

新
規

採
用

看
護

師
等

を
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
R
1
年

度
上

半
期

は
基

準
値

を
満

た
し

て
い

た
が

、
今

後
の

退
職

動
向

等
を

考
慮

す
る

と
、

安
定

的
に

基
準

値
を

維
持

す
る

ま
で

の
確

保
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

な
お

、
H

3
0
.1

2
月

よ
り

同
基

本
料

2
（
1
0
：
1
看

護
基

準
）
に

引
き

下
げ

た
こ

と
に

よ
り

、
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

を
同

時
に

1
ラ

ン
ク

引
き

上
げ

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

が
、

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

さ
ら

に
R
1
.1

2
月

よ
り

「
夜

間
1
0
0
：
1
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

」
及

び
「
夜

間
看

護
体

制
加

算
」
の

算
定

が
可

能
と

な
っ

た
。

▶
「
総

合
入

院
体

制
加

算
3
」
の

施
設

基
準

の
う

ち
「
外

来
縮

小
体

制
（
①

②
）
」
に

つ
い

て
は

現
状

で
は

満
た

す
こ

と
が

困
難

で
あ

る
。

①
診

療
情

報
提

供
料

（
Ⅰ

）
の

画
像

等
情

報
添

付
加

算
を

算
定

す
る

退
院

患
者

数
②

転
帰

が
「
治

癒
」
で

通
院

の
必

要
の

な
い

患
者

数
→

①
②

の
合

計
患

者
数

が
直

近
１

か
月

の
総

退
院

患
者

数
の

う
ち

４
割

以
上

必
要

。
（
H

2
9
：
2
3
.1

%
、

H
3
0
：
2
4
.4

%
、

H
3
1
：
2
3
.9

％
）

(7
)有

料
個

室
料

の
取

組
方

法
整

理
有

料
個

室
料

取
得

率
8
0
%
以

上
7
5
.4

%
継

続

▶
「
原

則
、

有
料

個
室

は
料

金
を

徴
収

す
る

」
と

い
う

病
院

の
方

針
に

沿
っ

て
、

患
者

へ
の

説
明

を
標

準
化

す
る

た
め

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

｢有
料

個
室

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
｣を

作
成

し
施

行
。

な
お

、
有

料
個

室
料

を
徴

収
し

て
い

な
い

理
由

の
多

く
は

、
昨

年
度

と
同

様
に

一
般

病
室

が
満

床
の

た
め

で
あ

っ
た

が
、

有
料

個
室

を
有

効
活

用
す

る
意

識
の

向
上

及
び

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

が
円

滑
に

進
ん

だ
こ

と
に

よ
り

、
有

料
個

室
料

の
取

得
率

は
昨

年
度

の
平

均
に

対
し

て
2
.6

ポ
イ

ン
ト
の

増
加

と
な

り
、

こ
れ

ま
で

の
最

高
値

と
な

っ
た

。

(8
)健

診
業

務
の

最
適

化
の

研
究

収
益

増
加

H
2
9
度

比
5
%
増

H
2
9
年

度
比

+
5
.2

%
達

成

▶
健

診
数

は
、

広
報

な
ど

で
周

知
を

図
っ

た
こ

と
な

ど
の

取
組

に
よ

り
H

3
0
年

度
よ

り
増

加
し

て
収

益
も

上
回

っ
た

。
引

き
続

き
、

収
益

増
に

向
け

た
課

題
へ

の
取

組
に

つ
い

て
協

議
す

る
。

▶
R
1
年

度
の

メ
デ

ィ
カ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

受
入

件
数

は
、

上
半

期
に

つ
い

て
は

申
込

が
な

く
、

R
2
年

に
入

っ
て

か
ら

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
影

響
に

よ
り

外
国

人
観

光
客

が
激

減
し

た
こ

と
も

あ
り

申
込

は
な

か
っ

た
。

3
.収

入
増

加
・
確

保
対

策
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価
取

組
項

目
Ｋ

Ｐ
Ｉ

主
な

取
組

状
況

(R
1
)

(1
)職

員
の

意
識

改
革

・
人

材
育

成
（
人

事
評

価
）

研
究

の
有

無
研

究
研

究
達

成

▶
既

に
市

長
部

局
が

策
定

し
た

人
事

評
価

制
度

を
導

入
済

み
で

あ
り

、
院

内
に

お
い

て
見

直
し

の
必

要
性

が
議

論
し

に
く

い
土

壌
が

あ
る

。
現

行
制

度
を

刷
新

し
て

新
た

な
制

度
の

構
築

す
る

場
合

に
は

、
ノ

ウ
ハ

ウ
を

も
っ

た
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
事

業
者

の
支

援
が

不
可

欠
で

あ
る

が
、

導
入

年
度

や
そ

れ
以

降
の

実
行

支
援

と
し

て
の

費
用

を
要

す
る

。
ま

た
、

外
部

委
託

の
支

援
を

受
け

る
場

合
に

は
到

達
目

標
を

明
確

に
す

る
こ

と
に

も
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
後

年
度

に
引

き
続

き
研

究
し

て
い

く
。

（
取

組
継

続
）

(2
)職

員
の

意
識

改
革

・
人

材
育

成
（
人

材
育

成
）

人
材

育
成

方
針

の
策

定
周

知
周

知
達

成

▶
H

2
9
年

度
改

訂
版

「
小

樽
市

人
材

育
成

基
本

方
針

」
を

院
内

周
知

し
た

。
今

後
は

、
こ

の
基

本
方

針
に

基
づ

き
人

材
育

成
を

進
め

る
が

、
病

院
の

専
門

性
・
特

殊
性

を
鑑

み
、

小
樽

市
の

人
材

育
成

の
枠

組
み

と
は

別
視

点
の

検
討

を
考

慮
し

た
い

。

▶
資

格
取

得
等

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
は

、
対

応
が

難
し

い
課

題
で

あ
る

こ
と

か
ら

現
状

の
取

扱
い

を
把

握
す

る
と

と
も

に
引

き
続

き
検

討
す

る
。

（
取

組
継

続
）

4
.そ

の
他
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＜
参
考
資
料
＞

■
医
師
数

（
単
位
：
人
数
）

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

正
職

7
3

7
2

7
3

7
3

7
3

7
3

7
2

7
3

7
1

7
0

7
0

7
0

嘱
託

6
6

6
6

6
6

7
8

8
9

9
9

医
師
計

7
9

7
8

7
9

7
9

7
9

7
9

7
9

8
1

7
9

7
9

7
9

7
9

正
職

6
5

7
2

7
2

7
2

7
2

7
2

7
1

7
1

7
2

7
3

7
3

7
3

嘱
託

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

医
師
計

7
4

8
1

8
1

8
1

8
1

8
1

8
0

8
0

8
1

8
2

8
2

8
2

正
職

△
 
8

0
△
 
1

△
 
1

△
 
1

△
 
1

△
 
1

△
 
2

1
3

3
3

嘱
託

3
3

3
3

3
3

2
1

1
0

0
0

医
師
計

△
 
5

3
2

2
2

2
1

△
 
1

2
3

3
3

■
看
護
師
数

（
単
位
：
人
数
）

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

3
3
9

正
職

3
0
5

3
2
1

3
2
1

3
1
2

3
1
2

3
1
1

3
0
9

3
1
1

3
1
0

3
0
7

3
0
5

3
0
3

欠
員

△
 
3
4

△
 
1
8

△
 
1
8

△
 
2
7

△
 
2
7

△
 
2
8

△
 
3
0

△
 
2
8

△
 
2
9

△
 
3
2

△
 
3
4

△
 
3
6

正
職

3
0
2

3
2
5

3
2
5

3
2
3

3
2
3

3
2
1

3
2
1

3
2
0

3
2
0

3
1
8

3
1
7

3
1
6

欠
員

△
 
3
7

△
 
1
4

△
 
1
4

△
 
1
6

△
 
1
6

△
 
1
8

△
 
1
8

△
 
1
9

△
 
1
9

△
 
2
1

△
 
2
2

△
 
2
3

前
年
度
増
減

正
職

△
 
3

4
4

1
1

1
1

1
0

1
2

9
1
0

1
1

1
2

1
3

＊
各

月
１

日
現

在
の

人
数

医
師

及
び

看
護

師
の

配
置

状
況

（
月

別
推

移
）

令
和
元
年
度

 
看
護
部
の
定
数

平
成
3
0
年
度

令
和
元
年
度

前
年
度
増
減

平
成
3
0
年
度

＊
医

師
の

正
職

に
は

研
修

医
を

含
む

＊
各

月
１

日
現

在
の

人
数
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R2.7.13　第１回　資料⑦

　令和元年度の収支状況

１．収支計画　（収益的収支）
(単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 9,059 9,968 10,052 10,053 10,255 202

(9,072) (9,982) (10,066) (10,053) (10,273) (220)

(1) 8,495 9,334 9,465 9,412 9,622 210

(8,496) (9,336) (9,467) (9,412) (9,624) (212)

(2) 564 634 587 640 633 ▲ 7

(576) (646) (600) (640) (649) (9)

414 483 428 482 455 ▲ 27

２. 817 781 816 816 815 ▲ 1

(820) (784) (820) (816) (818) (2)

(1) 670 635 662 679 670 ▲ 9

(2) 17 18 21 15 22 7

(3) 50 42 42 41 41 0

(4) 80 86 92 81 82 1

(83) (89) (96) (81) (85) (4)

(A) 9,876 10,749 10,868 10,869 11,069 200

(9,892) (10,767) (10,886) (10,869) (11,092) (223)

１. ｂ 10,331 10,727 10,975 10,801 11,357 556

(10,457) (10,852) (11,107) (10,801) (11,510) (709)

(1) ｃ 5,156 5,375 5,408 5,303 5,639 336

(5,160) (5,379) (5,412) (5,303) (5,644) (341)

(2) 2,177 2,438 2,581 2,376 2,689 313

(2,177) (2,438) (2,581) (2,376) (2,689) (313)

(3) 1,831 1,772 1,843 1,993 1,900 ▲ 93

(1,951) (1,890) (1,969) (1,993) (2,046) (53)

(4) 1,100 1,068 1,076 1,050 1,051 1

(5) 67 75 67 80 77 ▲ 3

(69) (77) (69) (80) (79) (▲ 1)

２. 489 474 488 381 543 162

(378) (366) (374) (381) (409) (28)

(1) 49 47 44 46 39 ▲ 7

(2) 440 427 444 335 504 169

(329) (319) (330) (335) (370) (35)

(B) 10,820 11,200 11,463 11,183 11,900 717

(10,836) (11,217) (11,481) (11,183) (11,919) (736)

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) ▲ 944 ▲ 451 ▲ 595 ▲ 314 ▲ 830 ▲ 516

(▲ 944) (▲ 451) (▲ 595) (▲ 314) (▲ 828) (▲ 514)

１. (D) 1 1 3 0 0 0

(1) (1) (3) (0) (0) (0)

２. (E) 1 6 2 4 34 30

(1) (6) (2) (4) (36) (32)

特　別　損　益　(D)－(E) (F) ▲ 1 ▲ 4 1 ▲ 4 ▲ 34 ▲ 30

(▲ 1) (▲ 4) (1) (▲ 4) (▲ 36) (▲ 32)

▲ 945 ▲ 456 ▲ 594 ▲ 317 ▲ 864 ▲ 547

(▲ 944) (▲ 455) (▲ 594) (▲ 317) (▲ 864) (▲ 547)

材 料 費

そ の 他

経 常 収 益

（参考：税込額）

（参考：税込額）

う ち 他 会 計 負 担 金

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 道 ) 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

（参考：税込額）

（参考：税込額）

医 業 費 用

職 員 給 与 費

（参考：税込額）

そ の 他

医 業 外 費 用

支 払 利 息

（参考：税込額）

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

（参考：税込額）

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

H28年度
(実績)

R元年度
見込Ｂ

H29年度
(実績)

（参考：税込額）

（参考：税込額）

(C)＋(F)

（参考：税込額）

（参考：税込額）

（参考：税込額）

経 費

減 価 償 却 費

そ の 他

経 常 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

純 損 益

（参考：税込額）

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

（参考：税込額）

（参考：税込額）

（参考：税込額）

（参考：税込額）

（参考：税込額）

（参考：税込額）

Ｂ-A
R元年度
計画Ａ

特
別
損
益

H30年度
（実績）
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R2.7.13　第１回　資料⑦

　令和元年度の収支状況

　　 年 度

 区 分

(G) 9,515 9,970 10,564 11,426 11,428 2

(ｱ) 1,692 1,777 1,862 1,442 1,729 287

(ｲ) 2,450 2,494 2,743 2,125 2,643 518

　 850 550 600 540 850 310

(ｳ)

(Ａ)
（Ｂ）

(91.3) (96.0) (94.8) (97.2) (93.1) (▲ 4.1)

(ｵ)
ａ

(2.6) (0.1) (0.7) (6.8) (2.6) (▲ 4.2)

ａ
ｂ

(86.8) (92.0) (90.6) (93.1) (89.3) (▲ 3.8)

c
a

(56.9) (53.9) (53.8) (52.8) (54.9) (2.1)

(H)
ａ

(▲ 0.7) (0.1) (0.7) (0.4) (2.6) (2.2)

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合があります。
※不良債務は平成26年度の公営企業会計基準改正により、流動負債に区分される企業債残高（建設改良分）

　 を流動負債の合計額から控除して算出することとされています。

520 646640

H28年度
(実績)

268

H29年度
(実績)

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

53.9

の財源に充てるための企業債

差引
不 良 債 務

(ｵ)
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

703

14 42

6

97.2

6.8

経 常 収 支 比 率 ×100

2.6

93.091.3 96.0

0.1

92.9

2.6

90.3医 業 収 支 比 率 ×100

55.0

地方財政法施行令第15条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

職 員 給 与 費 対 医 業 収 益 比率

268 226

2.2

42

病 床 稼 働 率 86.1

資 金 不 足 比 率 ×100 2.6▲ 0.6 0.1

92.6 90.5 85.7

▲ 59

56.9

87.7

52.8

0.4

▲ 4.8

2.2

226

▲ 4.2

▲ 4.2

▲ 2.893.1

R元年度
計画Ａ

R元年度
見込Ｂ

Ｂ-A

239

×100

累 積 欠 損 金

53.8

（参考：税込比率）

（参考：税込比率）

（参考：税込比率）

（参考：税込比率）

（参考：税込比率）

×100

不 良 債 務 比 率

不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

翌 年 度 繰 越 財 源

流動負債のうち、建設改良費等
(ｴ)

91.6

73

0.7

88.4

14

H30年度
（実績）

808

73

94.8

0.7
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R2.7.13　第１回　資料⑦

　令和元年度の収支状況

２．収支計画（資本的収支）

　　 年 度

 区 分

１. 98 307 190 100 148 48

２. 280 271 396 466 464 ▲ 2

３. 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0

５. 0 0 0 0 0 0

６. 1 0 0 0 0 0

７. 2 8 5 0 4 4

(a) 382 586 590 566 616 50

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 382 586 590 566 616 50

１. 103 310 190 100 151 51

２. 566 520 703 816 808 ▲ 8

３. 0 0 0 0 0 0

４. 16 17 18 16 18 2

(B) 685 847 911 932 977 45

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 304 261 320 365 361 ▲ 4

１. 64 246 247 0 93 93

２. 0

３. 0

４. 0 1 0 0 0 0

(D) 65 246 247 0 93 93

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 239 14 73 365 268 ▲ 97

(E)－(F) 239 14 73 365 268 ▲ 97

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合があります。

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0)

1,084 1,118 1,089 1,161 1,125 ▲ 36

(    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0)

280 271 396 466 464 ▲ 2

(    0) (    0) (    0) (    0) (    0) (    0)

1,364 1,389 1,485 1,628 1,589 ▲ 39

※（　）内はうち基準外繰入金額です。

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合があります。

R元年度
見込Ｂ

H29年度
(実績)

R元年度
計画Ａ

Ｂ-A

収
　
　
　
　
　
　
入

企 業 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

他 会 計 補 助 金

国 ( 道 ) 補 助 金

そ の 他

収 入 計
う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

そ の 他

支 出 計

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

又 は 未 発 行 の 額

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(F)

実 質 財 源 不 足 額

H28年度
(実績)

資　本　的　収　支

合　　　　　　　　　計

R元年度
見込Ｂ

収　益　的　収　支

R元年度
計画Ａ

H29年度
(実績)

Ｂ-A

H28年度
(実績)

※「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務副大臣通知）に基づき他会計から公営企業会計へ
繰り入れられる繰入金以外の繰入金をいいます。

H30年度
（実績）

H30年度
（実績）
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R2.7.13　第１回　資料⑧

経営指標等に係る数値目標の令和元年度達成状況

１．医療機能等指標に係る数値目標関係

区分
H28年度
(実績）

H29年度
(実績）

H30年度
（実績）

R元年度
計画 A

R元年度
見込 B

B - A

救急車件数（件） 1,815 2,188 2,106 1,900 2,080 180

手術件数（件） 4,178 4,386 4,394 4,370 3,895 ▲ 475

紹介新規入院患者数（人） 1,117 1,314 1,234 1,430 1,255 ▲ 175

２．経営指標に係る数値目標関係

（１）収支改善に係るもの
（単位：％）

区分
H28年度
(実績）

H29年度
(実績）

H30年度
（実績）

R元年度
計画 A

R元年度
見込 B

B - A

経常収支比率 91.3 96.0 94.8 97.2 93.0 ▲ 4.2

（参考：税込比率） (91.3) (96.0) (94.8) (97.2) (93.1) (▲ 4.1)

医業収支比率 87.7 92.9 91.6 93.1 90.3 ▲ 2.8

（参考：税込比率） (86.8) (92.0) (90.6) (93.1) (89.3) (▲ 3.8)

地方財政法上の資金不足比率 ▲ 0.6 0.1 0.7 0.4 2.6 2.2

（参考：税込比率） (▲ 0.7) (0.1) (0.7) (0.4) (2.6) (2.2)

（単位：％）

区分
H28年度
(実績）

H29年度
(実績）

H30年度
（実績）

R元年度
計画 A

R元年度
見込 B

B - A

職員給与費比率 56.9 53.9 53.8 52.8 55.0 2.2

（参考：税込比率） (56.9) (53.9) (53.8) (52.8) (54.9) (2.1)

材料費比率 24.0 24.5 25.7 23.6 26.2 2.6

（参考：税込比率） (24.0) (24.4) (25.6) (23.6) (26.2) (2.6)

委託費比率（税抜） 12.2 10.7 11.1 11.2 11.2 0.0

【全体】 （単位：人）

区分
H28年度
(実績）

H29年度
(実績）

H30年度
（実績）

R元年度
計画 A

R元年度
見込 B

B - A

１日当たり入院患者数 334 359 343 351 332 ▲ 19

１日当たり外来患者数 878 890 894 937 901 ▲ 36

１日当たり入院患者単価 50,408 52,386 55,287 53,652 56,962 3,310

（参考：税込額） (50,414) (52,398) (55,298) (53,652) (56,978) (3,326)

１日当たり外来患者単価 11,010 11,330 11,671 11,063 12,452 1389

（参考：税込額） (11,013) (11,332) (11,673) (11,063) (12,455) (1,392)

病床稼働率（％） 86.1 92.6 88.4 90.5 85.7 ▲ 4.8

平均在院日数（日）※ 14.0 13.5 13.8 13.9 13.6 ▲ 0.3

※精神科を除く

（２）経費削減に係るもの

（３）収入確保に係るもの
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R2.7.13　第１回　資料⑧

【一般】 （単位：人）

区分
H28年度
(実績）

H29年度
(実績）

H30年度
（実績）

R元年度
計画 A

R元年度
見込 B

B - A

１日当たり入院患者数 271 290 280 279 276 ▲ 3

１日当たり外来患者数 784 796 801 838 811 ▲ 27

１日当たり入院患者単価 58,239 60,980 64,045 63,038 65,320 2,282

（参考：税込額） (58,245) (60,994) (64,057) (63,038) (65,338) (2,300)

１日当たり外来患者単価 11,517 11,870 12,240 11,546 13,042 1496

（参考：税込額） (11,520) (11,873) (12,242) (11,546) (13,045) (1,499)

病床稼働率（％） 88.1 94.2 90.9 91.3 89.6 ▲ 1.7

【精神】 （単位：人）

区分
H28年度
(実績）

H29年度
(実績）

H30年度
（実績）

R元年度
計画 A

R元年度
見込 B

B - A

１日当たり入院患者数 63 69 63 72 57 ▲ 15

１日当たり外来患者数 94 94 93 99 90 ▲ 9

１日当たり入院患者単価 16,465 16,344 16,213 17,218 16,222 ▲ 996

（参考：税込額） (16,468) (16,348) (16,217) (17,218) (16,226) (▲ 992)

１日当たり外来患者単価 6,763 6,776 6,748 6,957 7,114 157

（参考：税込額） (6,763) (6,777) (6,749) (6,957) (7,116) (159)

病床稼働率（％） 78.3 86.5 78.5 90.0 70.7 ▲ 19.3

（単位：百万円）

区分
H28年度
(実績）

H29年度
(実績）

H30年度
（実績）

R元年度
計画 A

R元年度
見込 B

B - A

企業債残高 12,719 12,506 11,993 11,275 11,333 58

（４）経営の安定性に係るもの
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新小樽市立病院改革プラン評価委員会 

【令和２年度 第２回】 

 

日時：令和２年１０月２２日（木）午後６時３０分 

（Ｗｅｂ会議形式［Ｚｏｏｍ］） 
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・委員会評価取りまとめ 

 

 

３ その他 
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＜ 資 料 ＞ 

① 改革プラン評価集計表（令和元年度分） 

② 改革プラン評価集計表 質疑応答（令和元年度分） 

［追加資料］令和元年度の取組状況（全身麻酔件数及び小樽市内救急搬送件数） 
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改
革

プ
ラ

ン
評

価
集

計
表

（
令

和
元

年
度

分
）

Ⅰ
　

令
和

元
年

度
　

取
組

状
況

の
評

価

項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価

(1
)民

間
病

院
の

経
営

手
法

の
研

究
提

案
数

1
件

以
上

1
件

達
成

▶
医

療
材

料
等

の
共

同
購

入
に

つ
い

て
、

当
院

に
お

け
る

最
良

の
共

同
購

入
組

織
を

選
定

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
訪

問
先

で
得

ら
れ

た
情

報
を

基
に

報
告

書
を

作
成

。
理

事
会

に
て

視
察

報
告

の
ほ

か
、

2
つ

の
共

同
購

入
組

織
の

事
業

内
容

等
を

比
較

し
た

資
料

を
基

に
協

議
し

、
経

費
削

減
効

果
額

が
高

い
「
一

般
社

団
法

人
日

本
ホ

ス
ピ

タ
ル

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

（
N

H
A

）
」
へ

の
加

盟
が

決
定

さ
れ

た
。

▶
R
1
.9

月
に

N
H

A
加

盟
後

、
各

分
野

（
経

営
層

分
野

、
汎

用
医

療
材

料
分

野
、

手
術

室
関

連
分

野
、

M
E
・
透

析
関

連
分

野
、

臨
床

検
査

分
野

、
整

形
外

科
分

野
、

事
務

管
理

分
野

）
に

責
任

者
を

配
置

し
、

N
H

A
か

ら
提

供
さ

れ
る

検
討

品
リ
ス

ト
を

基
に

、
削

減
効

果
が

大
き

な
物

品
か

ら
切

り
替

え
に

つ
い

て
の

審
議

が
開

始
さ

れ
た

こ
と

を
確

認
。

(2
)D

P
C

分
析

結
果

の
積

極
的

な
活

用

勉
強

会
開

催
回

数

全
体

1
回

以
上

/
年

科
別

1
回

以
上

/
半

年

開
催

達
成

▶
科

別
の

D
P
C

勉
強

会
の

主
な

内
容

は
以

下
の

と
お

り
。

(1
)出

来
高

比
較

結
果

を
用

い
た

検
討

（
#
1
 E

V
E
）

　
・
D

P
C

包
括

請
求

対
出

来
高

請
求

比
較

の
確

認
（
増

収
及

び
減

収
症

例
の

確
認

等
）

　
・
入

院
期

間
の

適
正

化
（
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
の

確
認

及
び

パ
ス

の
見

直
し

等
）

　
・
検

査
の

見
直

し
（
採

血
回

数
・
セ

ッ
ト
検

査
の

見
直

し
や

過
剰

オ
ー

ダ
の

抑
制

等
）

　
・
画

像
の

見
直

し
（
撮

影
回

数
や

種
類

の
見

直
し

等
）

(2
)原

価
計

算
結

果
を

用
い

た
検

討
（
#
2
 M

ed
ic

al
 C

o
d
e）

▶
D

P
C

包
括

請
求

対
出

来
高

請
求

比
較

で
は

、
R
1
年

度
の

D
P
C

増
収

率
は

3
.8

％
と

な
り

前
年

度
よ

り
1
.2

ポ
イ

ン
ト
上

昇
し

た
。

ま
た

、
R
2
年

度
の

D
P
C

機
能

評
価

係
数

Ⅱ
の

う
ち

、
向

上
対

策
を

実
施

し
て

い
る

効
率

性
係

数
、

救
急

医
療

係
数

及
び

地
域

医
療

係
数

に
つ

い
て

は
、

全
て

の
係

数
が

前
年

度
よ

り
上

昇
し

た
。

な
お

、
D

P
C

1
日

当
た

り
平

均
単

価
は

前
年

度
よ

り
2
千

円
程

度
増

加
し

た
が

、
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
の

退
院

割
合

は
0
.3

ポ
イ

ン
ト
減

少
し

た
。

▶
全

職
員

向
け

D
P
C

勉
強

会
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
全

管
理

職
が

対
象

の
経

営
運

営
会

議
に

て
開

催
し

、
勉

強
会

の
代

替
と

し
た

。
（
勉

強
会

資
料

は
院

内
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

に
掲

載
）

(3
)診

療
科

ご
と

の
収

支
分

析
の

検
討

検
討

、
計

算
の

有
無

検
討 ・

実
施

H
3
0
年

度
分

実
施

達
成

▶
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ー

ド
に

て
H

3
0
年

度
分

の
原

価
計

算
を

完
了

し
て

理
事

会
に

提
出

。
さ

ら
に

原
価

計
算

デ
ー

タ
を

基
に

診
療

科
の

特
性

を
踏

ま
え

た
分

析
を

加
え

、
局

長
の

診
療

科
別

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

お
い

て
各

診
療

科
長

へ
提

示
し

、
改

善
可

能
な

事
項

を
協

議
し

た
。

▶
「
落

ち
穂

拾
い

作
戦

」
で

は
、

既
に

取
り

組
ん

で
い

る
8
項

目
（
入

院
栄

養
食

事
指

導
料

、
リ
ン

パ
浮

腫
指

導
管

理
料

、
肺

血
栓

塞
栓

症
予

防
管

理
料

、
退

院
時

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

料
、

診
療

情
報

提
供

料
資

料
添

付
加

算
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

計
画

評
価

料
、

退
院

支
援

加
算

、
薬

剤
総

合
評

価
調

整
加

算
・
管

理
料

）
に

つ
い

て
、

運
用

フ
ロ

ー
を

見
直

し
を

し
な

が
ら

目
標

値
を

高
め

て
取

組
を

継
続

。
▶
職

員
向

け
に

「
保

険
診

療
ニ

ュ
ー

ス
」
を

発
行

し
、

「
落

ち
穂

拾
い

作
戦

」
の

進
捗

状
況

を
周

知
し

て
更

な
る

連
携

・
協

力
を

推
進

す
る

ほ
か

、
8
項

目
以

外
の

加
算

等
に

係
る

運
用

方
法

等
を

周
知

。

大
項

目
中

項
目

Ｋ
Ｐ

Ｉ

主
な

取
組

状
況

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
委

員
評

価
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

及
び

コ
メ

ン
ト

1
.民

間
的

経
営

手
法

の
導

入

中
村

副
委

員
長

【
Ｂ

】
・
目

標
に

つ
い

て
は

ほ
ぼ

達
成

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

引
き

続
き

努
力

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

し
て

、
「
B

」
と

評
価

し
た

。

土
橋

委
員

【
A

】

高
野

委
員

【
Ｂ

】
・
(3

)収
支

分
析

に
お

い
て

は
、

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
継

続
的

な
改

善
活

動
の

実
践

が
必

要
で

あ
る

こ
と

に
留

意
頂

き
た

い
。

夏
井

委
員

【
Ｂ

】
・
診

療
科

ご
と

の
収

支
分

析
に

関
し

て
は

、
落

ち
穂

拾
い

だ
け

で
は

な
く

、
そ

れ
ぞ

れ
の

収
支

計
画

、
結

果
を

開
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

山
﨑

委
員

【
Ｂ

】
・
(1

)N
H

A
へ

の
加

盟
、

活
用

の
動

き
が

見
ら

れ
、

今
後

の
着

実
な

展
開

に
期

待
す

る
。

・
(3

)経
営

に
と

っ
て

、
よ

り
詳

細
な

分
析

は
業

態
に

関
わ

ら
ず

必
要

で
あ

り
、

日
常

的
な

努
力

が
重

要
で

あ
る

。

Ａ
：

目
標

を
十

分
達

成
し

た
Ｂ

：
目

標
は

お
お

む
ね

達
成

し
た

Ｃ
：

目
標

に
向

け
取

り
組

ん
で

い
る

が
、

目
標

は
達

成
で

き
て

い
な

い
Ｄ

：
目

標
達

成
と

大
き

く
乖

離
し

て
い

る
Ｅ

：
取

組
が

な
さ

れ
て

い
な

い 委
員

会
最

終
評

価

R2.10.22 第２回 資料①
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価

(1
)委

託
契

約
の

点
検

・
見

直
し

委
託

料
比

率
1
1
.2

％
以

下
1
1
.2

%
達

成

▶
委

託
料

を
患

者
の

食
事

数
で

契
約

し
て

い
る

患
者

給
食

業
務

や
医

療
機

器
保

守
料

に
つ

い
て

は
、

前
年

度
に

比
べ

て
減

額
と

な
っ

た
が

、
施

設
管

理
の

点
検

項
目

の
増

や
検

査
委

託
件

数
の

増
に

よ
る

増
額

の
ほ

か
、

新
た

な
夜

間
看

護
助

手
の

派
遣

料
や

R
1
.1

0
月

か
ら

の
消

費
税

増
税

に
よ

り
増

額
と

な
っ

た
。

▶
施

設
管

理
業

務
、

患
者

給
食

業
務

及
び

施
設

設
備

管
理

業
務

の
委

託
契

約
に

つ
い

て
は

、
H

2
9
年

度
か

ら
H

3
0
年

度
ま

で
の

間
に

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
る

業
者

選
定

や
業

務
内

容
を

分
割

し
て

競
争

性
を

高
め

た
入

札
を

既
に

行
っ

て
い

る
。

▶
医

事
業

務
委

託
（
前

年
度

委
託

料
+
3
.8

%
/
月

額
）
（
3
部

署
の

仕
様

追
加

に
よ

る
も

の
）

▶
R
1
年

度
に

締
結

し
た

放
射

線
機

器
一

括
保

守
契

約
に

よ
る

委
託

料
の

削
減

額
は

、
年

間
1
0
,7

9
4
千

円
で

あ
っ

た
。

(2
)採

用
医

薬
品

数
削

減
の

取
組

採
用

医
薬

品
数

1
,5

0
0

品
目

以
下

1
,4

8
2

品
目

達
成

▶
医

薬
品

「
採

用
数

1
増

1
減

の
原

則
」
の

徹
底

、
「
患

者
限

定
薬

品
」
を

推
奨

。
（
取

組
継

続
）

後
発

医
薬

品
割

合
8
7
%
以

上
9
2
.3

%
達

成

カ
ッ

ト
オ

フ
値

5
5
%
以

上
5
5
.0

%
達

成

(4
)材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
S
P
D

)

研
究

、
導

入
評

価
の

有
無

(新
)S

P
D

導
入

部
署

別
定

数
管

理
開

始
達

成

▶
H

3
1
.4

月
か

ら
開

始
し

た
(新

)S
P
D

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
物

品
管

理
シ

ス
テ

ム
へ

の
切

替
や

委
託

業
者

間
の

引
継

ぎ
な

ど
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

▶
新

た
な

「
診

療
材

料
の

部
署

定
数

配
置

」
業

務
は

、
各

部
署

か
ら

の
相

談
等

に
対

応
し

な
が

ら
順

次
稼

働
を

開
始

し
、

定
着

し
た

と
言

え
る

ま
で

に
な

っ
た

。

(5
)材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
）

検
討

、
実

施
の

有
無

実
施

準
備

中
継

続

▶
H

3
1
.4

月
よ

り
新

た
な

物
品

管
理

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
、

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

が
実

装
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
新

規
採

用
物

品
等

の
コ

ス
ト
比

較
を

行
う

際
に

は
使

用
で

き
る

環
境

と
な

っ
た

。
し

か
し

、
1
物

品
ず

つ
の

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

で
は

帳
票

と
し

て
出

力
さ

れ
る

が
、

一
斉

見
積

合
せ

の
資

料
と

し
て

は
難

し
い

も
の

が
あ

る
た

め
、

価
格

交
渉

に
使

用
す

る
帳

票
の

出
力

に
つ

い
て

S
P
D

業
者

と
の

調
整

を
行

っ
て

お
り

、
R
2
年

度
の

診
療

報
酬

改
定

に
よ

る
価

格
変

更
等

を
行

っ
た

上
で

、
R
2
年

度
中

旬
を

目
標

に
一

部
交

渉
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

な
お

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

の
問

題
に

よ
り

、
マ

ス
ク

な
ど

の
流

通
が

不
安

定
な

医
療

材
料

の
価

格
が

出
な

い
恐

れ
が

あ
り

、
デ

ィ
ー

ラ
ー

か
ら

の
情

報
収

集
に

努
め

、
適

正
な

価
格

が
出

せ
る

時
期

に
実

施
し

た
方

が
効

果
的

と
考

え
る

。

(6
)材

料
調

達
方

法
の

改
善

（
材

料
の

統
一

化
）

検
討

、
実

施
の

有
無

実
施

新
規

医
材

の
み

実
施

継
続

▶
H

3
1
.4

月
よ

り
新

た
な

物
品

管
理

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

既
存

診
療

材
料

の
使

用
実

績
な

ど
か

ら
品

目
数

に
つ

い
て

は
あ

る
程

度
部

署
ご

と
に

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

っ
た

。
現

在
、

S
P
D

マ
ス

タ
に

お
け

る
小

分
類

な
ど

の
整

備
を

進
め

て
お

り
、

こ
の

完
成

を
も

っ
て

既
存

診
療

材
料

等
の

使
用

実
績

を
集

計
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
た

め
、

現
時

点
で

は
未

実
施

で
あ

る
。

▶
R
1
.9

月
よ

り
、

共
同

購
入

組
織

で
あ

る
「
一

般
社

団
法

人
日

本
ホ

ス
ピ

タ
ル

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

（
N

H
A

）
」
に

加
盟

し
、

既
存

採
用

品
の

う
ち

N
H

A
選

定
品

と
合

致
し

て
い

る
物

品
の

情
報

や
デ

ィ
ー

ラ
ー

と
の

関
係

を
整

理
。

1
0
月

に
入

り
、

N
H

A
が

主
導

し
て

院
内

関
係

者
と

の
物

品
変

更
に

係
る

協
議

を
開

始
。

▶
共

同
購

入
に

よ
る

R
1
年

度
下

半
期

に
お

け
る

半
年

間
の

経
済

効
果

額
は

、
N

H
A

か
ら

の
還

元
額

5
,5

6
4
千

円
か

ら
諸

経
費

を
除

い
た

3
,3

7
1
千

円
と

な
っ

た
。

こ
れ

は
、

加
盟

前
の

試
算

に
比

べ
て

+
2
8
0
％

の
成

果
で

あ
る

。

2
.(

4
)(

5
)(

6
)

共
通

K
P
I

診
療

材
料

費
削

減
達

成

2
.経

費
削

減
・

抑
制

対
策

H
3
0
：
1
,2

4
3
,0

1
0
千

円
R
0
1
：
1
,2

3
7
,6

2
4
千

円
（
△

5
,3

8
6
千

円
）

中
村

副
委

員
長

(1
)～

(3
)【

Ｂ
】

・
十

分
に

達
成

し
て

い
る

と
承

知
し

て
い

る
が

、
(1

)の
委

託
料

比
率

と
(3

)の
カ

ッ
ト
オ

フ
値

は
設

定
値

と
同

値
の

た
め

「
B

」
と

し
た

。
(4

)～
(6

)【
Ｃ

】
・
(5

)と
(6

)は
継

続
中

で
あ

る
た

め
、

令
和

2
年

度
に

達
成

す
る

こ
と

を
期

待
し

て
「
C

」
と

し
た

。

土
橋

委
員

【
Ａ

】

高
野

委
員

【
Ｂ

】
・
(4

)～
(6

)に
つ

い
て

、
S
P
D

導
入

後
に

お
け

る
購

買
管

理
、

在
庫

管
理

の
実

践
は

、
も

う
少

し
ス

ピ
ー

ド
感

を
も

っ
た

対
応

が
望

ま
れ

る
。

ま
た

、
取

組
の

成
果

が
材

料
費

率
等

に
現

れ
て

お
ら

ず
、

現
段

階
で

は
、

取
組

状
況

は
充

分
と

は
い

え
な

い
と

評
価

す
る

。

夏
井

委
員

【
Ｂ

】

山
﨑

委
員

【
Ｃ

】
・
日

常
的

な
取

組
の

成
果

は
見

え
始

め
て

い
る

と
思

う
が

、
(5

)～
(6

)の
材

料
調

達
関

係
に

つ
い

て
は

未
達

成
で

あ
る

。
経

常
収

支
の

黒
字

化
に

向
け

経
費

抑
制

な
ど

、
さ

ら
に

不
断

の
努

力
を

期
待

す
る

。
(3

)後
発

医
薬

品
割

合
の

向
上

▶
後

発
医

薬
品

の
新

規
採

用
を

毎
月

数
品

目
ず

つ
増

や
し

て
い

る
状

況
。

▶
病

棟
薬

剤
師

が
入

院
患

者
へ

の
処

方
内

容
を

確
認

し
、

先
発

医
薬

品
が

指
示

さ
れ

た
場

合
に

は
可

能
な

限
り

後
発

医
薬

品
へ

の
変

更
を

依
頼

。
（
取

組
継

続
）

大
項

目
中

項
目

Ｋ
Ｐ

Ｉ

主
な

取
組

状
況

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
委

員
評

価
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

及
び

コ
メ

ン
ト

委
員

会
最

終
評

価

R2.10.22 第２回 資料①

2
 

64



項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価

(1
)救

急
患

者
の

増
加

救
急

車
受

入
件

数

2
,3

0
0
件

以
上

2
,0

8
0
件

継
続

▶
昨

年
度

か
ら

休
床

し
た

一
般

病
床

は
、

H
3
1
.1

月
か

ら
3
月

末
ま

で
に

2
1
床

、
今

年
度

は
当

初
の

計
画

ど
お

り
に

H
3
1
.4

月
か

ら
7
月

ま
で

7
床

を
休

床
と

し
た

が
、

そ
の

後
は

看
護

師
が

確
保

さ
れ

た
た

め
、

R
1
.8

月
か

ら
休

床
を

復
元

。
▶
救

急
車

の
応

需
率

は
低

い
状

態
で

推
移

し
て

お
り

、
ベ

ッ
ド

の
満

床
時

に
断

っ
た

ケ
ー

ス
が

か
な

り
あ

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

断
る

と
ベ

ッ
ド

が
空

い
て

も
直

ぐ
に

は
戻

ら
な

い
現

象
が

起
き

る
こ

と
が

原
因

の
一

つ
と

考
え

る
。

断
っ

た
症

例
の

中
か

ら
1
件

ず
つ

で
も

何
ら

か
の

形
で

内
容

を
精

査
し

て
問

題
点

を
解

決
す

る
こ

と
に

よ
り

、
応

需
率

の
向

上
に

繋
げ

て
い

き
た

い
。

▶
R
1
年

度
も

「
小

樽
・
後

志
救

急
事

例
検

討
会

」
と

題
し

、
各

地
区

の
消

防
関

係
者

や
他

医
療

関
係

者
と

の
症

例
検

討
会

を
開

催
。

(2
)紹

介
患

者
の

増
加

紹
介

入
院

患
者

数

1
,４

3
0
件

以
上

1
,2

5
5
件

継
続

▶
紹

介
及

び
逆

紹
介

に
つ

い
て

の
院

内
方

針
周

知
を

、
毎

月
の

経
営

運
営

会
議

等
で

周
知

。
・
原

則
と

し
て

全
て

の
紹

介
患

者
を

受
け

入
れ

る
こ

と
・
急

性
期

治
療

終
了

後
の

紹
介

患
者

は
、

紹
介

元
医

療
機

関
へ

戻
す

こ
と

・
紹

介
患

者
を

優
遇

し
た

診
療

を
行

う
こ

と
▶
院

長
及

び
室

長
が

各
診

療
科

長
と

面
談

し
、

受
入

依
頼

の
一

報
を

受
け

た
際

の
予

約
日

時
の

返
答

時
間

を
短

縮
す

る
た

め
の

協
力

を
要

請
す

る
な

ど
、

紹
介

・
逆

紹
介

の
重

要
性

に
つ

い
て

理
解

を
求

め
た

。
※

R
2
年

度
よ

り
、

患
者

支
援

部
門

を
セ

ン
タ

ー
化

し
、

紹
介

予
約

と
入

退
院

支
援

だ
け

で
は

な
く

、
が

ん
相

談
支

援
な

ど
を

含
め

た
総

合
的

な
患

者
支

援
が

で
き

る
よ

う
体

制
の

強
化

を
図

る
。

（
「
地

域
医

療
連

携
室

」
か

ら
「
患

者
支

援
セ

ン
タ

ー
」
に

組
織

変
更

）
▶
H

3
0年

度
よ

り
、

地
域

医
療

連
携

対
策

委
員

会
内

に
入

退
院

支
援

部
会

を
設

置
し

、
「
①

入
院

前
情

報
の

収
集

」
及

び
「
②

か
か

り
つ

け
医

へ
の

逆
紹

介
の

推
進

」
を

2
本

柱
と

し
た

検
討

を
推

進
。

・
「
①

入
院

前
情

報
収

集
」
：
従

来
、

各
病

棟
で

行
っ

て
い

た
入

院
患

者
の

情
報

収
集

に
つ

い
て

、
入

院
前

の
外

来
で

情
報

収
集

を
開

始
。

R
1
年

度
よ

り
体

制
を

1
名

か
ら

3
名

に
強

化
。

（
面

談
実

施
状

況
　

H
3
0
年

度
：
2
4
0
件

、
R
1
年

度
：
2
,2

1
0
件

）
・
「
②

か
か

り
つ

け
医

へ
の

逆
紹

介
の

推
進

」
：
新

た
に

連
携

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
を

配
置

し
、

一
部

の
診

療
科

に
お

い
て

逆
紹

介
に

同
意

し
た

患
者

に
対

し
て

主
治

医
に

代
わ

り
逆

紹
介

に
関

す
る

説
明

や
案

内
を

開
始

。
R
1
年

度
よ

り
対

象
診

療
科

を
拡

大
。

（
面

談
実

施
状

況
　

H
3
0
年

度
：
3
4
件

、
R
1
年

度
：
4
5
件

）

(3
)手

術
件

数
の

増
加

手
術

件
数 (手

術
室

)

4
,3

7
0
件

以
上

3
,8

9
5
件

継
続

▶
R
1
年

度
の

手
術

件
数

が
前

年
度

と
比

べ
て

減
少

（
△

4
9
9
件

）
し

た
主

な
要

因
は

、
眼

科
医

師
が

2
名

か
ら

1
名

に
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
眼

科
の

手
術

件
数

が
半

減
（
△

4
2
3
件

）
し

た
た

め
と

考
え

る
。

な
お

、
手

術
室

稼
働

率
は

上
昇

し
て

お
り

、
1
7
時

以
降

の
手

術
時

間
も

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
手

術
室

の
運

用
自

体
に

つ
い

て
は

改
善

し
て

い
る

。
▶
手

術
室

運
用

シ
ス

テ
ム

（
オ

ペ
ラ

マ
ス

タ
ー

：
H

O
G

Y
社

）
に

つ
い

て
は

、
手

術
室

運
用

状
況

全
般

・
物

品
請

求
管

理
・
キ

ッ
ト
化

等
に

よ
り

、
収

益
改

善
や

看
護

師
の

業
務

削
減

等
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
H

2
9
.1

2
月

に
本

格
導

入
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

実
際

は
H

O
G

Y
社

製
の

高
額

な
キ

ッ
ト
製

品
の

売
り

込
み

ば
か

り
で

運
用

に
関

す
る

提
案

が
な

く
、

こ
ち

ら
が

要
求

す
る

分
析

資
料

が
長

期
間

に
渡

り
提

出
さ

れ
な

い
な

ど
、

高
額

な
委

託
料

に
見

合
わ

な
い

成
果

で
あ

る
こ

と
か

ら
R
1
年

度
を

も
っ

て
本

契
約

を
終

了
し

た
。

な
お

、
今

後
も

H
O

G
Y

社
製

の
キ

ッ
ト
を

購
入

す
る

こ
と

は
可

能
な

た
め

、
他

社
製

の
キ

ッ
ト
や

S
P
D

に
よ

る
セ

ッ
ト
な

ど
と

比
較

検
証

し
効

果
的

に
活

用
す

る
こ

と
や

、
手

術
開

始
時

間
や

手
術

枠
の

さ
ら

な
る

見
直

し
等

に
よ

り
、

手
術

件
数

等
を

増
や

す
た

め
の

効
率

的
な

手
術

室
運

用
を

目
指

す
。

(4
)平

均
在

院
日

数
の

短
縮

平
均

在
院

日
数

1
3
.9

日
以

内
1
3
.6

日
達

成

▶
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
を

超
え

た
入

院
患

者
の

う
ち

、
看

護
必

要
度

、
退

院
調

整
介

入
及

び
退

院
予

定
の

い
ず

れ
も

該
当

し
な

い
患

者
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
。

（
取

組
継

続
）

▶
病

床
利

用
率

向
上

策
（
土

日
祝

の
入

退
院

を
推

奨
）
及

び
病

院
収

益
向

上
策

（
入

院
中

の
C

T
・
M

R
I検

査
の

外
来

シ
フ

ト
を

推
奨

）
を

実
施

。

(5
)ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
パ

ス
使

用
率

4
5
.5

%
以

上
4
9
.3

%
達

成

▶
D

P
C

に
対

応
し

た
パ

ス
の

作
成

・
導

入
・
評

価
に

つ
い

て
、

診
療

科
ご

と
に

D
P
C

分
析

資
料

を
作

成
し

、
退

院
の

多
い

D
P
C

を
中

心
に

各
科

医
師

と
協

議
。

　
〈
主

な
検

討
内

容
〉

　
　

・
減

収
の

原
因

と
な

る
検

査
及

び
薬

剤
の

削
減

に
つ

い
て

　
　

・
D

P
C

入
院

期
間

Ⅱ
を

鑑
み

た
入

院
日

数
の

短
縮

に
つ

い
て

　
　

・
原

価
計

算
デ

ー
タ

を
用

い
た

分
析

に
つ

い
て

　
〈
主

な
検

討
結

果
〉

　
　

・
抗

生
剤

投
与

日
数

の
削

減
及

び
後

発
医

薬
品

へ
の

切
り

替
え

　
　

・
血

液
検

査
項

目
の

見
直

し
及

び
検

査
回

数
の

削
減

　
　

・
画

像
検

査
回

数
の

削
減

こ
れ

に
よ

り
、

既
存

パ
ス

の
う

ち
3
0
種

類
を

改
定

し
、

化
学

療
法

パ
ス

3
件

を
含

め
た

2
7
件

の
パ

ス
を

新
た

に
作

成
。

大
項

目
中

項
目

3
.収

入
増

加
・

確
保

対
策

中
村

副
委

員
長

【
Ｃ

】
・
救

急
車

受
け

入
れ

件
数

の
減

少
に

つ
い

て
は

、
休

床
期

間
が

あ
っ

た
た

め
や

む
を

得
な

い
と

思
う

が
、

令
和

2
年

度
に

期
待

す
る

。
紹

介
入

院
患

者
数

に
つ

い
て

も
同

様
。

・
手

術
件

数
に

つ
い

て
は

、
単

な
る

件
数

が
手

術
の

評
価

を
正

確
に

反
映

し
な

い
と

こ
ろ

が
あ

り
、

手
術

点
数

な
ど

の
別

な
視

点
か

ら
の

評
価

も
必

要
と

考
え

る
。

・
(4

)、
(5

)、
(8

)に
つ

い
て

は
十

分
に

達
成

し
て

い
る

。
(7

)に
つ

い
て

も
数

値
の

改
善

が
伺

え
る

。
・
(6

)に
つ

い
て

は
、

看
護

師
の

確
保

対
策

を
引

き
続

き
よ

ろ
し

く
お

願
い

す
る

。

土
橋

委
員

【
Ｂ

】

高
野

委
員

【
Ｂ

】
・
(1

)に
つ

い
て

、
看

護
体

制
や

病
床

利
用

率
が

高
い

こ
と

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

理
解

す
る

が
、

(左
記

の
と

お
り

)受
け

入
れ

に
至

ら
な

か
っ

た
理

由
を

共
有

し
、

改
善

に
向

け
た

協
議

を
実

施
す

る
な

ど
取

組
ん

で
頂

き
た

い
。

夏
井

委
員

(1
)～

(3
)【

Ｃ
】

(4
)～

(8
)【

Ｂ
ま

た
は

Ｃ
】

・
救

急
車

の
受

け
入

れ
件

数
、

応
需

率
の

低
下

に
つ

い
て

は
、

取
り

組
み

に
も

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
今

後
の

改
善

の
た

め
に

、
個

々
の

事
例

に
対

す
る

さ
ら

な
る

原
因

（
理

由
）
の

検
討

を
希

望
す

る
。

・
手

術
件

数
に

つ
い

て
は

、
眼

科
医

減
少

に
伴

う
局

所
麻

酔
件

数
の

減
少

も
さ

る
こ

と
な

が
ら

、
全

身
麻

酔
件

数
の

減
少

に
つ

い
て

救
急

搬
送

患
者

の
応

需
率

の
低

下
と

の
関

連
も

含
め

て
分

析
、

検
討

を
お

願
い

す
る

。
・
紹

介
、

依
頼

す
る

立
場

と
し

て
は

、
紹

介
、

救
急

を
断

ら
れ

る
こ

と
が

重
な

る
と

、
そ

の
後

の
紹

介
に

は
消

極
的

に
な

る
。

紹
介

患
者

の
治

癒
完

結
し

た
比

率
、

そ
し

て
、

急
性

期
を

脱
し

た
後

紹
介

元
の

か
か

り
つ

け
医

へ
の

戻
し

た
（
逆

紹
介

し
た

）
比

率
は

ど
の

く
ら

い
か

。

山
﨑

委
員

【
Ｂ

】
・
目

標
は

お
お

む
ね

達
成

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

平
均

在
院

日
数

の
短

縮
は

経
営

に
と

っ
て

大
切

な
要

件
と

認
識

し
て

い
る

が
、

一
方

で
患

者
側

か
ら

見
る

と
病

院
に

全
幅

の
信

頼
を

寄
せ

治
療

を
受

け
て

い
る

実
態

と
声

を
十

分
斟

酌
の

う
え

、
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
る

。

主
な

取
組

状
況

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
委

員
評

価
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

及
び

コ
メ

ン
ト

Ｋ
Ｐ

Ｉ

委
員

会
最

終
評

価

R2.10.22 第２回 資料①
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項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価

(6
)高

度
な

診
療

報
酬

加
算

の
取

得

7
：
1
維

持
S
C

U
維

持 H
C

U
維

持 総
合

入
院

体
制

加
算

3
取

得
検

討

維
持

維
持

維
持

検
討

維
持

不
能

維
持

維
持

検
討

継
続

（
1
項

目
）

達
成

(3
項

目
)

▶
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
1
（
７

：
１

看
護

基
準

）
、

S
C

U
及

び
H

C
U

加
算

の
施

設
基

準
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

毎
月

実
施

中
。

▶
７

：
１

看
護

基
準

の
必

要
看

護
師

数
に

つ
い

て
は

、
R
1
年

度
の

新
規

採
用

看
護

師
等

を
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
R
1
年

度
上

半
期

は
基

準
値

を
満

た
し

て
い

た
が

、
今

後
の

退
職

動
向

等
を

考
慮

す
る

と
、

安
定

的
に

基
準

値
を

維
持

す
る

ま
で

の
確

保
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

な
お

、
H

3
0
.1

2
月

よ
り

同
基

本
料

2
（
1
0
：
1
看

護
基

準
）
に

引
き

下
げ

た
こ

と
に

よ
り

、
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算

を
同

時
に

1
ラ

ン
ク

引
き

上
げ

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

が
、

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

さ
ら

に
R
1
.1

2
月

よ
り

「
夜

間
1
0
0
：
1

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
」
及

び
「
夜

間
看

護
体

制
加

算
」
の

算
定

が
可

能
と

な
っ

た
。

▶
「
総

合
入

院
体

制
加

算
3
」
の

施
設

基
準

の
う

ち
「
外

来
縮

小
体

制
（
①

②
）
」
に

つ
い

て
は

現
状

で
は

満
た

す
こ

と
が

困
難

で
あ

る
。

①
診

療
情

報
提

供
料

（
Ⅰ

）
の

画
像

等
情

報
添

付
加

算
を

算
定

す
る

退
院

患
者

数
②

転
帰

が
「
治

癒
」
で

通
院

の
必

要
の

な
い

患
者

数
→

①
②

の
合

計
患

者
数

が
直

近
１

か
月

の
総

退
院

患
者

数
の

う
ち

４
割

以
上

必
要

。
（
H

2
9
：
2
3
.1

%
、

H
3
0
：

2
4
.4

%
、

H
3
1
：
2
3
.9

％
）

(7
)有

料
個

室
料

の
取

組
方

法
整

理

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

8
0
%

以
上

7
5
.4

%
継

続

▶
「
原

則
、

有
料

個
室

は
料

金
を

徴
収

す
る

」
と

い
う

病
院

の
方

針
に

沿
っ

て
、

患
者

へ
の

説
明

を
標

準
化

す
る

た
め

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

｢有
料

個
室

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
｣を

作
成

し
施

行
。

な
お

、
有

料
個

室
料

を
徴

収
し

て
い

な
い

理
由

の
多

く
は

、
昨

年
度

と
同

様
に

一
般

病
室

が
満

床
の

た
め

で
あ

っ
た

が
、

有
料

個
室

を
有

効
活

用
す

る
意

識
の

向
上

及
び

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

が
円

滑
に

進
ん

だ
こ

と
に

よ
り

、
有

料
個

室
料

の
取

得
率

は
昨

年
度

の
平

均
に

対
し

て
2
.6

ポ
イ

ン
ト
の

増
加

と
な

り
、

こ
れ

ま
で

の
最

高
値

と
な

っ
た

。

(8
)健

診
業

務
の

最
適

化
の

研
究

収
益

増
加

H
2
9
年

度
比

5
%

増

H
2
9
年

度
比

+
5
.2

%
達

成

▶
健

診
数

は
、

広
報

な
ど

で
周

知
を

図
っ

た
こ

と
な

ど
の

取
組

に
よ

り
H

3
0
年

度
よ

り
増

加
し

て
収

益
も

上
回

っ
た

。
引

き
続

き
、

収
益

増
に

向
け

た
課

題
へ

の
取

組
に

つ
い

て
協

議
す

る
。

▶
R
1
年

度
の

メ
デ

ィ
カ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
受

入
件

数
は

、
上

半
期

に
つ

い
て

は
申

込
が

な
く

、
R
2
年

に
入

っ
て

か
ら

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
影

響
に

よ
り

外
国

人
観

光
客

が
激

減
し

た
こ

と
も

あ
り

申
込

は
な

か
っ

た
。

3
.収

入
増

加
・

確
保

対
策

大
項

目
中

項
目

Ｋ
Ｐ

Ｉ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

委
員

評
価

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
及

び
コ

メ
ン

ト
主

な
取

組
状

況

R2.10.22 第２回 資料①

4
 

66



項
目

設
定

値
実

績
院

内
評

価

(1
)職

員
の

意
識

改
革

・
人

材
育

成
（
人

事
評

価
）

研
究

の
有

無
研

究
研

究
達

成

▶
既

に
市

長
部

局
が

策
定

し
た

人
事

評
価

制
度

を
導

入
済

み
で

あ
り

、
院

内
に

お
い

て
見

直
し

の
必

要
性

が
議

論
し

に
く

い
土

壌
が

あ
る

。
現

行
制

度
を

刷
新

し
て

新
た

な
制

度
の

構
築

す
る

場
合

に
は

、
ノ

ウ
ハ

ウ
を

も
っ

た
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
事

業
者

の
支

援
が

不
可

欠
で

あ
る

が
、

導
入

年
度

や
そ

れ
以

降
の

実
行

支
援

と
し

て
の

費
用

を
要

す
る

。
ま

た
、

外
部

委
託

の
支

援
を

受
け

る
場

合
に

は
到

達
目

標
を

明
確

に
す

る
こ

と
に

も
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
後

年
度

に
引

き
続

き
研

究
し

て
い

く
。

（
取

組
継

続
）

(2
)職

員
の

意
識

改
革

・
人

材
育

成
（
人

材
育

成
）

人
材

育
成

方
針

の 策
定

周
知

周
知

達
成

▶
H

2
9年

度
改

訂
版

「
小

樽
市

人
材

育
成

基
本

方
針

」
を

院
内

周
知

し
た

。
今

後
は

、
こ

の
基

本
方

針
に

基
づ

き
人

材
育

成
を

進
め

る
が

、
病

院
の

専
門

性
・
特

殊
性

を
鑑

み
、

小
樽

市
の

人
材

育
成

の
枠

組
み

と
は

別
視

点
の

検
討

を
考

慮
し

た
い

。
▶
資

格
取

得
等

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
は

、
対

応
が

難
し

い
課

題
で

あ
る

こ
と

か
ら

現
状

の
取

扱
い

を
把

握
す

る
と

と
も

に
引

き
続

き
検

討
す

る
。

（
取

組
継

続
）

大
項

目
中

項
目

Ｋ
Ｐ

Ｉ

主
な

取
組

状
況

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
委

員
評

価
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

及
び

コ
メ

ン
ト

4
.そ

の
他

中
村

副
委

員
長

【
Ａ

】
・
引

き
続

き
、

継
続

的
な

努
力

を
お

願
い

す
る

。

土
橋

委
員

【
Ａ

】

高
野

委
員

【
Ｂ

】
・
定

性
的

な
項

目
内

容
に

つ
き

、
K

P
Iに

よ
る

定
量

評
価

が
馴

染
ま

な
い

よ
う

に
も

感
じ

る
が

、
取

組
継

続
し

て
い

る
状

況
を

勘
案

し
｢B

｣評
価

と
し

た
。

但
し

、
取

組
状

況
に

つ
い

て
は

過
年

度
か

ら
さ

し
て

変
わ

っ
て

お
ら

ず
、

取
組

が
遅

々
と

し
て

進
ん

で
い

な
い

と
も

感
じ

る
。

夏
井

委
員

【
Ｂ

】

山
﨑

委
員

【
Ｂ

】
・
技

術
ス

タ
ッ

フ
が

多
い

病
院

と
し

て
の

人
材

育
成

方
針

を
策

定
す

べ
き

か
と

考
え

る
。

委
員

会
最

終
評

価

R2.10.22 第２回 資料①
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Ⅱ
　

令
和

元
年

度
　

経
営

指
標

に
係

る
数

値
目

標
の

評
価

大
項

目
中

項
目

3
0
年

度
計

画
 A

3
0
年

度
見

込
 B

増
減

（
B

-
A

）
院

内
評

価
ポ

イ
ン

ト
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

委
員

評
価

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
及

び
コ

メ
ン

ト

(1
)経

常
収

支
比

率
（
％

）
9
7
.2

9
3
.0

▲
 4

.2
未

達
成

R
元

年
度

は
、

経
常

収
益

が
計

画
よ

り
2
0
0
百

万
円

増
収

し
た

も
の

の
、

経
常

費
用

が
計

画
よ

り
7
1
7
百

万
円

増
加

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
経

常
収

支
は

計
画

よ
り

5
1
6
百

万
円

下
回

っ
た

▲
8
3
0
百

万
円

の
見

込
み

。
こ

れ
に

よ
り

経
常

収
支

比
率

は
、

計
画

よ
り

4
.2

ポ
イ

ン
ト
下

回
っ

た
9
3
.0

％
と

な
る

見
込

み
。

○
経

常
費

用
に

対
す

る
経

常
収

益
の

割
合

で
、

「
経

常
収

益
/
経

常
費

用
×

1
0
0
」
の

式
で

算
出

し
、

値
が

高
い

ほ
う

が
よ

く
、

1
0
0
％

以
上

が
望

ま
し

い
も

の
で

す
。

9
3
.1

9
0
.3

▲
 2

.8

（
税

込
）

（
税

込
）

8
9
.3

▲
 3

.8

(3
)地

方
財

政
法

上
の

資
金

不
足

比
率

（
％

）

0
.4

2
.6

2
.2

未
達

成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

不
良

債
務

が
2
2
6
百

万
円

増
加

し
た

こ
と

か
ら

資
金

不
足

額
が

2
6
8
百

万
円

と
な

り
、

計
画

よ
り

も
2
.2

ポ
イ

ン
ト
下

回
っ

た
2
.6

％
と

な
る

見
込

み
。

○
医

業
収

益
に

対
す

る
地

方
財

政
法

上
の

資
金

不
足

額
の

割
合

で
、

「
資

金
不

足
額

/
医

業
収

益
×

１
０

０
」
の

式
で

算
出

し
、

資
金

不
足

が
な

い
こ

と
が

基
本

で
す

。
＊

地
方

財
政

法
上

の
資

金
不

足
額

＝
不

良
債

務

1
.収

支
改

善
に

係
る

も
の

中
村

副
委

員
長

【
Ｃ

】
・
今

の
診

療
報

酬
制

度
で

は
、

ど
こ

の
医

療
機

関
も

厳
し

い
状

況
で

あ
る

こ
と

は
承

知
し

て
い

る
の

で
、

「
D

」
で

は
な

く
「
C

」
と

評
価

し
た

。

土
橋

委
員

【
Ｂ

】

高
野

委
員

【
Ｃ

】
・
収

支
状

況
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
が

少
な

か
ら

ず
は

あ
っ

た
も

の
と

推
察

す
る

。

夏
井

委
員

【
Ｃ

ま
た

は
Ｄ

】

山
﨑

委
員

【
Ｃ

】
・
様

々
な

外
的

影
響

も
あ

り
、

厳
し

い
状

況
で

あ
る

と
考

え
る

。
収

支
改

善
に

更
な

る
努

力
を

期
待

す
る

。
(2

)医
業

収
支

比
率

（
％

）

R
元

年
度

は
、

見
込

Ｂ
の

税
抜

額
で

は
計

画
よ

り
2
.8

ポ
イ

ン
ト
下

回
り

、
税

込
額

で
は

3
.8

ポ
イ

ン
ト
下

回
る

見
込

み
。

○
医

業
費

用
に

対
す

る
医

業
収

益
の

割
合

で
、

「
医

業
収

益
/
医

業
費

用
×

1
0
0
」
の

式
で

算
出

し
、

値
が

高
い

ほ
う

が
よ

く
、

1
0
0
％

に
近

い
こ

と
が

望
ま

し
い

も
の

で
す

。
○

計
画

Ａ
は

予
算

ベ
ー

ス
の

数
値

を
用

い
て

い
る

こ
と

か
ら

税
込

額
で

あ
る

が
、

見
込

Ｂ
は

決
算

数
値

の
た

め
税

抜
額

を
採

用
す

る
こ

と
と

な
り

ま
す

。
こ

の
た

め
、

比
較

対
象

を
明

確
化

す
る

た
め

、
見

込
Ｂ

は
上

段
に

税
抜

額
、

下
段

に
税

込
額

を
記

載
し

て
い

る
も

の
で

す
。

未
達

成

委
員

会
最

終
評

価

R2.10.22 第２回 資料①
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大
項

目
中

項
目

3
0
年

度
計

画
 A

3
0
年

度
見

込
 B

増
減

（
B

-
A

）
院

内
評

価
ポ

イ
ン

ト
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

委
員

評
価

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
及

び
コ

メ
ン

ト

(1
)職

員
給

与
費

比
率

（
％

）
5
2
.8

5
5
.0

2
.2

未
達

成

R
元

年
度

は
、

職
員

給
与

費
が

医
師

の
増

加
な

ど
に

よ
り

例
月

給
与

等
が

増
加

し
た

た
め

、
計

画
よ

り
も

3
3
6
百

万
円

増
と

な
っ

た
。

ま
た

、
医

業
収

益
が

計
画

よ
り

2
0
2
百

万
円

増
収

と
な

っ
た

が
、

比
率

は
計

画
よ

り
2
.2

ポ
イ

ン
ト
下

回
っ

た
5
5
.0

％
と

な
る

見
込

み
。

○
医

業
収

益
に

対
す

る
職

員
給

与
費

の
割

合
で

、
「
職

員
給

与
費

/
医

業
収

益
×

１
０

０
」
の

式
で

算
出

し
、

病
院

職
員

数
や

給
与

水
準

等
が

適
切

で
あ

る
か

を
示

す
指

標
で

、
値

が
低

い
ほ

う
が

経
営

的
に

貢
献

度
が

高
い

も
の

で
す

。

2
3
.6

2
6
.2

2
.6

（
税

込
）

（
税

込
）

2
6
.2

2
.6

(3
)委

託
費

比
率

（
税

抜
）
（
％

）
1
1
.2

1
1
.2

0
.0

達
成

R
元

年
度

は
、

計
画

と
同

じ
1
1
.2

％
と

な
る

見
込

み
。

○
医

業
収

益
に

対
す

る
委

託
費

の
割

合
で

、
「
委

託
費

/
医

業
収

益
×

１
０

０
」
の

式
で

算
出

し
、

委
託

費
が

適
切

で
あ

る
か

を
示

す
指

標
で

、
値

が
低

い
ほ

う
が

経
営

的
に

貢
献

度
が

高
い

も
の

で
す

。

2
.経

費
削

減
に

係
る

も
の

中
村

副
委

員
長

【
Ｃ

】
・
(1

)職
員

給
与

費
比

率
は

、
計

画
の

5
2
.8

％
が

そ
も

そ
も

低
す

ぎ
る

。
現

在
求

め
ら

れ
る

医
療

の
質

を
考

慮
す

る
と

、
5
5
％

は
妥

当
な

数
字

か
と

思
わ

れ
る

。
・
(2

)材
料

費
比

率
に

つ
い

て
は

、
収

益
を

増
や

す
こ

と
に

よ
り

比
率

を
下

げ
る

し
か

方
法

は
な

い
。

土
橋

委
員

【
Ｂ

】

高
野

委
員

【
Ｃ

】
・
(2

)材
料

費
比

率
に

つ
い

て
、

医
薬

品
の

高
額

化
に

よ
る

影
響

は
あ

る
と

は
思

う
が

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
分

析
(類

似
病

院
の

指
標

と
の

比
較

)、
診

療
科

別
分

析
な

ど
に

よ
り

、
原

因
の

所
在

を
明

確
に

し
、

改
善

に
向

け
取

組
ん

で
頂

き
た

い
。

夏
井

委
員

【
Ｃ

ま
た

は
Ｄ

】
・
平

成
3
0
年

度
に

比
べ

、
医

師
数

は
平

均
2
人

程
度

、
看

護
師

数
は

8
人

程
度

増
加

し
て

お
り

、
人

件
費

を
押

し
上

げ
る

要
因

か
と

思
う

が
、

な
お

、
看

護
師

の
欠

員
は

2
0
人

程
度

と
す

れ
ば

、
来

年
度

以
降

さ
ら

な
る

人
件

費
増

を
見

込
ん

で
い

る
の

か
。

・
医

事
業

務
、

夜
間

看
護

助
手

な
ど

の
委

託
先

か
ら

の
派

遣
人

員
の

費
用

を
含

め
た

、
総

人
件

費
比

率
を

教
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

山
﨑

委
員

【
Ｃ

】
・
(1

)職
員

の
質

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
壊

さ
ず

比
率

を
下

げ
る

知
恵

と
工

夫
に

期
待

す
る

。
・
(2

)昨
年

度
よ

り
比

率
が

増
え

て
い

る
。

さ
ら

な
る

節
減

を
願

う
。

未
達

成

R
元

年
度

は
、

医
業

収
益

が
計

画
よ

り
2
0
2
百

万
円

増
加

し
た

も
の

の
、

材
料

費
が

計
画

よ
り

3
1
3
百

万
円

増
加

し
、

材
料

費
比

率
は

計
画

よ
り

2
.6

ポ
イ

ン
ト
高

い
2
6
.2

％
と

な
る

見
込

み
。

○
医

業
収

益
に

対
す

る
材

料
費

の
割

合
で

、
「
材

料
費

/
医

業
収

益
×

１
０

０
」
の

式
で

算
出

し
、

材
料

費
の

水
準

等
が

適
切

で
あ

る
か

を
示

す
指

標
で

、
値

が
低

い
ほ

う
が

望
ま

し
い

も
の

で
す

。
(2

)材
料

費
比

率
（
％

）

委
員

会
最

終
評

価
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大
項

目
中

項
目

3
0
年

度
計

画
 A

3
0
年

度
見

込
 B

増
減

（
B

-
A

）
院

内
評

価
ポ

イ
ン

ト
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

委
員

評
価

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
及

び
コ

メ
ン

ト

(全
体

)

3
5
1

(全
体

）

3
3
2

▲
 1

9

(一
般

）
2
7
9

(一
般

）
2
7
6

▲
 3

(精
神

)
7
2

(精
神

）
5
7

▲
 1

5

(全
体

)

9
3
7

(全
体

）

9
0
1

▲
 3

6

(一
般

）
8
3
8

(一
般

）
8
1
1

▲
 2

7

(精
神

)
9
9

(精
神

）
9
0

▲
 9

(全
体

)

5
3
,6

5
2

(全
体

）

5
6
,9

6
2

3
,3

1
0

(一
般

）
6
3
,0

3
8

(一
般

）
6
5
,3

2
0

2
,2

8
2

(精
神

)
1
7
,2

1
8

(精
神

）
1
6
,2

2
2

▲
 9

9
6

(全
体

)

1
1
,0

6
3

(全
体

）

1
2
,4

5
2

1
,3

8
9

(一
般

）
1
1
,5

4
6

(一
般

）
1
3
,0

4
2

1
,4

9
6

(精
神

)
6
,9

5
7

(精
神

）
7
,1

1
4

1
5
7

(全
体

)

9
0
.5

(全
体

）

8
5
.7

▲
 4

.8

(一
般

）
9
1
.3

(一
般

）
8
9
.6

▲
 1

.7

(精
神

)
9
0
.0

(精
神

）
7
0
.7

▲
 1

9
.3

(一
般

)

1
3
.9

(一
般

）

1
3
.6

▲
 0

.3

(精
神

）
1
5
5
.2

3
.収

入
確

保
に

係
る

も
の

(1
)１

日
当

た
り

入
院

患
者

数 （
人

）

未
達

成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

1
9
人

少
な

い
3
3
2
人

。
中

村
副

委
員

長
【
Ｃ

】
・
休

床
期

間
が

あ
っ

た
の

で
、

稼
働

率
が

落
ち

た
の

は
や

む
を

得
な

い
。

精
神

科
の

入
院

患
者

数
を

維
持

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
考

え
る

。
・
入

院
や

外
来

単
価

が
増

え
て

い
る

の
で

、
実

際
は

十
分

に
健

闘
さ

れ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

・
平

均
在

院
日

数
も

十
分

に
短

縮
さ

れ
て

い
る

。

土
橋

委
員

【
Ｂ

】

高
野

委
員

【
Ｂ

】
・
一

般
病

床
に

つ
い

て
は

、
概

ね
、

K
P
I設

定
値

の
水

準
に

あ
る

も
の

と
評

価
す

る
。

夏
井

委
員

【
Ｂ

】
・
１

日
当

た
り

の
収

入
は

、
「
入

院
患

者
数

＊
単

価
」
、

「
外

来
患

者
数

＊
単

価
」
と

す
れ

ば
、

計
画

は
そ

れ
ぞ

れ
1
8
,8

3
1
,8

5
2
円

、
1
0
,3

6
6
,0

3
1
円

に
対

し
、

見
込

額
は

、
1
8
,9

1
1
,3

8
4
円

、
1
1
,2

1
9
,2

5
2
円

と
な

る
。

こ
れ

に
診

療
日

数
を

乗
じ

た
額

が
、

医
業

収
入

に
近

似
す

る
と

考
え

る
と

、
収

入
確

保
と

し
て

の
計

画
は

ひ
と

ま
ず

は
達

成
し

て
る

と
も

思
わ

れ
る

。

山
﨑

委
員

【
Ｃ

】
・
よ

り
一

層
の

努
力

を
期

待
す

る
。

(2
)１

日
当

た
り

外
来

患
者

数 （
人

）

(4
)１

日
当

た
り

外
来

患
者

単
価

（
円

）

達
成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

1
,3

8
9
円

増
加

し
、

1
2
,4

5
2
円

と
な

る
見

込
み

。

未
達

成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

3
6
人

少
な

い
9
0
1
人

。

(3
)１

日
当

た
り

入
院

患
者

単
価

（
円

）

達
成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

3
,3

1
0
円

増
加

し
、

5
6
,9

6
2
円

と
な

る
見

込
み

。

(5
)病

床
利

用
率

（
％

）
未

達
成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

4
.8

ポ
イ

ン
ト
下

回
っ

た
8
5
.7

％
と

な
る

見
込

み
で

す
。

○
病

院
ベ

ッ
ド

の
稼

働
率

（
年

延
許

可
病

床
数

に
対

す
る

年
延

入
院

患
者

数
の

割
合

）
で

、
ベ

ッ
ド

が
有

効
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

を
示

す
指

標
で

す
。

「
年

延
入

院
患

者
数

/
年

延
許

可
病

床
数

×
１

０
０

」
の

式
で

算
出

し
、

値
が

高
い

ほ
う

が
望

ま
し

い
指

標
で

す
。

(6
)平

均
在

院
日

数
（
日

）
達

成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

0
.3

ポ
イ

ン
ト
短

縮
し

、
1
3
.6

日
と

な
る

見
込

み
。

○
病

院
に

入
院

し
た

患
者

の
入

院
日

数
の

平
均

値
で

、
「
在

院
患

者
延

べ
数

/
｛
（
新

入
院

患
者

＋
退

院
患

者
数

）
/
2
｝
」
の

式
で

算
出

し
ま

す
。

※
一

般
は

、
精

神
科

を
除

く
数

値
　

　
（
６

）
平

均
在

院
日

数
の

計
画

Ａ
は

精
神

科
分

は
未

算
出

委
員

会
最

終
評

価
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大
項

目
中

項
目

3
0
年

度
計

画
 A

3
0
年

度
見

込
 B

増
減

（
B

-
A

）
院

内
評

価
ポ

イ
ン

ト
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

委
員

評
価

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
及

び
コ

メ
ン

ト

4
.経

営
の

安
定

性
に

係
る

も
の

(1
)企

業
債

残
高

（
百

万
円

）
1
1
,2

7
5

1
1
,3

3
3

5
8

未
達

成

R
元

年
度

は
、

計
画

よ
り

5
8
百

万
円

増
加

し
た

1
1
,3

3
3
百

万
円

と
な

る
見

込
み

。

○
病

院
建

設
や

医
療

機
器

等
の

整
備

の
た

め
に

発
行

し
た

企
業

債
の

残
高

で
、

い
わ

ゆ
る

病
院

の
借

金
で

あ
り

、
数

値
は

少
な

い
方

が
望

ま
し

い
も

の
で

す
。

中
村

副
委

員
長

【
Ｃ

】
・
許

容
で

き
る

範
囲

と
考

え
る

。

土
橋

委
員

【
Ｂ

】

高
野

委
員

【
Ｂ

】

夏
井

委
員

【
Ｃ

】

山
﨑

委
員

【
Ｃ

】
・
さ

ら
な

る
努

力
を

求
め

る
。

◎
全

体
を

通
し

て
、

総
括

的
な

ご
意

見
・
ご

指
摘

事
項

な
ど

が
あ

れ
ば

記
載

を
お

願
い

し
ま

す
。

中
村

副
委

員
長

・
令

和
元

年
度

の
総

括
と

し
て

は
大

変
努

力
し

て
い

る
が

、
看

護
師

不
足

に
よ

る
休

床
期

間
が

収
支

に
響

い
て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

市
立

病
院

と
し

て
の

使
命

を
維

持
す

る
上

で
、

看
護

師
の

確
保

は
必

須
で

あ
る

の
で

今
後

の
努

力
を

お
願

い
す

る
。

高
野

委
員

・
地

域
人

口
の

減
少

や
医

療
従

事
者

の
確

保
が

困
難

な
状

況
下

に
あ

り
な

が
ら

、
経

営
改

革
プ

ラ
ン

に
つ

い
て

は
、

一
定

の
成

果
を

あ
げ

て
い

る
も

の
と

評
価

す
る

。
・
現

時
点

で
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
終

息
が

見
え

な
い

状
況

で
あ

り
、

す
っ

か
り

景
色

が
変

わ
っ

て
し

ま
っ

た
感

が
あ

る
も

の
の

、
こ

れ
ま

で
の

期
間

を
通

じ
て

「
未

達
」
の

ま
ま

の
項

目
も

散
見

さ
れ

る
の

で
、

当
年

度
以

降
も

引
続

き
、

改
善

に
向

け
て

取
組

ん
で

頂
き

た
い

。

山
﨑

委
員

・
一

般
会

計
か

ら
の

繰
出

金
は

改
革

プ
ラ

ン
の

収
支

計
画

を
上

限
と

し
て

、
今

後
も

病
院

経
営

を
進

め
て

い
け

る
よ

う
期

待
す

る
。

・
現

下
の

大
き

な
社

会
・
経

済
の

状
況

変
化

に
対

応
し

て
い

け
る

安
定

し
た

経
営

基
盤

の
確

立
を

期
待

す
る

。

委
員

会
最

終
評

価
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改
革
プ
ラ
ン
評
価
集
計
表
　
質
疑
応
答
　
（
令
和
元
年
度
分
）

Ⅰ
　
令
和
元
年
度
　
取
組
状
況
の
評
価

大
項
目

中
項
目

質
問
委
員

質
疑

回
答

１
.民
間
的
経
営

手
法
の
導
入

(3
)診
療
科
ご

と
の
収
支
分

析
の
検
討

夏
井
委
員

・
診
療
科
ご
と
の
収
支
分
析
に
関
し
て
は
、
落
ち
穂
拾

い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
計
画
、
結
果
を

開
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

診
療
科
ご
と
の
収
支
分
析
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
開
始
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
院
内
に
お
い
て
も
分
析
方
法
の
考
え

方
に
よ
り
各
診
療
科
の
収
支
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
分
析
方
法
の
考
え
方
の
整
理
や
検
討
の
た
め
に
は

数
年
間
の
経
年
推
移
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
分
析
方
法
等
が
一
定

程
度
固
ま
る
ま
で
、
公
表
に
つ
い
て
は
見
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
収
支
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
予
算
編
成
時
に
診
療
科
ご
と
の
収
入
面
の
み
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す

が
、
収
支
ベ
ー
ス
で
は
作
成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

3
.収
入
増
加
・
確

保
対
策

(2
)紹
介
患
者

の
増
加

夏
井
委
員

・
紹
介
患
者
の
治
癒
完
結
し
た
比
率
、
そ
し
て
、
急
性

期
を
脱
し
た
後
、
紹
介
元
の
か
か
り
つ
け
医
へ
の
戻
し

た
（
逆
紹
介
し
た
）
比
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

紹
介
患
者
の
う
ち
、
治
癒
完
結
し
た
比
率
に
つ
い
て
は
、
当
院
の
紹
介
患
者
情
報
を
管
理
し
て
い
る
「
地
域
連

携
シ
ス
テ
ム
」
に
転
帰
区
分
が
な
い
た
め
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
紹
介
患
者
の
診
療
後
に
紹
介
元
の
医
療
機
関
に
戻
し
た
比
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
の
紹
介
患
者
に

対
し
て
3
1
％
、
紹
介
元
以
外
の
医
療
機
関
に
逆
紹
介
し
た
比
率
は
9
％
と
な
り
ま
す
が
、
上
記
理
由
の
た
め
治
癒

し
た
患
者
や
そ
の
後
の
通
院
が
不
要
と
な
っ
た
患
者
等
を
含
め
た
割
合
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ⅱ
　
令
和
元
年
度
　
経
営
指
標
に
係
る
数
値
目
標
の
評
価

大
項
目

中
項
目

質
問
委
員

質
疑

回
答

夏
井
委
員

・
平
成
3
0
年
度
に
比
べ
、
医
師
数
は
平
均
2
人
程
度
、

看
護
師
数
は
8
人
程
度
増
加
し
て
お
り
、
人
件
費
を
押

し
上
げ
る
要
因
か
と
思
う
が
、
な
お
、
看
護
師
の
欠
員

は
2
0
人
程
度
と
す
れ
ば
、
来
年
度
以
降
さ
ら
な
る
人

件
費
増
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
看
護
師
不
足
に
よ
る
休
床
に
よ
り
収
益
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
か
ら
、
欠
員
分
を
充

足
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
分
の
人
件
費
増
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
収
益
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
職
員
給
与
比
率
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
今
般
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
、
人
件
費

増
を
一
定
程
度
見
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

夏
井
委
員

・
医
事
業
務
、
夜
間
看
護
助
手
な
ど
の
委
託
先
か
ら

の
派
遣
人
員
の
費
用
を
含
め
た
、
総
人
件
費
比
率
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

医
業
収
益
に
対
す
る
給
与
費
及
び
委
託
料
の
割
合
は
6
6
.4
％
と
な
り
ま
す
が
、
各
種
委
託
料
に
つ
い
て
は
人

件
費
の
ほ
か
人
件
費
部
分
の
み
を
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
経
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ご
質
問
の
「
総
人
件
費

比
率
」
と
い
う
意
味
で
は
、
上
記
結
果
は
高
め
の
割
合
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

2
.経
費
削
減
に

係
る
も
の

(1
)職
員
給
与

費
比
率

R2.10.22 第２回 資料②
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［追加資料］ 令和元年度の取組状況
（全身麻酔件数及び小樽市内救急搬送件数）

〇手術件数 （単位：件数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年増減

H29 373 355 404 390 375 352 360 368 369 354 339 347 4,386 -

H30 351 358 393 405 416 271 403 403 348 334 334 378 4,394 8

R1 297 292 336 341 330 299 361 350 322 322 308 337 3,895 -499

●全身麻酔件数 （単位：件数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年増減

H29 207 186 192 197 213 212 199 187 206 182 187 178 2,346 -

H30 193 200 222 226 237 158 210 220 194 176 184 199 2,419 73

R1 187 180 215 195 197 176 202 194 184 188 193 194 2,305 -114

0

100

200

300

400

500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均

H29 H30 R1（件数）

0

50

100

150

200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均

H29 H30 R1（件数）

手術件数全体では、R元年度は前年度よりも499件減少している。そのうち、全身麻酔の件数は、R元年度は前

年度より114件の減少、その他の件数は385件の減少となっている。
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［追加資料］ 令和元年度の取組状況
（全身麻酔件数及び小樽市内救急搬送件数）

●小樽市内救急搬送件数（小樽市消防本部より） （単位：件数）

区分

H29

H30

R1

〇救急車受入件数 （単位：件数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年比

H29 164 185 164 165 189 195 182 214 192 185 185 168 2,188 -

H30 166 161 185 194 191 194 174 153 221 181 142 144 2,106 -82

R1 153 181 142 177 200 172 198 172 196 168 177 144 2,080 -26

〇救急患者応需率（夜間休日２次）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均 前年比

H29 88% 91% 93% 91% 92% 96% 93% 92% 88% 79% 80% 79% 88.5% -

H30 86% 82% 85% 90% 76% 80% 68% 72% 74% 76% 74% 75% 78.2% -10.3%

R01 75% 77% 78% 75% 78% 85% 77% 79% 76% 71% 76% 74% 76.8% -1.4%

5,456 -200 551 -6 6,007 -206

5,656 310 557 10 6,213 320

5,346 - 547 - 5,893 -

市内医療機関 前年増減 市外医療機関 前年増減 合計 前年増減
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H29 H30 R01

小樽市内における救急搬送件数は、H30年は前年より310件増加し、R元年は前年より200件減少しているが、

当院の救急車受入件数が減少している要因は、救急隊などからの要請に対する応需率の低下によるものと思わ

れる。

（仮に、H29年度の応需率88.5％を維持できていたならば、受入件数は増加していたものと考えられる。）
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